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第六章　　もう一つの故郷

　
「ロゲンに向かったって？」
　王都を出発してそろそろ二週間。ハァドという町に投宿したウネン達三人は、夕食と聞き込みを兼ねて町の中心部にある大きな酒場に繰り出していた。
「そうだよ」
「間違いは無いのかい？」
　相席となった赤毛の壮年の男と、またたく間に打ち解けてしまったモウルが、少し大げさに眉を上げて問いを重ねる。
　対する男は、カップに残っていた麦酒を一気に呷あおってから、ゆったりと頷いた。
「おうよ。枯れ草色の三つ編みのお医者だろ？　流しのお医者なんて珍しいし、何より甥っ子がお世話になったからなあ」
　かつてウネンを連れて旅をしていた時、ヘレーは町ごとに医者を名乗ったり薬屋を名乗ったりと、追っ手に足跡そくせきを辿られないよう色々と工夫をしていたものだった。路銀を稼ぐには医者のほうが実入りが多くて便利ではあったが、流れの医者はどうしても目立つことから、どちらかといえば薬売りに扮する時のほうが多かったぐらいだ。
　翻って、今回は道行きを急いでいるからだろう、ヘレーにはそういった小細工を弄する余裕がないようだった。王都クージェから真っ直ぐラシュリーデンへ向かう街道と、パヴァルナから伸びてきた街道とが交差する宿場町で、首尾よくヘレーの消息を確認して以来、ウネン達は着実に「医師ヘレー」の足取りを追えていた。
「丁度去年の今頃だったよ。もう少しここでゆっくりしていってくれてもよかったのに、ロゲンの収穫祭へ行くっていう旅芸人の一座の馬車に乗って、あっさりと出ていってしまってなあ」
　そう言って男は、本当に残念そうに息を吐いた。
「旅芸人？」
　口調や表情こそ飄々としているものの、モウルの目の光は鋭さを増す一方だ。
　そんなモウルを横目で見ながら、ウネンとオーリは黙って料理を口に運び続ける。
「ロゲンの祭りはここらでは一番大きくってなあ。辺鄙な町だけど、結構あちこちから見物客が集まるのさ。俺も若い頃はよく顔を出しに行ったものさ」
　そこで男は、うっとりと視線を宙に彷徨わせた。
「実は、女房とはそこで知り合ってなあ。神庫ほくら前の広場で、豊穣を祝って皆でダンスをするんだけどよ、ターンするたびに長い髪が、こう、ふわっと揺れてな、笑顔が篝火に照らされてきらきらしててな、死ぬ気でダンスを申し込んだら、『いいよ』って頷いてくれてな、これは夢なんじゃねえかと思ったもんだ」
　と、夢見心地な表情から一転して、男が、にやりと笑ってテーブルをぐるりと見渡す。
「確か、明日と明後日がロゲンの祭りの日だったはずだ。あんたらなら、一緒に踊りたいって娘っこが殺到するんじゃないか？　えぇ？　よりどりみどりかい、羨ましいねえ」
　そうして、隣に座るオーリの脇腹を思わせぶりに肘で突っつき、斜向かいのウネンには「坊主はもうちょっと大人になってからだな」と目配せだ。
「で、そのお医者は、何だって旅芸人と一緒に？」
　モウルが、口元を微かに引きつらせながら水を向けた。
　男が、おっといけねえ、と、話を戻す。
「確か、一座のちびっ子が熱を出したか何かで、でも、祭りに間に合うように出発せにゃならんとかで、それでお医者先生も一緒に行くとか、そういう話だったんじゃなかったっけな」
　男の言葉を聞き、ウネンは思わず溜め息を漏らした。
　黙々と食事を続けていたオーリが、向かいの席から「どうした」とウネンに問いかけてくる。
「ヘレーさんらしいな、って思って」
　ロゲンに寄るためには、ラシュリーデンへ至る主街道を外れる必要がある。先を急いでいるにもかかわらず、ヘレーは、病気の子供のために遠回りを選んだのだ。
　そうか、と、オーリが呟くように返事をした。
　
　宿代を払うということは、安全で快適な寝床を買うということに他ならない。
　まだまだ先の長い旅路、出費は可能な限り抑えておきたいところだが、身の安全を軽んじるわけにはいかず、ウネン達はせめてもの節約にと寝床の快適性を諦めることにしていた。具体的には、店構えのしっかりした宿屋の、一番安い二人部屋を三人で使うことにしていたのだ。
　尤もっとも、最初はオーリもモウルも三人で一つの部屋を使うことに反対をしていた。
『鼻水垂らしてその辺を走り回っているような小生意気なガキにしか見えないといっても、一応、君はお年頃の女の子なんだからね』
　しかし、雀の涙ほどの金銭しか持たないウネンとしては、彼らにかかる負担を少しでも減らしたかったのだ。相部屋が駄目だと言うのならば馬小屋で泊まるか、もしくは一人部屋の代金分だけ食事を控えるか。真剣に代替案を検討し始めたウネンを前に、二人は「まあ、君さえ構わないって言うんだったら」と白旗をあげるに至ったのだ。
　というわけで、食事を終えて「妹を連れた剣士と魔術師」の二人部屋に戻った三人は、早速寝台の上に地図を広げた。主な街道と町の位置が記されただけの簡単なものだが、尋ね人を追って町から町へとさすらう旅にはもってこいの地図だ。
「とりあえず、ヘレーさんがロゲンに行ったのは間違いないと見ていいだろう」
　地図の上、王都から北へと真っ直ぐに伸びる街道をなぞっていたモウルの指が、つい、と僅かに西に逸れた。その先にあるのは、大樹海と記された緑の塊のすぐ脇にある町。
「ロゲン……」
　あらためてその名を口にした途端、粘性を持った苦いものがウネンの喉をせり上がってきた。ウネンは喘ぐように大きく息を吸い、そのどろどろとしたものを一息に呑みくだす。
　ロゲン。それは――
「君と、ヘレーさんが出会った町だ」
「……あ……、そう……か」
　思ってもみなかったモウルの言い回しに、ウネンの肩からほんの少しだけ力が抜けた。
「目的地が分かっているのだから、俺達はこのまま北に進めばいいだろう」
　オーリが、いつも以上に難しい顔でモウルを見やる。
　モウルが即座に反駁した。
「彼が通った道を辿るほうが、彼を見失う危険性を低く抑えられる」
　何か言いかけたものの、歯噛みをするようにして黙り込んだオーリを見て、モウルが小さく息を吐いた。
「君が何を気にしているのか分かるけどさ、決めるのは、君ではなくてウネンだ」
　ウネンは、いつの間にか握り締めていたこぶしを、そっと緩めた。ウネンの、幸せだったとは言い難い幼少期について、彼らが彼らなりに気遣ってくれているということを知って、胸の奥がほんのりと温かくなる。
　喉の奥に未だ滞っている何かが、その仄かな熱によってじんわりと融解していくのを感じ、ウネンは心を決めた。深く息を吸い込んで、モウルとオーリを順番に見上げる。
「ぼくも、ヘレーさんの足跡そくせきを辿っていったほうがいい、と思う」
　決まりだ、とモウルが頷いた。
「生みのお母さんと顔を合わせるのが気まずいようだったら、聞き込みは僕とオーリに任せて、ウネンは宿に詰めていてくれたらいいから」
「別に平気だよ。ぼくも手伝うよ」
「そう？　なら、頼むよ」
　モウルが満足そうに笑みを浮かべる。
　その横でオーリが、ついと視線を逸らせた。いつになく硬い表情で。
　
　明けて次の日、朝一番に三人はハァドの町を発った。
　夏を名残惜しむかのような日差しの下、道の両側に広がる小麦畑では畑おこしが始まっている。掘り返された土のにおいと鋤き込まれた草のにおいが漂う中、各々の影を道連れに、三人は一路ロゲンを目指した。
　昼を過ぎる頃には道は農地を外れ、灌木がまばらに生い茂る原っぱの中を通るようになった。祭りとやらにむかう人々だろうか、ゆく先に、来し方に、幾つもの人の組が見受けられる。皆、一様に足取り軽く、互いに笑いさざめきながら道を急ぐさまは、見ているだけで心が浮き立つようだ。
　左手前方にこんもりとした木立が見えてきたかと思えば、木々は次第にその密度を増し、やがて常盤の壁となって道のすぐ脇へと押し寄せてきた。木漏れ日のまたたく土の道を更に進み、小高い丘を迂回した先、緑に抱いだかれた小さな町が見えてくる。
　風に乗って、太鼓や笛の音が微かに聞こえてきた。過ぎ去りし一年の恵みを感謝して、来るべき年の実りを祈る、祭囃子。あの町が、目的地であるロゲンに違いない。
　燃えるような夕焼けに追い立てられるようにして、ウネン達は町の門をくぐった。
　鄙びた田舎町のそこかしこに屋台が並び、客引きの声が雑踏のざわめきと混じり合う。
　天を彩る茜色が森の向こうに吸い取られていくにつれ、家々の軒先に吊りさげられた提灯が、一つ、また一つと目を覚ましてゆく。
　ウネンは、ほう、と息を吐いた。記憶の中にある情景と、目の前に広がる風景とが、あまりにもかけ離れていたからだ。
　ウネンが住む小屋があったのは町の外れも外れだった。話に聞く「大樹海」も、緩やかな坂を成す畑や果樹園の遠くに山並みと同化して見えるばかりで、農地の合間にまばらに立つ家々といい、畑をぬう小川といい、実に普遍的で無個性な田舎の風景に他ならなかった。
　だが、今、ウネンが目にしているものは、そんなどこでも見られるような景色とは違う。
　家々の屋根の向こう、鬱蒼と立ち塞がる暗い森。現世うつしよと常世とこよを切り分けるがごとく、密と枝葉を絡ませる木々の壁。
　圧倒的な存在感が、そこにあった。
　祭日という非日常的な場面であることを差し引いても、類い稀なるその威容は、人々の目を、心を、奪うに充分だ。
「どうした」
　いつの間にか足を止めていたウネンに、オーリがぼそりと問うた。
　すぐ前を歩いていたモウルも、怪訝そうにウネンを振り返る。
「懐かしさに声も出ない……ってわけではなさそうだね」
　ごくりと唾を呑み込んで、ウネンは引きつれる喉をなんとか湿らせた。
「こんな町だったんだ」
　オーリとモウルが、揃って眉をひそめる。
「子供の頃、町の中心部へは殆ほとんど出てきたことがなかったから……びっくりした」
　そうか、と、二人が静かに嘆息した。
　道の真ん中で立ち止まっているウネン達を、何人もの人が迷惑そうに避けていく。三人は、とりあえず人の流れに従って前へ進むことにした。
　太鼓の音や笛の音が次第に大きくなり、やがて三人は広場に出た。
　そこかしこに焚かれた篝火が時折大きく風に揺らぎながら、頭上にのしかかる宵闇を押しとどめていた。広場の中央に組まれた舞台では、八人の囃子方が、大小さまざまな大きさの太鼓と笛を、実に楽しげに奏している。
　広場の反対側には、年季の入った木造の神庫ほくらが建っていた。二台の花車だしがその両脇を固めるようにして置かれているのを見て、ウネン達は誰とはなしにそちらに向かう。
「町の規模の割に、随分と立派な花車だしだね」
　イェゼロの町でも、太鼓方を乗せた花車だしが町を練り歩いて祭りを盛り上げたものだが、ここの花車だしはそれよりも一回り大きなものだった。麦わらで葺かれた屋根を支える柱は、色とりどりの布で飾られ、台車の側面には四季折々の畑を描えがいた浮き彫りが施されている。
　もう一方、向かって右側の花車だしを見に行ったモウルが、「へえ」と感嘆の声を上げた。
「あっちが豊穣の神で、こっちのは森の賢者か。二台とも、轍わだちが奥の倉庫に続いてるってことは、一つの神庫ほくらに二柱の神を祀っているのか」
　森の賢者、との声を聞き、ウネンもモウルの傍へと寄った。なるほど、こちらの花車だしの屋根は葉がついたままの樫の枝で葺かれており、台の浮き彫りも森の四季を描えがいたものになっている。
「それって珍しいの？」
「複数の神が一つの神庫ほくらに同居しているのは、ままあるけれどね。森の賢者の神庫ほくらが町なかにあるのは、ちょっと珍しいかも」
　言われてみれば、確かにウネンは今まで、森の賢者の神庫ほくらなんて見たことも聞いたこともなかった。そもそもつい最近まで、森の神に「森の賢者」という通称があることすら知らなかったぐらいなのだから。
　神妙に耳を傾けるウネンに対し、モウルが得意げな眼差しで解説を続ける。
「森の賢者っていったら、森の入り口に小さな祠ほこらがあったり、樵きこりや猟師とか森を仕事場にしている人々の家に神棚があったり、って、そういうのが殆ほとんどだからね」
　モウルの話を聞くうちに、ウネンは、森の賢者と同じように通称を持つ、もう一柱の神のことを思い起こしていた。かつてウネンが働いていた写本工房に、書物の守り神である「書庫の魔女」を祀った神棚があったことを。クージェの城やパヴァルナ領主の城の図書室にも同様に、「書庫の魔女」の名の入った護符が飾られていたことを。
　ウネンの脳裏に、パヴァルナで聞いた国語教師ナヴィの言葉が甦る。
『書庫の魔女も森の賢者も、確固たる存在感があるのよ。人々の心の拠り所、って言ったらいいかしら、常に私達の傍にあって、見守ってくださっている』
　そしてナヴィは、あくまでも自分の想像だが、と断った上で、こうも言っていた。魔女も賢者も、そう呼ばれた人がずっと昔に存在したのではないか、と。
「まあ、樹海って謂われるぐらいに深い森が傍にあるんだから、ここロゲンで森の賢者信仰が強いのは当然なのかもね」
　モウルの声に物思いを破られ、ウネンは我に返った。途切れた思考の隙間に、ふ、と夜風が吹き込んでくる。
「そんなこと、全然知らなかったよ……」
　仮にも自分が生まれ育った町だっていうのに。そうぼそりとこぼせば、ウネンの視界の端で、オーリが小さく身じろぎをするのが見えた。
「あの頃のぼくは、死んでいるように生きていた。自分の外の世界に、興味なんてひとかけらも持ってなかった……」
「さっさと聞き込みを終わらせよう」
　普段にも増して硬いオーリの声が、力任せに話題を変えようとする。
　それにモウルが苦笑で応じた。
「そうしたいのは山々なんだけどさ、祭事が終わらないことには、ちょっと難しいかもよ」
　モウルの言葉が終わりきらないうちに、一際甲高い笛の音が辺りの空気を貫いた。

　楽の音がやみ、ざわめきが広場の周縁へと吸い込まれ、静寂が広場を包み込んだ。
　楽器とともに舞台をおりる囃子手達と入れ替わりに、年配の女性が舞台上にあがった。墨染めの衣服に、黒い石の玉で作られた首飾り。祈祷師だ。
　集まった人々が息を詰めて見守る中、祈祷師は両手をゆっくりと天に掲げた。首飾りと同じ意匠の腕輪が、じゃらり、と、音をたてる。
　やがて祈祷師は、豊穣の神への祝詞を朗々と吟じ始めた。
　高く、低く。抑揚をつけた張りのある声が、広場の空気を、篝火を、揺らす。
　風に乗ってウネンのもとへと到達した声は、砂地に降り注ぐ雨粒のように、あっという間に彼女の中へと染み通った。
　ウネンの内部で、何かが微かに波打った。水面をつたってゆくさざ波のごとく、胸から手足へと抜けてゆく、幽かすかな幽かすかな、〈囁き〉。モウルが魔術を使う時よりもずっとか細い、今にも意識の隙間をすり抜けていってしまいそうなその気配に、ウネンは覚えがあった。
「祈祷師って、精霊使いと何か関係があるの？」
　ウネンは、そっと傍らのモウルに問いかけた。
　モウルが怪訝そうに首をかしげる。
「祈祷師ねえ。限りなく普通の人だと、僕は認識してるけど。ただひたすら神に祈って、偶たまさか神の恩恵を賜ることができるかも、って感じなんじゃないの？　正直なところ、僕達魔術師とはあまり接点が無いんで、よく知らないんだよ」
　神庫ほくらの管理人、ぐらいにしか思っていなかったよ、と肩をすくめてから、モウルは更に話を継いだ。
「で、精霊使いは精霊と交信できる人のことだから、両者に関係はないんじゃないかな」
「それじゃあ、そもそも精霊って何？　神様と関係あるの？　あるならどういう関係？」
「そんなの、僕のほうが知りたいよ」
　ウネンの質問攻勢に、モウルの声音があからさまに低くなった。彼は、眉間に皺を刻み、腕組みをして、ウネンをじっと睨みつける。
「なんでそんなことを訊くわけ？」
　ウネンは、下腹に力を込めた。これまでヘレー以外に明かしたことのないこの秘密を、今こそ彼らに告げんとして。
「〈囁き〉が聞こえるんだ」
「ささやき？」
　モウルばかりかオーリまでもが、おうむ返しに呟いた。
「パヴァルナで、リボルが水を呼んだ時に聞こえたのと同じような〈囁き〉が、さっき祈祷師が祝詞を詠んだ時に聞こえた」
「いや、だから、ささやきって何？」
「分からない。声みたいな、声じゃないみたいな、〈囁き〉としか言いようのない音……、音じゃないのかもしれないけど、そんなよく分からないものが聞こえる……感じられるんだ」
　どこから説明すればよいのか、さっぱり分からないままに、ウネンは話し続ける。
「モウルが魔術を使うたびに必ず〈囁き〉がしたから、魔術に関係があるのかと思ってたんだけど、リボルが精霊を動かした時も同じような〈囁き〉を感じたんだ。そして、今、祈祷師が祈っている時も」
　と、その瞬間、先刻のよりもずっとちからの籠もった〈囁き〉が、ウネンの中を吹き渡っていった。
「今、何か魔術を使ったんじゃない？」
　ウネンがモウルに問うたのに一拍遅れて、上空から空気が塊となって降ってきた。
　ごぅ、と風の巻く音とともに砂粒や木の葉が一斉に舞い立ち、一番近い篝火が吹き消される。
　凄い風だ、突風だ、とざわめく人々を一顧だにせず、モウルが静かな声でウネンに問いかけた。
「今も聞こえたってことかい。その〈囁き〉が」
　ウネンは大きく頷いた。
　モウルが「オーリ」と傍らに目をやる。
　オーリが、「俺には何も聞こえなかった」と首を横に振った。
「詳しく聞こうか。その〈囁き〉とやらは、いつも同じ調子なわけ？」
「術によって、ちょっと違うみたい」
「聞こえるのは、僕の術の時だけ？　呪符は？　あと、他の魔術師の場合は？」
「モウルの術も、呪符の時も、パヴァルナのノルさんの時も聞こえた、っていうか、感じた」
　ふむ、と、右手を顎にやって、モウルはなおも質問を重ねていく。
「同じように〈囁き〉を感じる、って奴は、他に誰かいる？」
「いない。そもそも、ヘレーさん以外にはこのことを言ったことない」
「で、その〈囁き〉が、精霊使いが技を使った時や、祈祷師が祝詞を言っている時にも感じられた、と」
　間断なく繰り出される問いの果て、ようやく話題が出発地点へと戻ってきた。ウネンは深呼吸をして気持ちを落ち着かせると、一言一言を噛み締めるようにして答える。
「リボルの時もさっきの祈祷師の時も、どちらも、感じ取れるか取れないかぎりぎりの、本当に微かな響きだったけどね。魔術の場合は、もっと存在感がある感じ。どちらも、内容まではまったく分からないけど」
「〈囁き〉か……」
　モウルが再度顎をさすった、その時。
「……ウネン？」
　どこかで聞いたことのある女の声が、おずおずとウネンの名を呼んだ。
　
「本当に、大きくなったわねえ。あんなちっちゃい赤ん坊だったのに」
　先ほど広場で祝詞を奉納していた祈祷師が、簡素な木のテーブルの上に香草茶の入ったカップを四つ並べる。オーリ、モウル、と湯気の立つカップを順に手渡して、最後にウネンの前に、「見違えたわ」と満面の笑みとともにカップを置いた。
　広場にて、「もしかして、ウネンじゃない？」と声をかけてきた祈祷師は、ウネンがおそるおそる頷くや、感極まったような声を漏らして彼女を正面から抱きしめた。そうして祈祷師は、ウネン達の当惑に頓着する様子もなく、屈託のない笑顔で三人を神庫ほくらへと招き入れたのだ。
　礼拝堂の横手、小ぢんまりとした庫務所のテーブルに、香草茶に次いでパンの入った籠が置かれる。なんでも、祭りで配られた縁起物らしい。
「あなたは覚えていないでしょうが、あなたが生まれた時に、わたしも立ち会ったのよ。ほら、豊穣の神は安産の神でもあるでしょう。無事生まれますように、って一晩中祈りを捧げてね……」
　ランプの灯りのもとで見る祈祷師は、その装いを除けば、ごく普通の初老の婦人だった。胡桃色の髪には多分に白髪が交じり、目尻や口元にも皺が目立っている。先刻広場の舞台に立っていた時の厳粛な雰囲気はどこへやら、まさしく、久しぶりに帰郷した孫を歓待する祖母、と言った風情だ。
　遠慮なく召し上がれ、と、自身もテーブルに着いた祈祷師に、モウルが「あのー」と声をかけた。
　そこでやっと、祈祷師の意識が男二人に向く。
「あなた達は、魔術師様に剣士様ね。ウネンとは一体どういう関係なのかしら」
　ええと、と、モウルが一瞬言いよどむのを見て、ウネンはすかさず横から「仕事仲間です」と口を挟んだ。
「あら、そうなの。お仕事の」
　祈祷師は、モウルとオーリを交互に見つめて、それからにっこりと「頼り甲斐のありそうな同僚さんね」と微笑んだ。
「そして、ウネンのことを、とても大切に思ってくれている」
「そりゃあ、任務をつつがなく遂行するためには、最低限お互いを思いやる必要がありますからね」
　モウルが、涼しげな表情で肩をすくめたのち、あらためて祈祷師に向かって問いかけた。
「ところで、先ほどあなたは、現在のウネンについて語る際に『赤ん坊』を引き合いに出されましたね」
「ええ」
「ウネンは五歳までこの町にいたと聞いています。何故『赤ん坊』まで遡ったのか、少し気になったのですが」
　飄々とした声音とは相反して、鋭い眼差しが祈祷師を射る。
　祈祷師は溜め息を一つして、自分の手元に目を落とした。
「ええそうね。ウネンが生まれてしばらくは、この子の母親ともそれなりに行き来があったのですけどね、だんだん疎遠になってしまってね……」
　静まり返った室内に、窓に下ろされた鎧戸の向こうから広場の喧騒が響いてくる。
「あなたのお母さんは、とても若かったからねえ。子育てのこととか、生活のこととか、自分の子を相手にするような感じで、ついつい余計な口出しをしてしまって、それで、疎ましく思わせてしまったみたいでね……。だんだんわたしのことを避けるようになって、町の方にも出てこなくなってしまって、それで……」
　かつての記憶をなぞっているのか、祈祷師は訥々と言葉を吐き出してゆく。
　彼女が一息ついたところで、モウルが更なる問いを発した。
「赤ん坊の時の顔しか知らなかったのなら、なおさら、何故、彼女がウネンだと分かったんですか？」
　それは、ウネンも不思議に思っていたことだった。いくらウネンがチビだとしても、五歳の頃とは比べるべくもない。表情や態度だって全然違ってしまっているはずなのに、どうしてウネンだと分かったのだろう、と。まさか、比較元が五歳どころか赤ん坊の頃まで遡るとは思ってもいなかったけれども。
　問われた祈祷師は、悪戯が成功した子供のように、少し得意そうに微笑んだ。
「それはね、声が聞こえたからなの。あなたの姿を見た瞬間に、祭囃子や皆の話し声を突き抜けるようにして、声が、ね」
「声」
　ウネンの、そしてモウルの呟きが一つに重なった。
　張り詰める空気に気づかないのか、祈祷師は上機嫌で話し続ける。
「あなたが生まれた時もそうだった。あなたのお母さんも、産婆さんも、そんな声なんて聞こえなかった、って言っていたけれど。でも、わたしは確かに聞いたのよ」
　そこで祈祷師は、深く息を吸い込んで、少し勿体ぶった調子で言葉を継いだ。
「『ウネン、エンデ、バイナ』って言う声を。確かにね」
　その瞬間、金属かねを打ち鳴らしたような鋭い耳鳴りがウネンを襲った。
　相前後して、またも、なにものかの声がウネンの鼓膜を震わせる。
　いや、果たしてそれは、声、なのだろうか。パヴァルナの畑地で感じた時のように、直接ウネンの思考を震わすような、なにものかの……意思。
　よく来た。
　来るな。
　ようこそお帰り。
　疾とくと去いね。
　歓迎するような響きと、拒絶の波動と、相反する声々がウネンの頭蓋とうがいの内部で幾度もこだまする。
「……なんだ、これは……」
　モウルが、絞り出すように声を漏らした。服の胸元を右手で握り締めながら。
　その向かいで、祈祷師もまた、手を自分の胸にあててじっと目を伏せている。
　声が那辺へと引いてゆき、場が平常に戻るや否や、ウネンは気ぜわしくモウルに尋ねた。
「モウルも聞こえた？」
「何が？」
　ぐったりとテーブルに片肘をついて、モウルが訊き返す。
「おかえり、とか、でていけ、とか」
　ウネンの問いに、モウルはゆるりと首を横に振った。
「何も聞こえやしなかったさ。ただ、胸の奥が……ざわざわしただけだ」
　モウルの言葉を聞き、私と同じね、と、祈祷師が目を細めた。
「あなたが生まれた時に聞こえた、この言葉をね、今みたいに口にするたびに、胸の奥がざわめくのよ。まるで森の木々が一斉に風に揺れるみたいに」
　祈祷師は、今一度両手を胸にあてた。そうして、そっと目をつむった。
「本当、不思議。こんなこと、あなたが生まれる前にもあとにも一度だって無かったもの。だから、よく覚えているのよ」
　ゆっくりと瞼を開き、ウネンを正面から見つめ、そうして祈祷師は一音ずつを噛み締めるようにして話し続けた。
「そして、さっき祭りの広場であなたを見つけた時も、同じ声が聞こえたのよ。人々で賑わう広場を貫いて、真っ直ぐに、『ウネン、エンデ、バイナ』って」
　モウルが、また胸元を押さえた。眉間に皺を寄せ、左手に座るオーリに視線をやる。
「オーリ」
「俺には何も聞こえないし、ざわめきとやらも感じない」
「そうか」
　深く大きく溜め息を吐き出してから、モウルはウネンの顔を見た。
「これは、さっき言っていた〈囁き〉とは、また別なものなのか？」
「うん。〈囁き〉は、それこそ耳とか身体の中とかがざわざわするだけで、意味も何も分からないけれど、今のは、明確な意思が感じられた」
「お帰り、に、出ていけ、か」
　右手で口元を押さえながら、モウルが唸り声を漏らす。
　ウネンは、この際だ、と、一切合財の情報をモウルに渡すことにした。
「実は、子供の頃、ヘレーさんと出会った時も、同じような謎の声を聞いたんだ。オーリやモウルと最初に会った時も。あと、パヴァルナでリボルが神様を求めた時も」
「お帰り、って？」
「ううん。祈祷師さんが聞いた、って言葉と同じような……」
「ウネンエンデバイナ、か」
　モウルが流れるような口調で、件くだんの文言を口にする。僅かに顔をしかめるところを見れば、またしても胸の奥にざわめきを感じているようだ。
「うん。でも、それとは別に、さっきの『おかえり』みたいな、何か、聞き取りきれない言葉の断片とかも」
　ふうむ、とモウルが顎をさする。
　その様子を黙って見つめていた祈祷師が、徐おもむろに、「神様を求め……」とウネンの言葉を繰り返した。
「ウネンは少しばかり難産だったのよ。だから、わたしも、いつも以上に必死になって、神にご加護を求めたわ。そして、願いが通じたのか、あなたは無事生まれてきた……」
　祈祷師は、胸の前で両手を合わせると、そうっと両の瞼を閉じた。
「この言葉は、やはり、産婆さんが言っていたように、何か神様のお告げなのかしら……」
「もしや、彼女の、ウネンという名は……」
　モウルの問いかけに対し、祈祷師は「ええ」と頷いた。
「わたしの話を聞いた産婆さんがね、『この子はきっと神様の愛いとし子に違いない』と言って、あなたのお母さんに『ウネン』という名前を薦めたのよ。『きっと、この子はあんたを幸せにしてくれるよ』って」
　刹那、ウネンの喉を胃液が一気にせり上がってきた。口腔内にまでこみ上げてきたそれを、ウネンは必死になって呑みくだす。
　耳元にまざまざと甦るは、母の声。
『わたしがこんなつらい目にあっているのは、お前のせいなんだよ、ウネン』
　ウネンは奥歯を食いしばった。ゆっくりと息を整えて、古い記憶を奈落へと蹴落とす。
　と、祈祷師が、どこか寂しそうな眼差しでウネンの目を覗き込んできた。
「……お母さんのことは、もう聞いたの？」

　わけが分からないままに、ウネンは夢中で首を横に振った。これ以上過去に付き合わされるのは御免だ、との意思も込めて。
　だが、祈祷師は、そんなウネンの胸中に気づいた様子もなく、静かに目を伏せ息を継ぐ。
「あなたのお母さんね、亡くなったのよ」
　視界の外で、オーリとモウルが息を呑んだのが、ウネンには分かった。
「……亡くなった」
　ウネンは、祈祷師の言葉を淡々と復唱した。
　自分でも驚くほど、なんの感慨も湧いてこなかった。
「そうなの。もう六年も前になるかしら。色々と無理が祟ったみたいで、身体を壊して……。まだ二十六だというのに……」
「無理を、ですか」
　ウネンが自分の声の平坦さを自覚するのとほぼ同時に、祈祷師が大きく息を呑んだ。
「あなた、もしかして、エレンの――あなたのお母さんの――仕・事・のこと……」
　何を今更、とばかりに、ウネンは静かに頷いた。
　ああ、ああ、と、祈祷師が何度も首を横に振る。そうして深々と息を吐き出して、テーブルの上で組んだ指に視線を落とした。
「エレンはね、可哀想な子だったのよ。十にもならないうちに、実の親に妓楼に売られて、仕・事・以外のことは何にも知らないまま大人になってしまって……」
　それは、ウネンが初めて耳にする話だった。そもそも母親の年齢すら、ウネンは知らなかったぐらいなのだから。
「でも、お腹の子を守りたい一心でここまで逃げてきた、って誇らしげに言っていたわ。あなたのことだって、物凄く可愛がっていてね。ただ……、あの子は、あの子の心は、まだまだ子供のままだった。独りで生きていくための知識も、胆力も、何も持っていなかった。なんとかしてあげたかったんだけど、気がついたときには、あの子は、もといた世界に戻ってしまっていて……」
　祈祷師は、そこで息を詰まらせた。そっと目元を指の背で拭った。
「あなたを里子に出した、って人づてに聞いたときは、ほっとしたわ。ああ、あの子は、自分の子におのれと同じ業ごうを背負わすことはしなかったのね、って」
　業ごう、と、ウネンは小さく口の中で呟いた。その言葉が意味するところを生唾とともに呑み込んで、もう一度、「おのれと同じ業ごう」と繰り返す。
『いいかい、わたしが、いいって言うまで、絶対に帰ってくるんじゃないよ』
　ああそうだろう、そりゃあ彼女も仕・事・の現場を子供に見られたくはなかっただろう。長じて世の中のことが解るようになったウネンは、記憶に残る情景をまるで他人事のように振り返ったものだった。
『もしも男どもがあんたに何か言ってきても、絶対に、絶対に無視するんだよ』
　仕事の妨げをするな、と、お前は邪魔なんだから、と、そういうことだったんだろうとウネンは思っていた。
　だが、祈祷師の「業ごう」という一言が、この期に及んでその仮説を揺るがせる。
　そう言えば、ウネンの母は、ウネンが女の子らしく振る舞うことをあまり喜ばなかった。男の子が欲しかったという彼女の思いから来ているのだろう、と考えていたが……、まさか、との思いがウネンの中でのそりと首をもたげる。
　まさか。いや、もしかして。記憶の海に沈む母の姿に目を凝らそうとして、ウネンは、かつて旅路にヘレーが言ったことを思い出した。
『可愛らしい服も買ってあげたいんだけどね。正直なところ、旅をするのに女の子らしい格好は危険だから』
　それを皮切りに、懐かしい情景がどんどん溢れ出していく。
『せっかくゾラさんが、子供の頃の服をくださるって言ってくれたのに……』
　イェゼロの森に落ち着いて、何箇月か経った頃。ヘレーが恨めしそうにウネンを見やる。
『だって、あんな服だと木に登れないよ！　動きにくくて非効率的だし！』
　溜め息をつくヘレーに、ミロシュがニヤニヤと笑いかける。
『子供ってもんは、育てたように育つからな』
『でも、せっかく女の子なんだから、たまには可愛い服を着てみても……』
『諦めろ』
　次から次へと甦る、きらきらと輝くヘレーとの日々。記憶の底にこびりつく薄暗い小屋の風景から目を逸らそうとでもいうかのごとく、あとから、あとから――
「あなたがこんなに立派に育って、きっとエレンも喜んでいるわ」
　祈祷師の声が顔面を打ち、ウネンは我に返った。
　
　ウネンは――ウネン達は、お礼や挨拶の言葉を述べるのも早々に豊穣の神の神庫ほくらを辞した。
　町の西の外れ、大樹海に連なる木立の傍ら。板葺き屋根の古ぼけた宿屋に、三人はなんとか一部屋を確保することができた。
　荷物をおろしてひと息ついたところで、オーリとモウルが夕飯を食べに出ようと腰をあげたが、ウネンは「食欲がない」と首を横に振った。いつもなら「食え」と口うるさいオーリも、今回ばかりは何も言わず、あっさりとモウルのあとをついて部屋を出ていった。
　一人になったウネンは、寝藁などない板張りの寝台の上に、ごろんと横になった。
『エレンはね、可哀想な子だったのよ』
　確かに、ウネンの母には彼女なりの事情があったのかもしれない、が。耳の奥で未だこだまを繰り返す祈祷師の言を打ち消さんとばかりに、ウネンは「でも」と声に出して反論を試みる。
「でも、そんな、今更、仕方がないね、なんて割り切れるわけ、ないじゃないか」
　ロゲン行きを決めはしたが、ウネンには母親に会うつもりなんて毛頭無かった。そもそも過去を振り返る気すら無かったのに、と、思いもかけない祈祷師との邂逅に、今になって、ふつふつと腹立たしさが湧いてくる。
「ぼくにだって、言いたいことは山ほどある――あった――んだぞ」
　謎の声についての情報を手に入れられたのは幸いだったが、それにしても割りが合わなさすぎる。ランプの明かりにぼんやりと照らされる天井を見上げながら、ウネンは苛いら立たしげに大きく息を吐き出した。
　
　どれぐらいそうしていただろう、ふと、廊下に気配を感じて、ウネンは寝台の上に起き上がった。
　間を置かず部屋の扉があいて、香辛料と香ばしい肉の匂いが一気に中に吹き込んでくる。
「注文し過ぎたから、持って帰ってきた」
　オーリがそう言って、串焼き肉が盛られた皿を寝台の端に置いた。
　肉汁したたる鶏肉が、芋や人参と一緒に仲良く串に刺さっている。ほどよく焦げ目のついた皮を潤す琥珀色の雫は、魚醤だろうか。
　ウネンの頭の中で渦巻いていたあれこれが、一瞬にして全て串焼きに取って代わられた。
「処分するのを手伝ってくれないか。余ったなら俺とモウルが食う」
「ええっ、オーリがなんとかするんでしょ。僕、お腹一杯だよ」
　モウルが抗議の声を上げたその時、ウネンの腹の虫が、ぐう、と鳴いた。
「……なんとかしなくても大丈夫みたいだね」
「無理はするな。食える分だけ食え」
　ついさっきまで、パンのひとかけすら喉を通らないと思っていたのに。若干のきまり悪さを、湧き上がる食欲が凌駕する。ウネンは居住まいを正して「ありがとう」と二人を交互に見上げた。
　
　明けて、収穫祭二日目。
　美味しい食事は、腹ばかりか心も満たす。依然として胸の奥には重苦しい塊が詰まっているようではあったが、ウネンは、幾分すっきりとした心地で朝を迎えることができた。
　窓から漂ってくる清々しい森の香りを胸一杯に吸い込んでから、大きく伸びをする。両腕をぐるりと回して、硬くて狭い寝床のせいですっかり凝り固まってしまっていた肩をほぐす。
　既に部屋の外では、一足先に支度を終えたオーリ達が待っている。ウネンは手早く身繕いを済ませると、窓を施錠して部屋を出た。
　朝食を食べるのも早々に聞き込みを開始した三人は、毎年祭りに合わせて各町を回っている旅芸人の一座が、今年も公会堂の裏手で野営を張っているということを知った。
　早速三人は話を聞こうとその場所へ向かった。
　幕を張り巡らせた野営地の入り口には、オーリが優男に思えるほどの強面こわもての大男が立っていた。モウルが話しかけるよりも早く、「関係者以外立ち入り禁止だ」と胸を張る。
「ええと、実は、去年の出来事について少しお聞きしたいことがあるのですが、誰かお話ができる方は……」
　モウルお得意のよそゆきの笑顔も、この大男には通じなかった。
「公演の仕込みや仕掛けを見せるわけにはいかねえな」
「別に、中に入りたいと言っているわけではありません。お話しできる方に、ここまで出てきていただくわけには……」
「公演の準備の邪魔をするんじゃねえつってるだろ！　帰った帰った」
　今にも殴りかかってきそうな大男の剣幕に、さしものモウルも一旦引かざるを得ない。
　他の店や屋台に聞き込みながら機会を窺うこと数時間、件くだんの一座の午前の部の公演が始まり、終わり、休憩に入ろうとした座長のカツラが風に飛ばされ、それをた・ま・た・ま・モウルが拾ったことをきっかけに、三人はようやく彼らから一年前の話を聞くことができた。
「親切な人だったよ」と座長は言った。「熱が下がらないあの子のために、わざわざ寄り道して一緒に来てくださったんだ」
　ヘレーは、ここロゲンから三つ先の、元の主街道と合流する町まで一座に同行したとのことだった。「確か、そこから更に北へ行くと言っていたよ」とも、座長は教えてくれた。
「というわけで、望む情報が手に入ったわけだけど、野宿覚悟で今からこの町を出るか、もう一泊するか、さてどうしよう」
　すっかりお昼をまわり、更なる賑わいを見せる町の広場にて、モウルがウネンとオーリに意見を聞く。
　オーリが、いつもどおりの仏頂面をウネンに向けた。
「お前の希望に合わせよう」
「ま、それが無難って言ったら無難だよね」
　小さく肩をすくめてから、モウルが目顔でウネンに返事を促す。
　ウネンはしばし足元に視線を落としたのち、心を決めてゆっくりと顔を上げた。
　
　走り書きの地図と遥か昔の記憶とを頼りに、ウネンはオーリとモウルを先導して町外れの道を歩いていた。目的地は、かつてウネンのことを心配して色々と世話を焼いてくれていたおばさんの家だ。
　当初ウネンは、ロゲンで必要な情報を得たあとは、自分の過去には触らずそのまま次の町へ向かう心積もりだった。だが、既に祈祷師と言葉を交わしてしまった以上、あれだけ世話になったおばさんのことを無視するわけにはいかないだろう。
　それに何より、ウネンはおばさんにあの時のお礼が言いたかった。そして、元気に生きているよ、と伝えたかった。
　町の広場で、そうオーリ達に告げたウネンは、深呼吸を一つしてから、「これはあくまでもぼく個人の問題だから、オーリ達は宿で待っていてくれてもいいよ」と付け足した。
「待っていても『いいよ』？　待っていて『ほしい』ではなく？」
　言葉の端に現れた躊躇いを、モウルが容赦なく指摘する。
「昔のあれこれを僕らに聞かれたくない、っていうのなら、オーリと二人で適当に時間を潰すけど」
「あ、いや、今更、聞かれたくないことなんて全然無くって、ただ、そのぅ、辛気臭い話に無理矢理付き合わせたら悪いかなあ、って……」
　ウネンの言葉を聞いて、オーリとモウルが苦笑を浮かべて互いに顔を見合わせた。
「昨日の祈祷師とのお茶会は……、まあ、若干居心地が悪くないこともなかったけど、今から会いに行く人は、ヘレーさんが君を引き取るきっかけを作った人なんでしょ？　そのあたりの話には、僕もオーリも興味があるんでね」
　そうと決まれば、と、三人は手頃な屋台で腹ごしらえをした。それから祈祷師を捕まえて簡単な地図を書いてもらい……、現在に至るというわけだ。
「二人とも、一緒に来てくれてありがとう。正直、独りで行くのはちょっと心細かった」
　見覚えのある景色にさしかかったところで、ウネンは思わず足を止めた。
　北隣の町へと続くこの田舎道のすぐ右手に、かつてウネンが母と住んでいた小屋が在ったはずだった。あの当時で既に、いつ倒壊してもおかしくないほどのおんぼろな小屋だったが、今は、草葉の陰に朽ち果てた木切れがちらちらと見られるのみだ。
「いえいえどういたしまして」
　ウネン同様に小屋の跡を見つめていたモウルが、淡々といつもの台詞を口にのぼした。それから「あの坂道だね」と前方を指差す。
「うん」とウネンは頷いて、唇を引き結んだ。
　
　もしかしたら祭りに出かけて留守かもしれない、との懸念は、坂を登りきる前に打ち消された。砂利を踏みしめやってくる「よそ者」達に「何の用だい」と刺々しい声が投げかけられたのだ。
　よく日焼けした年配の婦人が、眉間に険を刻んで、両手の土を払いながら畑から道へと上がってくる。忘れようがない、小さなウネンの命を繋いでくれた、あのおばさんだ。
　ウネンは、唾の塊を呑み込んでから、大きく息を吸い込んだ。
「あ、あのぅ。十年前に、そこの坂の下に住んでいた、ウネン、です！」
　おばさんが、怪訝そうな顔で立ち止まった。
「あの時は、パンをありがとうございました。一言お礼が言いたくて、それで……」
　そこまで言ったところで、ウネンは知らず声を詰まらせた。
　まだ死んではいない、というだけの生を送っていたウネンに差しのべられた、救いの手。
『ちょっと水汲みを手伝ってくれないかね』
　申し訳程度の水しか入っていない桶を、わざわざ用意して。
『これはお礼だよ』
　パンなんて、もうずっと口にしたことがなかった。
『いいから、食べなって』
　手に持っただけで、小麦の香ばしいかおりが鼻をくすぐる。
『あんたは水汲みを手伝ってくれた。これはその代金なんだから』
　ああ、ああ、なんて美味しいんだろう……！
　胸の奥底から怒濤のごとく溢れ出してきた感情が、喉に詰まって言葉にならない。気ばかりが焦って、ウネンは、ただ、喘ぐように呼吸を繰り返す。
　おばさんは、口を真一文字に引き結ぶと、両手のこぶしを握り締めて、つかつかとウネンに向かって歩いてきた。そして、勢いよくウネンを抱きしめた。
「こんなに大きくなって……！　良かったよ、本当に良かったよ！」
　おばさんの声が、震えている。

　ウネンも、そっとおばさんの背に両手を回した。
　
　おばさんに家の中に招き入れられたウネン達は、炒り豆の茶と木の実入りのパンを振る舞われた。
　息子さんの子供だという三、四歳の小さな女の子が、ウネン達の様子を窺いに部屋の戸口にやって来ては、「あっちで遊んどいで」と祖母であるおばさんに追い返されるのが、微笑ましい。
　ウネンは先ず、オーリとモウルのことを、打ち合わせどおり「仕事仲間です」とおばさんに紹介した。この三人で人捜しの仕事を請けて北へ向かっている、と簡単に近況を報告してから、ウネンは、十年前にどういういきさつで自分がヘレーに引き取られるに至ったかを、あらためておばさんに問うた。
　最初は言い渋っていたおばさんだったが、ウネンが「母さんが、ぼくに隠れて自分だけ食事をしていたことは、知っていました」と告げるに至って、「ああ」と深く嘆息して、椅子の背にがくりと身を沈めた。
「そうかい、知っていたのかい……」
　おばさんは、泣くのを我慢しているかのように鼻の上に皺を寄せ、静かな声で話し始めた。
「なんとかしないと、このままだとあんたは死んじまう。そう思ったんだけどね、でも、あたし達にはあたし達の生活もあるし、ええと、ほら、やはりよそ様の子供のことだから、何かとややこしいことになるのも困るし、って、家族の皆にも釘を刺されて、それで、せめてパンぐらいならあげられるかな、ってね……」
　ぽつりぽつりと吐き出される言葉は、十年の隔たりを感じさせないほどに、切々としていた。
「助けというほどの助けもできず、こんなの、あたしの自己満足に過ぎないんじゃないか、って毎日悶々としててね。だから、あのお医者先生がやってきた時は、天の助けかと思ったんだよ」
　おばさんの話にヘレーが登場した瞬間、オーリとモウルの気配が鋭さを増す。
「近所のおばさんの言うことは聞けなくても、お医者先生の言葉にならあんたの母ちゃんも耳を貸すんじゃないか、って思ったんだよ。……まさか、あんたを引き取ってくれるなんて、夢にも思わなかったけどね――」
　
　　　　*　*　*
　
「これ食べて、外で待っておいで」
　農婦は水桶を抱えた少女にパンを一つやると、旅の医者を家の中へと誘いざなった。これからする話を、この痩せ細った少女に聞かせたくなかったからだ。
　農婦の意図を察したか、医者も神妙な顔で彼女に従った。旅の荷物を部屋の隅に置き、テーブルに着く。
「あの子には、成長に必要な――いいえ、生きていくのに必要な栄養が、明らかに足りていません。このまま放っておけば、大変なことになる」
　怒りを滲ませた医者の言葉に、農婦は思わず唇を噛んだ。
「あの子は、そこの坂の下の小屋の子だよ。若い母親と二人きりで住んでいるんだ」
「親戚、というわけでもないのですか」
「ああ。そういう意味では、縁もゆかりもない子だよ。見るに見かねて、こうやって日に数時間、構ってやるだけの関係さ」
　農婦は大きく溜め息をついた。
「父親は行商人という話だが、姿を見たことは一度もない。母親は土地を持たない流れ者だし、貧乏なのは仕方がないさ。でもね、あの子の母親は、どうやら自分だけはそれなりにきちんとしたものを食べているみたいなんだ。肌のつやも、表情も言動も、あの子とは違って生き生きとしている。そりゃあ、働き手が身体を壊しちゃ元も子もないけどね、それでも……、それでも、だよ……」
　言葉を詰まらせ、しばし目を伏せたのち、農婦は、きっと顔を上げた。
「ねえ、先生。どうか先生のほうから、あの母親に一言、言ってやってもらえないかね。あたしなんかの言うことは聞かなくとも、お医者先生の言うことなら聞いてくれるかもしれないだろ？」
　医者の唇が、強く引き結ばれた。
「あの子、一体何歳だと思う？　五歳だよ、五歳。隣町にいる三歳の孫よりも、背が低いんだ。一度、見るに見かねて食べ物を分けてやろうとしたのを、あの母親に見つかってね。そうしたら、『私の子を取らないで』って逆上されてね……」
　耐え切れずに目元を拭い始めた農婦に、医者が静かな声で「分かりました」と答えた。
「言ってくれるのかい」
「ええ。私で良ければ」
　ありがとう、と感謝の言葉を繰り返す農婦に、医者が、「それはそうと」と改まった調子で切り出した。
「あの子の名前、『ウネン』というのですよね。どういう由来でつけられたかご存じですか？」
　思いもかけない質問に、農婦は二度三度とまばたきをした。怪訝に思いつつも、医者の求めに応じるべく記憶を探る。
「確か……祈祷師がつけたって聞いたね。あの子が産まれた時に、神のお告げが聞こえたんだってさ」
「ウネンエンデバイナ」
　そう呟いた医者の眼差しは、真剣そのものだった。
「そうそう、そういう感じのことを言って、祈祷師がぶっ倒れたらしいよ。それで、『ウネン』って名前にしたんだってさ」
　
　最善を尽くします、と、医者が坂を下っていくのを、農婦は祈るような心地で見送った。それから、畑の脇の木陰に座り込んでいるウネンの傍へ行き、畑仕事に誘った。
　諦めと怯えに染まりきっているウネンの瞳に、か細いながらも光が入るのを見て、農婦は堪らず強く奥歯を噛み締めた。
　
　医者は、夕方になってようやく戻ってきた。ウネンの母親を引き連れて。
　母親の叱責を恐れてうずくまるウネンに、医者は優しく声をかけた。「大丈夫だよ」と、何度も頭を撫でながら。
「ウネン、お前は、今日からこの人と一緒に行くんだよ」
　母親の言葉を聞き、農婦がひたすら絶句していると、医者が、静かに、だが力強く頷いた。
「私が、彼女からウネンを預かることになりました」
「え？　でも、ええと、あんた……」
「おそらく、こうする以外にウネンを助ける方法は無いでしょう」
　囁くように農婦に告げる医者の声には、怒りは一切感じられなかった。ただ深い哀しみだけが、そこにあった。
　踵きびすを返したウネンの母親の髪で、輝石で飾られた銀の髪飾りがきらりと光った。
　
　　　　*　*　*
　
　おばさんの話が終わっても、しばらくの間、誰も何も言わなかった。夕刻を迎え翳り始めた陽光の中、この部屋だけが一足先に宵闇に呑み込まれてしまったようだった。
　大きな溜め息を皮切りに、最初に口を開いたのはモウルだった。
「君のお母さんの肩を持つわけではないけどさ。人は、苦しさが許容量を超えると、他人のことなんて構ってられなくなるからなァ……」
　それを受けて、おばさんも「そうなんだよねえ」と頷く。
「あんたの母ちゃんも、貧乏じゃなければ、優しい母ちゃんになれたんだと思うよ。実際、あんたがお医者先生と旅立ったあとは、随分と寂しそうにしていたからね。あんたのことを愛していなかったわけじゃないんだよ」
　そうそう、と二人が相槌を打ち合うのを遮るようにして、オーリが重々しく口を開いた。
「対等な人間同士ならば、そう弁解もできるだろう。だが、この場合、片方が年端もいかない子供で、もう片方はその親だ」
　テーブルの上のオーリのこぶしが、震えるほどに固く握りしめられる。
「親が子供を抱きしめてやらなければ、一体他に誰がその子を抱きしめてやれるというんだ」
　吐き捨てるように言い切って、それからオーリは普段にも増して不機嫌そうな表情で口をつぐんだ。
　おばさんが、少しきまりが悪そうに視線を落とす。モウルが、何か物言いたげに横目でオーリを見やる。
　ウネンは、そっと服の胸元を握りしめた。胸の奥が、まるで炎を呑み込んだかのように熱かった。
　――一体、他に、誰が。
　母には母の言い分があったのかもしれない。だが、それでも、ウネンには母しかいなかったのだ。母に、抱きしめてほしかったのだ。
　そこまで考えて、ウネンは大きく息を呑んだ。薄暗さを増した部屋の隅に、寂しそうに佇む小さな孤影が見えたような気がしたのだ。
　耳元に、祈祷師の声が甦る。
『十にもならないうちに、実の親に妓楼に売られて……』
　それは、どのような別れだったのだろうか。仕方なくだったのか、それとも、厄介払いだったのか……。
「……母さんは、誰かに抱きしめてもらえてたんだろうか」
　自分の口からそんな言葉が出るなんて、ウネンは思ってもみなかった。
　ああ、と、おばさんが声を漏らした。
「そもそも、子供を生んだからって、すぐに心まで親になれるわけじゃないからねえ」
　しばし何かを懐かしむ眼差しを虚空へと投げ、それからおばさんは悪戯っぽい笑みを浮かべた。
「だから、あのお医者先生があんたを引き取るって言った時は、こんな若い男の人が大丈夫かね、って心配したんだよ。でも、聞けば、故郷こきょうに子供が一人いるって言うじゃないか。それなら、まあ、大丈夫かな、って思ったものさ」
　その瞬間、ウネンは我が耳を疑った。ヘレーに子供がいる、などということを、今の今まで聞いたことがなかったからだ。
「里を出た、って、子供を、置いて？」
　ウネンは茫然と口の中で呟いた。
「ん？　何か言ったかい？」
　屈託のない表情で、おばさんが問うてくる。ウネンは辛うじて「なんでもないです」と絞り出した。
　モウルが小さく舌打ちをして天井を仰ぐ。その隣でオーリが深く嘆息した。
　
「お話を聞かせてくださって、ありがとうございました」
　ねぐらへ帰る鴉の声が、遠く、近く、聞こえてくる。茜色に染まる空の下で、ウネンは、一言一言を噛み締めるようにおばさんに礼を言った。「聞けて良かった、って、心からそう思います」
　おばさんは、しばしウネンを見つめると、すうっと目を細めた。
「あんた……、今は、本当に、幸せなんだね……」
　良かった良かった、と、もう何度目か知らぬ呟きを繰り返してから、おばさんはオーリとモウルの前に立った。
「あんたらも、この子をよろしく頼むよ！」
　お茶とパンの礼を言って、三人はおばさんの家をあとにした。
　
　宵闇に包まれる町の広場に、男衆の掛け声が飛び交っている。祭りが終わり舞台や櫓が次々と解体されていくさまを、ウネンは、公会堂の脇の階段に腰かけてぼんやりと眺めていた。
　左手で砂を踏む音がしたと思えば、誰かがウネンの隣に腰をおろした。
　オーリだった。
　ウネンはまたすぐに視線を前に戻した。槌の音とともに日常へと戻っていく広場を、じっと見つめる。
「今日はありがとう」
　呟くような囁きに、オーリが、うむ、と返答した。
「『一体他に誰がその子を……』って言ってくれたの、とても嬉しかった」
　やはり、うむ、とだけ声が返ってくる。
　広場では、解体された部材が次々と運び出されている。次の祭りまで、神庫ほくら脇の倉庫で眠るのだろう。
　ウネンは前を向いたまま、そっと溜め息をついた。
「『これからはここを私達の故郷こきょうとしよう』」
　記憶に残る声を小声でなぞってみた途端、ウネンの口の中に苦いつばきが滲み出てきた。
「イェゼロの森に住むことを決めた時に、ヘレーさんがそう言ったんだ」
　ウネンの隣で、微かに空気が動いた。
　オーリの視線を感じながら、ウネンは淡々と言葉を継いだ。
「ぼくに気遣ってそう言っただけなのかもしれない。でも、ヘレーさんは、一度たりとも故郷こきょうの話をしたことがなかった。勿論、子供さんがいるってことも。どこかに帰るべき場所があるなんてそぶりも、一切見せたことがなかった。それって、つまり……」
　その続きを、ウネンはつばきとともに呑み込んだ。とてもではないが、口にすることができなかったからだ。
　一際大きな溜め息が、隣から降ってきた。
「確かに、ヘレーには里に置いてきた子供が一人いる」
　もう一度深い溜め息を挟んで、オーリは話し始めた。
「今から十五年前のことだ。山菜を取りに出ていたヘレーの子供が、山で迷った。日が暮れても戻らない子供のことを心配して、その母親が捜しに出たが、二人は山の中で野獣に襲われた」
　ウネンは思わずオーリを振り返った。
　オーリは、両肘をそれぞれ膝に乗せた前屈みの体勢で、じっと正面を見つめている。
「逃げ場を失った母親は、子供を木のウロに押し込み、自分の身体を盾にしたそうだ。おかげで子供のほうはなんとか助かったが、里の人間が駆けつけた時には、それはもう凄惨な状況だったらしい」
　淡々と吐き出される言葉の隙間に、血と獣けだものの臭いを嗅ぎ、ウネンは知らず恐怖で身を震わせた。
「ヘレーは里一番の医者だった。奴の診療所は常に患者で一杯で、それで奴は、妻と子供を捜しに出られなかった。奴は、妻を助けられなかった自分を呪い、妻の死の原因を作った子供を憎んだ。そしてとうとうある晩、奴は、寝ている子供の首に両手をかけ――」
「まさか！」
　あまりのことに、悲鳴のような声がウネンの喉をついて出た。まさか、人を殺めたというのは、自分の子供のことだったのか、と。
　ウネンの心を読んだかのように、オーリが小さく首を横に振った。
「子供の首を締め上げる代わりに、奴は家を、里を飛び出した」
　また、溜め息一つ、そうしてオーリはウネンのほうを見た。
「お前を引き取ったということは、たぶん、奴は、自分が誰かの親であることを思い出したんだろう。捨ててきた実の子供に対して、多少とも思うところがあったんだろう」
　
　あれは、今から九年前。ヘレーがウネンを引き取ってから一年間の漂泊を経て、イェゼロの森に定住を決めた時のことだ。
　持ち主がいないと判った小屋に入り、隅々まで入念に見まわっていたヘレーは、満足そうに頷いた。
「うん。少し手を入れれば、充分に住めるようになるだろう」
　大工道具と、釘と、材木と、と必要なものを書きつけていくヘレーの手が、ふと止まり、それから彼は申し訳なさそうな表情でウネンを振り返った。
「もう少しロゲンに近いところが良かったかもしれないけれど……」
　ウネンは、躊躇いなく首を横に振った。
「ここでいい。ううん、ここがいい」
　ヘレーが、もの問いたげに眉をひそめた。
「確かに、ロゲンはぼくが生まれたところだけど、帰るべきところじゃないと思うから」

　ウネンは足元に視線を落とした。荒れた床の上には、戸や窓の隙間から吹き込んだ枯れ葉や小枝が沢山散乱していた。
「そうかい」と、少し寂しそうな声でヘレーが応えた。「じゃあ、またいつか君がお母さんに会いたくなったら、その時はまた一緒に旅を……」
　ウネンが首を横に振ったことで、ヘレーの声が途切れた。
　ウネンは顔を上げた。そうして、真っ直ぐにヘレーを見上げた。
「だって、母さんは、ぼくを捨てたんだよ」
　ヘレーは、しばし身動き一つしなかった。
　やがて彼は、寄せていた眉を緩め、引き結んでいた唇をそうっとほどいた。
「じゃあ、これからはここを私達の『故郷こきょう』としよう」
　ウネンは、ぱあっと顔をほころばせると、「うん」と力一杯頷いた。
　
　あの時のヘレーの眼差しを、ウネンは未だはっきりと覚えている。
　ウネンのことを可哀そうと思っているのだろう。気の毒がっているのだろう。そう考える一方で、ウネンは若干の違和も感じていた。ウネンを思い遣っているのと同じか、それ以上に、ヘレー自身が何かつらい思いを抱いだいているようにも見えたのだ。
　欠けの生じていたモザイク画に、今、オーリが語ってくれたヘレーの過去がぴたりと嵌まり込む。
　もしかしたら、と、ウネンはこぶしを握りしめた。もしかしたらヘレーは、ウネンの母に自分を重ねていたのかもしれない、と。
　おのれの身勝手から子供を重篤な栄養失調状態にさせたエレンと、心神喪失状態で子供の首を絞めようとしたヘレー。それぞれ事情と手段は違えど、我が子を殺しかけた二人の親は、その事実と向き合うことよりも、子供を捨てる道を選んだのだ。
　それでも、ヘレーはウネンを拾ってくれた。大切に育ててくれた……。
　ふと、穏やかならぬ気配を感じて、ウネンは左側を向いた。
　オーリが眉間に皺を寄せてウネンを見ていた。
　オーリを安心させるべく、ウネンは少し大げさに明るめの声を出した。
「ヘレーさんに会えたら、することが一つ増えた」
　オーリが、怪訝そうにまばたきを繰り返した。
「先ずは、ぼくを引きとってくれたお礼を言って、次に、ヘレーさんが追われている件に決着をつけるお手伝いをして、それから、ヘレーさんに、里に置いてきた子供さんにきちんと謝れ、ってお説教する」
　オーリの目が見開かれた。それから、ついと細められた。
　それは、とても優しい表情だった。一見、いつもとあまり変わりがないように見えるけれども。
「ああ、そうしてやってくれ。きっとあいつも喜ぶだろう」
「もしかして、オーリの友達？」
「そんなところだ」
　友達思いだね、と言えば、きっとオーリは物凄く狼狽えるだろう。そう思ったウネンは、オーリに話しかける代わりに、なんとなく空を見上げた。
　かち色に染まる天穹に、星がぽつりぽつりと輝き始めていた。東に目をやれば、家々の屋根の陰から円い月が顔を出し、柔らかい光をふりまいている。
「イェゼロにいる時、ヘレーさんと一緒によく星を見たなあ……」
「そうか」
　ウネンの視界の隅で、オーリが身を起こすのが見えた。ウネン同様、空を仰ぎ見て、「星か……」と呟く。
　と、その時、ウネンの目の奥で火花が散った。流れ星でも飛び込んで来たんじゃないかと思うほどの衝撃だった。
「ちょっと待って！」
　ウネンの剣幕に、オーリが僅かに身を引いて「なんだ」と問う。
「さっきオーリが言ったことって、つまり『ヘレーさんは、子供さんを手にかけようとしたことで心に衝撃を受け、発作的に里を飛び出した』って意味だよね！」
　オーリが、露骨に「しまった」という顔になった。
　折りよく、いや、オーリ達にとっては「折り悪く」と言うべきなのかもしれない、砂を踏む音とともに飄々とした声が二人のもとへと近づいてきた。
「二人とも、こんなところにいたんだ」
　ひらひらと左手を振るモウルを見て、オーリが慌てて腰を浮かす。
「おい、待て、来るな馬鹿！」
「へ？」
　
　祭りの片付けもあらかた終わり、静寂が訪れた広場の片隅、先ほどまでウネンが腰かけていた公会堂脇の階段には、今、オーリとモウルが仲良く二人並んで、畏まって座っている。
　その前には、両手を腰にあてたウネンが、小さい身体を少しでも大きく見せようと精一杯胸を張って立っていた。
「ヘレーさんが里から秘伝書とやらを持ち出したというのは嘘なんだよね」
「ハイ」
　二人の声が、きれいに揃った。
「人を殺したって話は？」
「残念ながら、それは本当」
　モウルが、どこか弱々しい苦笑を浮かべて肩をすくめる。
　ウネンはこれ見よがしに特大の溜め息をついた。
「出会ってからもうすぐ四箇月、そろそろ本当のことを教えてくれたっていいと思う」
「それは僕らも多少思わなくもないことではあるんですけれども」
　何故か丁寧語で応じるモウルに、ウネンはもう一度溜め息を吐き出した。そうして、とっておきの切り札を切った。
「二人とも、何か口封じの術みたいなのを、誰かにかけられているんじゃない？」
　その効果は劇的だった。オーリとモウルは揃って目を見開き、口々に「なんで」「どうして」と身を乗り出してくる。
　ウネンは少しだけ気を良くして、二人に説明し始めた。
「実は、モウルが魔術を使うたびに聞こえる〈囁き〉は、オーリやモウルと初めて会った時にも聞こえてたんだ」
「例の『ウネンなんとか』とか『おかえり』とかいう謎の声とは別に？」
「うん。ほんの一瞬だけだったけれど。あと、ヘレーさんと出会った時も、君達の前任者がヘレーさんを捜しに診療所に押しかけて来た時も」
　そこで一旦言葉を切って、ウネンは挑戦的な眼差しを二人に思うさま突き刺した。
「クージェの城の櫓塔で、オーリが何か言いかけて頭を押さえて呻いてた時や、背割り長屋の前で、銀色の何かをぼくに見られてモウルが苦しんでた時もね。特にその二回は、〈囁き〉がかなり強く聞こえた」
　なるほど、と、モウルが小さく呟いた。
「ここで頷くと、たぶんまた頭痛に苛さいなまれることになると思うんだけど……」と、早速〈囁き〉がウネンの耳元を撫で、モウルが何か痛みをこらえるかのように顔をしかめた。「とりあえず、その〈囁き〉とやらは、どうやら本当に魔術と関係があるようだね……」
　モウルの言葉を受けて、オーリも普段以上に厳めしい表情でウネンに頷いてみせる。
「ここまで関わって、これだけ色々と混み入ってしまっている以上、君に知っておいてもらいたいことは山ほどあるんだけどね、僕らにはそれを伝えることができない」
「二人だけで話をしている時は、頭が痛くなったりしないんだ？」
　二人は、今度は難なく首を縦に振った。
「たぶん、発言すること自体に制限がかかっているんじゃなくて、僕らの意識が制限されているんだと思う」
「てことは、二人が喋ってるところに、こっそり近づいたら、問題なく聞けるってことかな」
「余程のことがない限り、オーリが気づくと思う」
「気がつかないふりをするとか」
「それができたら苦労はしないよ」
　な、と同意を求められ、オーリがしみじみと首肯する。
　やはりこの方法しかないか、と、独りごちてから、ウネンは二人の顔を交互に見た。
「じゃあ、ぼくが勝手にしゃべるから、間違っている時だけ指摘して」
　オーリとモウルが、目をしばたたかせて顔を見合わせた。
「ヘレーさんが盗った秘伝書、なんて存在しなかった」
　先ずはここから。二人の様子を探りつつ、ウネンは慎重に次の段に足をかける。
「ノーツオルス、という人物も、存在しない」
　オーリもモウルも、唇をきつくつぐんだまま、真剣な表情でウネンを見つめている。
　二人の反応を踏まえて、ウネンは、また一歩、新たな段を踏みしめた。
「でも、実際のところ、ノーツオルスって存在は、世の中に言い伝えられている。君らの前任者はその名を口にしていたし、オーリも『ノーツオルスの依頼』について、全部が嘘というわけではない、って言っていた」
　満天の星を背負って、ウネンは静かに息を継ぐ。
「ということは、ノーツオルスというのは、君達――里とやらを構成する人々――の総称だ」
　敢えて自信たっぷりに言い切ったウネンに向かって、モウルがぱちぱちと拍手を返した。
「里の名前や詳細を伏せた状態で、自分達のことを言い表すのに便利だからね。いつの間にか、『九十九の姿かたちを持ち、何百年と生きる伝説の魔術師』なんて、超人になっちゃってるみたいだけど」
　よどみなく語るモウルに、オーリが心配そうに「おい、大丈夫か？」と声をかける。
　モウルが神妙な顔で「ああ」とオーリのほうを向いた。
「この情報は話しても大丈夫ってことなのかな。それとも、相手が既に知っているのが明らかな情報については、見逃してくれるのかな」
「お前の言ったとおり、制限を受けているのはあくまでも俺達自身の『意識』だということなんだろう」
「相手が既に知っている、つまり、今更自分が喋っても問題ない、となれば、制限に引っかからないってことか」
　難しい顔で顎をさする二人に、ウネンはおずおずと問いかける。
「続けていい？」
「どうぞ」
　再びウネンは、自分の立てた仮説を二人に向かって披露し始めた。
「ノーツオルスは伝説の魔術師ではないけど、世間一般の人が知らない知識を持っている」
　オーリもモウルも、身じろぎ一つしない。
「ノーツオルスの親玉みたいな立場の人が、そういった知識が里の外部に漏れないように、里の人に口封じの術をかけている」
　そこでウネンは、オーリを見た。櫓塔の屋上でオーリがうっかり口を滑らせて、苦痛に苛さいなまれる羽目になったあの言葉を、最後に付け足す。
「――人の世が、滅ばないように」
　返答は、沈黙だった。つまり、彼らは「是」と言っている。
　ウネンはここぞと語気を強くした。
「でも、解らないんだ。そこまでして秘密を守らなければならない、人の世を滅ぼせるほどの知識、というものが。爆薬にしても、毒物や病原体にしても、単なる知識だけでは、すぐに脅威とはなり得ない。そして、それらの知識が誰かによってもたらされなくとも、人は着々と知識を積み上げていくよ。君達の仲間が何人いるのか知らないけど、一部の人間が頑張ったところで、技術の進歩を妨げることなんてできやしない」
「進歩が、自然な速度でなされるならば、構わないんだ」
　魔術の縛いましめの影響か、モウルが左手で側頭部を押さえながら、掠れた声で答える。
「木の枝を振り回す子供に、鋭利な刃物を持たせるわけにはいかないだろ？」
「その刃物は、誰が用意した？」
　ウネンの問いを聞き、モウルの唇が弧を描えがいた。
「ああ、とても良い質問だね」
　先刻からウネンの内耳を震わせていた〈囁き〉が、大きくうねる。
　頭を押さえるモウルの指に力が入ったかと思えば、みるみるうちに彼の額に汗の玉が幾つも浮き上がってきた。
「それに答えることができたらどんなに良いか、って思うよ」
　苦渋の声が、夜のしじまへと吸い込まれていく。
　頭上には、気が遠くなりそうなほどに深い夜空が広がっていた。
　
　　　　*　*　*
　
　頭上には、気が遠くなりそうなほどに深い夜空が広がっていた。
　小屋から更に森を奥に行った先、木々が少し開けた場所。ようやく土台部分ができあがった製薬用蒸留炉の、その礎石の上に、ウネンとヘレーは並んで腰をかけていた。
「我々のいるこの大地は、大きな丸い星だ、って言ったろう？　空で光り輝いている星々も、それぞれここと同じように大きな大きな星なんだよ」
　ヘレーが指差すほうへと、ウネンは目を凝らす。
「大きいのに小さく見えるのは、遠くにあるから？」
「そのとおり。ウネンは賢いな」
　褒められたウネンは、「えへへ」と満面に笑みを浮かべて喜んだ。
「遠い星ばっかりだね」
「空は広いからね。あそこの隣同士の星達も、互いにとても近そうに見えるけれど、実際は物凄く離れているんだよ」
「どれぐらい？」
「さあ、どれぐらいだろう。たぶん、あの星に立って夜空を見上げても、今、私達が見ているのと同じような空が見えるんじゃないかな」
　ウネンはびっくりしてヘレーの顔を見上げた。
「そんなに？　空って物凄く広いんだね」
「広い分、星も沢山あるからね。遠すぎたり、光り方が弱かったりして、ここから見えない星もいっぱいあるんだよ」
　へぇー、と、感嘆の声を漏らしてから、ウネンは、思いっきり首を後ろに反らした。
　視界から葉陰が消え、一面の星空がウネンを包み込む。
「そんなに沢山星があるなら、絶対誰か一人は、今、空を見上げてるよね」
　真っ直ぐ天頂を望んだまま、ウネンは「おーい」と星々に向かって両手を振った。
　その横でヘレーが、思いのほか渋い調子で首をひねる。
「うーん、果たして、今見えている範囲に、ヒトが住む星が存在するかどうか……」
　驚きのあまり、ウネンは弾かれたように姿勢を戻した。
「えっ、ヒトが住んでいない星があるの？」
「残念ながら、大抵の星は、ヒトが住むには暑過ぎたり寒過ぎたりするんだよ」
　ヘレーの答えを聞き、ウネンは、信じられないとばかりにもう一度空を見上げた。
「こんなに星があるのに？」
「そう」
　静かに頷くヘレーに、ウネンは次なる疑問を遠慮なくぶつけた。
「ヒトがいない、って、どうやって調べたの？」
「こうやって光って見える星は、基本的に、太陽と同じように高温で燃えている星だからね」
「ああー」
　それは間違いなくヒトが住むには向いていない。
　ならば、と、ウネンはまたも質問を投げかける。
「でも、光ってない星も沢山あるんだよね？　それはどうやって調べたの？」
　ヘレーは、ほんの少しだけ何事か考え込む様子を見せて、それから、にっこりと微笑んだ。
「大昔に、とても耳のよい神様が、空に耳を澄ましてみたんだけれども、どこからもヒトが活動している音は聞こえなかったらしいよ」
「大昔だったら、今は違うかもしれないよ。それに、聞き漏らしだってあったかもしれないじゃない。だって、『可能性はゼロではない』もんね」

　ウネンに口調を真似されて、ヘレーは愉快そうに声を上げて笑った。
「そうだね。確かに、不十分な情報で結論を出してはいけないな」
　偉い偉い、と頭をくしゃくしゃと撫でられて、ウネンはすっかり上機嫌だ。
「どんな星だろうなあ。行ってみたいなあ」
　そうだね、と、ヘレーがそっと目を細めた。
「いつか、ヒトは空を往く船を造るだろう。そして、広い空に、新天地を求めて旅立つだろう」
　無数の星々を瞳に映して、ヘレーは語り続ける。
「船は、長い航海ののちに懐かしい大地とよく似た星を見つけることができるだろう。そうやって辿り着いた新しい土地で、ヒトは、新たな歴史を刻むんだ」
「ぼく達みたいだね」
　なんとなく思いついたことを、ウネンは素直に口にのぼした。
「え？」
　ヘレーの眉が微かにひそめられるのを見て、ウネンは慌てて言葉を足す。
「だって、ほら、ここがぼく達の新しい故郷こきょうなんでしょ？」
　ウネンは、自分達の小屋のあるほうへと目を凝らした。
　星灯りの届かぬ森の中は、まったき暗闇だった。だが、この先に「我が家」があると思えば、何も恐ろしいことはない。
　と、突然、ウネンの肩がぐいと引かれた。
　何事かと驚く間もなく、気がついた時にはウネンはヘレーに抱きしめられていた。
「ど、どうしたの？　ヘレーさん」
「なんでもない……なんでもないんだ……」
　ヘレーの声が、微かに震えている。
　どうすれば良いのか分からなくて、ウネンは、少し考えてからヘレーの背中をとんとんと叩いた。悪夢にうなされ飛び起きた時にいつもヘレーがしてくれるように、優しく、何度も。





第七章　　魔術師と精霊使い




　
　灰色の空が真っ二つに割れた。
　少し遅れて、雷鳴と、ドォンと低い地響きが、雨音を押しのけるようにして響いてくる。
「落ちたな」
「結構近いね」
　吹けば飛びそうな板葺きの小屋の軒下に立ち、ウネンとオーリは稲妻が閃いた方角を見つめていた。遠雷に追い立てられながら街道を進んでいた三人は、本降りになる前に、なんとかこの廃屋に駆け込むことができたのだ。
　閃光がまた空を切り裂いた。二拍あとに雷鼓が続く。先ほどより少しだけ遠い。
「もう十月なのに……」
「気象条件さえ揃えば、いつでもどこでも雷は鳴るさ」
　ウネンのぼやきに、掠れた声が応える。
　地面から一段高くなっている小屋の入り口のところに、モウルが腰をかけていた。背からおろした荷物に寄りかかり、雨粒の踊る水たまりをぼんやりと見つめている。ついさっきまで歩きに喋りにと絶好調だったモウルの、突然の変わりように、ウネンは少し心配になった。
「どうしたの？」
「ちょっと疲れただけだよ」
　と、その瞬間、再び雷鳴が大気を震わせた。
　途端に、モウルの眉間に深い皺が寄る。
「もしかして、雷が苦手だとか」
　ウネンが問うや、即座に「まさか」と否定の言葉が返ってきた。
「僕は君らと違って繊細だからね、気圧の変化に敏感なのさ」
「でも、この間の嵐の時は元気だったよね」
　不機嫌そうに黙り込むモウルに、オーリが容赦のない一言を投げる。
「お前が不調を訴える時は、だいたい雷が鳴っているな」
「つまり、やっぱり雷が苦手ってこと？」
「もう勝手にして」
　投げやりな口調でそう言って、モウルががっくりとうなだれた。反撃をしてこないということは、どうやら本当に調子が良くないのかもしれない。
「苦手かどうかは置いておいて、雷の日は調子が悪いってことなのなら、モウルの契約の神様が雷神様じゃなくて良かったね」
　ウネンが慰めてみるも、モウルは何も言わず、ただじっと俯いたままだ。
　ごろごろごろ、と、遠くの空が唸り声を漏らす。
　やがて、モウルがのそりと顔を上げた。
「神が、息をひそめている……」
「え？」
　ウネンばかりかオーリまでもが、気遣わしげにモウルの顔を見やる。
　モウルが、苦笑とともに肩をすくめた。
「どうやら神も雷が苦手みたいだ」
　しばし待つも、モウルはそれ以上何も語ろうとしない。
　ウネンとオーリは互いに顔を見合わせ、それから同時に嘆息した。
「神も・、ってことは」
「お前も・雷が苦手なんだな」
「もう好きにしてくれていいよ……」
　モウルの溜め息を、また雷鳴がかき消した。
　
　天蓋を覆っていた雷雲もようやく散り、陽光が金色の光の筋となって地上に降り注ぐ。日の高さを見るに、ここで二時間ほど足止めを喰らったようだ。
「今からでも、急げば日が暮れる前に、次の次の町まで行けそうだね」
　畳んだ地図を懐に仕舞ったモウルが、元気よく荷物を背に担いだ。どうやら体調はすっかり良くなったらしい。
　再び道ゆく人となった三人は、街道を一路北へと歩き続けた。
　次の町の神庫ほくらだろうか、野原の遠くに鐘楼と思しき尖塔が小さく見えてきた時、道の左側の茂みが、突然がさがさと音をたてた。
　間髪を入れず、オーリが腰の剣を抜いて前に出た。
　ウネンは杖を身体の前に構え、モウルは右手を懐に入れ、ゆっくりと退しさって間合いを取る。
　茂みの中から、「むー」というくぐもった鳴き声が聞こえてきたかと思えば、泥に汚れた毛の塊が、のっそりと表に顔を出した。
「羊？」
　ウネンが素っ頓狂な声を上げるのとほぼ同時に、「待ってー！」と甲高い叫び声が聞こえてきた。
「その羊、持ち主がいるの！　捜してたの！」
　羊が出てきた茂みの向こう側、緩やかな坂を一人の少女が全速力で駆けおりていた。歳の頃、十五、六だろうか、蜂蜜色の髪を日の光に煌めかせ、「だから食べないでー！」と叫んでいる。
「食べる前に、まず毛を売るかな」
「ああ」
　モウルとオーリが小声で無駄口を叩く横で、羊が向きを変えた。坂を駆けくだってくる少女に驚いたか、予想外に素早い動きで街道をトコトコと走り出す。
「あっ、こら待て！」
　ウネンは慌てて羊のあとを追った。追いかけながら、羊ってどうやって捕まえればいいんだろう、と眉を寄せる。
　と、突然、何か白い大きなものが、左手の藪から道へと勢いよく飛び出してきた。
　羊の足が見事に止まる。その行く手を塞ぐのは、羊よりも一回り以上大きい巨大な白犬。
　綿毛を思わせる被毛がふわりと風にそよいだ。濡羽色のつぶらな瞳からは、敵意や害意は感じられなかったが、何しろこの巨体だ。本能的な恐怖を必死で呑みくだして、ウネンはそろりとあとずさる。
「マフ、よくやった」
　涼やかな声が、ウネンの左後方から聞こえてきた。マフ、というのが犬の名なのだろう、ふさふさの尻尾が物凄い勢いでパタパタと振られる。
　振り返ったウネンの視線の先で、先刻とは別な少女が藪を抜けて街道に立った。背よりも高い木の杖に、首からさげた牧笛ぼくてき。彼女こそが羊の持ち主に違いない。
「うちの羊が、迷惑をかけた」
　羊飼いの少女が、ぶっきらぼうな口調で詫びる。魔術師の黒と見紛うばかりの黒髪が、風を受けて揺れた瞬間、有るか無きかの〈囁き〉がウネンの耳元を舞った。
　
　突然の雨と雷で羊達を避難させている途中に、一匹が迷子になってしまったんだ、と羊飼いの少女は言った。丘の向こう、三本並んで立っている楠の下にて雷雲が去るのを待って、羊を捜しに街道沿いまでやってきたらしい。
　主人と牧羊犬の居ぬ間に再び散り散りになりつつあった羊達を集めるのを、ウネン達も手伝った。行きがかり上なんとなく捨て置けなかったというのも確かだが、ウネンが〈囁き〉を聞いたことをモウルに耳打ちしたことによる、当然の成り行きでもあった。
　全ての羊が無事にマフの統制下に収まったところで、一同は、三本楠の下で荷物の番をしていたモウルのもとに集まった。
　羊飼いの友人だという、先刻「食べないで」と突進してきた蜂蜜色の髪の少女が、木の枝に引っかけてあった手提げ籠をおろす。亜麻布の覆いが外された途端、香ばしいパンの匂いがふわりと辺りに広がった。
「ロミと一緒に食べようと思って、配達分とは別に、余分に二つパンを持ってきたの。良かったら皆さんもどうぞ」
　どうやら羊飼いの少女はロミという名前らしい。
　二つあるパンのうち若干大きいほうを差し出されたウネンは、「ありがとう」と素直に受け取った。その横からモウルが、「配達？」と問いかける。
　問われた少女は、大きな蒼い瞳をぐるりと巡らせたのち、まだ自己紹介していなかったね、とはにかんだ。
「私は、ワタカ。うちは、ペリテの町でパンを焼いているの。今日はロミの家にパンを配達したついでに、ロミに会いにここまで来たんだけど、さっきの雷でそれどころじゃなくなっちゃって、迷子の羊捜しを手伝ってたのよ」
　ロミの家にはパン焼き用の竈が無いのだろう。イェゼロの町でも、パン屋がそういった家々から生地を預かっては、大きな竈でパンを焼き、配達してまわっていたものだった。
「それで、彼女がロミ。ロミの家は、ここから少し行ったところにあるのよ。このへんで一番広い畑と、一番沢山の羊を持っているんだよね」
　うん、と、ロミが小さく頷いた。胸元で揺れる髪に木漏れ日が踊る。一見黒色かと思われた彼女の頭髪だったが、よく見ると少しだけ赤みがかっていた。瞳と同じ、摘んだばかりのブラックベリーの実のような、深い黒紅色。
　二人のあとを受けて、ウネンも簡単に自己紹介をした。十五歳、と、年齢を言うなり、ワタカが「ロミと同い年だね！」と顔をほころばせた。そうして「私は、先月に十六になったばかりなの」と付け加える。
　ウネンに次いでオーリが簡潔に名のみを告げ、最後にモウルが口を開いた。
「僕はモウル。見てのとおり魔術師さ。契約の神は、風」
　その瞬間、ウネンの耳が〈囁き〉を捉えた。
　同時に、ロミが周囲に素早く視線を巡らせる。
　モウルが満足そうに微笑んだ。
「ひょっとして、君、精霊使いなんじゃないの？」
　ロミが、ぐ、と口元に力を込めた。
「精霊使いがわざを使った時に、僕達魔術師が魔術と似たような気配を感じることがあるんでね。ならば、逆もまたありえるんじゃないかな、って思ったんだけど」
　得意げに語るモウルの傍らで、ウネンは、高原の町パヴァルナでの出来事を思い出していた。干からびた畑を前にリボル少年が精霊を動かしたあの時、〈囁き〉を聞いたウネンとは別に、モウルもヒトならざるもののちからを感じ取っていたということを。
　モウルは、すまし顔で更に話し続ける。
「もしかしたら、祈祷師、って可能性も無くは無いけど、そういう雰囲気ではなさそうだし……」
「……精霊使いだよ」
　渋々といった様子でロミが口を開いた。
　モウルが、「やっぱりね」と、これ以上は無いというぐらいに見事な笑みを浮かべる。
「使役するのは何の精霊？」
「……風」
「へえー。僕とお揃いだねえ」
　愛想よく相槌を打つモウルとは対照的に、ロミの表情は浮かないままだ。
　それでもめげずに、モウルが尚も話しかけようとした途端、ロミがふいと顔を丘へと向けた。
「そろそろ羊を連れて帰らないと。ワタカ、パンご馳走さま。皆さんも、羊を集めるの手伝ってくれてありがとう」
　背を向けたロミの周囲で、木の葉が舞う。
　微かな、そして軽かるらかな〈囁き〉が、ウネンの中を吹き渡っていった。
　
「うちの店は昔からロミの農場から小麦を買ってて、それで、小さい頃からよく一緒に遊んでたのよ」
　家へ帰るというワタカとともに、ウネン達もペリテの町へ向かうことになった。そろそろ西の空が赤く色づき始めており、当初モウルが言っていた「次ペリテの次の町」には、日が沈むまでに到底たどり着けそうになかったからだ。
「精霊使い、って、僕は今まであまり縁が無くってね。その神秘のわざについて、色々話を聞きたかったんだけどなあ……」
　モウルが弱々しい笑みを浮かべるや、ワタカが申し訳なさそうに首をすくめた。
「精霊使いになる前は、ロミももっと沢山お喋りしてくれたんだけど……」
「それは、いつのこと？」
　モウルは、着実に欲しい情報へと会話を誘導していく。その傍らには、役割分担とばかりに無言を貫くオーリ。ウネンも、なんとなくおさまりの悪い心地を抱えつつも、他に何ができるでもなく、会話の行方をただ黙って見守るのみだ。
「半年前よ。いつもの時間を過ぎてもロミが帰ってこなくて、おばさん達が心配して捜してたら、日が暮れてからやっとマフが羊たちを連れて戻ってきたんだけど、ロミはマフの背中で気を失ってて、髪の毛も黒っぽくなっちゃってて……」
「髪の色が!?」
　その刹那、モウルの素の顔が剥き出しになる。
　だが、ワタカが怪訝そうにモウルを見やった時には、モウルはいつものよそゆきの仮面をかぶり直し、「髪の色が変わるなど、まるで魔術師みたいですね」としみじみと頷いていた。
「ええ、そうなの」
　ワタカの声は、思いのほか沈んで聞こえた。
「とうとうこの町の人間からも魔術師が出たか、って、町の皆がすっごく期待して、大騒ぎして。でも、どうやら魔術師ではないみたい、って分かって、できることも、風が読めたり、ちょっと風を呼ぶことができたりするぐらいだ、って知って……」
「そもそも、彼女の髪の色は、魔術師の漆黒とは違うんだけどねえ」
　言外に町の人間への嘲りを含ませて、モウルが嘆息する。
　ワタカが「そうなの！」と力一杯頷いた。
「それにね、いくらがっかりしたからって、酷いのよ。ロミに直接『期待外れだ』なんて言ったり、『役に立たないくせに得意になるな』って言ったり、果ては『羊の世話だけしていればいいのに』とか、そんなの他人が口を出すことじゃないでしょ？」
「うわ、根性悪」
　我慢できずに、ウネンもつい口を挟む。
　モウルが、静かな声で「田舎のほうでは、そう珍しい話でもないけどね」とウネンを振り返った。「魔術師でも、その能力や腕前によっては、不遇な目に遭うことだってあるんだ。そうやって世間から脱落してしまった術師を、僕は何人か知っているよ」
「でもね、普段はそんな悪い人達じゃないのよ……。それだけに、本当に、皆どうしちゃったんだろう、って……」
　ワタカが、視線を行く手に向けた。灌木の向こう、石積みの塀が、土地の起伏に合わせて緩やかに波打ちながら町を取り囲んでいる。ところどころ顔を出す家々の屋根に、神庫ほくらの鐘楼。主街道沿いにあるにしては少々小ぢんまりとして見える、絵に描かいたような「田舎の町」だ。
「それで、ロミも最近はあまり町に出て来なくなっちゃって……。本当にかわいそう。だから、私だけでもロミの傍にいてあげなきゃ、って思って……」
「かわいそう？」
　モウルの声が、一段低くなった。
　ワタカが訝しげに小首をかしげる。
　不穏な空気を感じてウネンが息を詰める、その視線の先で、モウルが冷笑を口元に刻んだ。
「傍にいてあ・げ・な・き・ゃ・？　それはどういう義務感なわけ？　私は他の人間とは違って思いやりがあるのよ、っていう優越感？」
　モウルの声音も、話し方も、あくまでも穏やかだった。ただ、その眼差しだけが、多分に毒を含んでいる。
　呆然と足を止めたワタカの頬に、みるみる朱が差した。彼女は、震えるほどにこぶしを握り締め、絞り出すようにして言葉を吐き出した。
「何も……、何も知らないくせに、勝手なことを、言わないで」
「何も知らないから、訊いたんだけど？」
　人を食ったようなモウルの答えに、ワタカは固く唇を引き結んだ。眉を吊り上げてモウルを睨みつけ、そうして、何も言わずに、あとも見ずに、町に向かって走り去っていった。
「モウル！　今の言い方は、あまりにも」
　酷い、と続けようとしたウネンを、オーリが右手で遮った。



　オーリはウネンを目線でなだめてから、モウルに静かに語りかける。
「お前も随分お節介焼きになったな」
　ウネンは、驚きに目を剥いて、オーリとモウルを交互に見比べた。
「人の持つ情報には固執しても、人そのものには全く関心を示さなかったくせに」
　淡々と語り続けるオーリの視線の先で、モウルが深い溜め息をついた。
「まったく、我ながら、どうかしてると思うよ」
　そう言って、モウルは、どこか思わせぶりにウネンを見やる。
　一連の発言の意味を問うべくウネンが口を開きかけた時、モウルが「それにしても」と話の矛先を変えた。
「それにしても、気になるなあ」
「……何が」
　ウネンが渋々聞き質せば、モウルが極上の笑みを返してきた。
「さっきの精霊使いの、髪の色だよ。気にならない？」
　次々と変わる話題に振り回されるのは不本意ではあったが、ウネンは小さく頷いた。
「君の住んでいた町には精霊使いが一人いたんだっけ。髪の色はどうだった？」
「茶色だったよ。色が変わったって話も聞いたことない」
「だよな。パヴァルナのあの少年も、外見に変化は無かったみたいだったし」
　ふぅむ、と顎をさすりながら、モウルは来た道を振り返った。
「精霊とどんなやり取りをしているのか、そもそも精霊ってどういう存在なのか、そういったことを教えてもらおうと思ってただけだったんだけど……、どうやら彼女からは、もっと詳しい話を聞かねばならないようだね」
　
　ペリテは、思った以上に小さな町だった。単純に建物の数を比較しても、ウネン達が昨日宿泊した南隣の町の半分にも満たない規模だろう。町で一軒きりだという宿屋の主人は、「仕方がねえんですよ」と溜め息を漏らして肩をすくめた。
「北にも南にも、半日も行かない所に結構な大きさの町があればねえ、そりゃあ大抵の人はペリテを素通りして行きますよ」
　宿の一階の食堂には、ウネン達のほかに客はいない。宿屋の経営状況をウネンが密かに心配している間に、モウルは朗らかな笑顔でもって、宿の主人を相手に着実に聞き込みを進めていった。
「ああ、覚えてますよ。流れ者のお医者先生でしょう？　あれは、今年に入ってすぐぐらいだったんじゃないですかねえ」
　パヴァルナでは一年半前、ロゲンでは一年前、そしてここペリテでは九箇月前、と、ヘレーとウネン達との時間の差は確実に狭まってきている。その原因について、ウネンには心当たりがあった。ミロシュは何も言っていなかったが、おそらくヘレーは、万が一のための蓄えを、予告したとおりにウネンの養育費として全て置いて、イェゼロの町を出ていったのだろう。
　医者という職業は、道行きを急ぐ旅にはあまり向いていない。知識は勿論だが何よりも信用がものを言う仕事なため、路銀を稼ぐにもある程度の日数、ひとところに留とどまる必要があるからだ。
　対して、オーリ達のように「腕っぷし」を飯の種にしている人間は、幾分話が簡単だった。買い手に実力のほどを示し易いことに加えて、用心棒や野獣退治といった仕事は土地の有力者が依頼人になることが多く、短期間でそれなりの報酬を手にすることが可能だからだ。それに加えてウネン達の場合は、パヴァルナの領主やクリーナク王から謝礼や餞別を賜っている。おかげで三人は、金銭的な意味では殆ほとんど足踏みをすることなくここまで来ることができていた。
「彼は、どれぐらいの間ここに滞在してたんだい？」
　まるで自分の家で寛いでいるかのような気安さで、モウルが問いかける。それにつられるようにして、宿の主人の口調も徐々に砕けてきた。
「だいたい半月ほどかねえ。俺が言うのもなんだけど、この町の人間は、ちぃとばかり人見知りが多いからね。隣町に行ったほうが楽に儲けられるよ、ってその人にも言ってたんだけど、なんか、南の森にある遺跡が気に入ったらしく、暇を見つけては通かよってたよ」
　思ってもいなかった単語が飛び出してきたことで、聞き役に徹していたウネンとオーリも食事の手を止めて宿の主人のほうを向いた。
「遺跡？」
　モウルが身を乗り出すのを見て、宿の主人がさも不思議そうに首をかしげる。
「あんたも気になるのかい？　物好きな人って意外といるもんだねえ」
「だって、宝物とか埋まってるかもしれないでしょ」
　冗談めかせてにやりと笑うモウルに、宿の主人は「無い無い」と真顔で手を振った。
「遺跡って言っても、人間様のじゃなくて邪竜のやつだからねえ。楽園追放よりも古い時代の、我らが敵の夢の址あと、ってやつだよ。『おお、汝、呪われし遺物に近づくことなかれ』ってね」
「楽園追放、って、お伽噺じゃなかったの？」
　思わず横から口を出したウネンを、モウルが横目で見やった。
「有史以前の歴史を神話で埋めるというのは、古今東西よくあることさ」
　そう言ってモウルは、やれやれ、と肩を落とす。
「ヘレーさんもさ、色々教えるにしても、もうちょっと、こう、色んな分野を万遍なく、ってできなかったものかな……」
「好き嫌いが激しいんだろ」
　ぼそりと寸鉄を喰らわすオーリに苦笑を投げかけてから、モウルはあらためて宿の主人に話しかけた。
「邪竜の遺跡に通かよってたってなると、呪いがどうとか言って、町の人が大騒ぎしたんじゃないの？」
「今時、余程頭の固い年寄りじゃなきゃ、そこまで目くじらは立てねえよ。それに、仮に本当に呪われてしまったとしても、この町の人間じゃないからねえ」
　なるほど、確かにここは人見知りの強い町のようだ。ウネンが溜め息を押し殺していると、宿の主人が、悪戯っぽい笑みを浮かべて「それに」と言葉を継いだ。
「昔っから、やんちゃ坊主の間では、遺跡を見に行く、って度胸試しがあるからね」
　モウルが「もしかして？」と水を向ければ、宿の主人の口元が緩む。
「ガキの頃にいっぺんだけ、森の入り口からチラッと見ただけだけどね。遺跡というよりも瓦礫の山みたいなもんだったよ。すっかり木の根っこに喰われちまってて、柱が幾つか立ってるだけで」
「結構詳しく見てるじゃない。度胸あるなあ」
　モウルの賛辞を聞き、宿の主人は少しだけきまりが悪そうな表情を浮かべた。
「ここだけの話、その時うちに泊まってたお客に、励まされたおかげなんだよ」
「お客？」
「二人組の客でね。そういや、なんとなくあんたらに雰囲気が似てたなあ。ちびっ子は連れていなかったけど。度胸試しに誘われてビビってた俺に、『あの遺跡は邪竜のものなんかじゃない。〈箱舟〉だ』って、耳打ちしてくれてさ。あんな森の中に何がどう『舟』なんだか、今でもさっぱり意味が分からねえけど、あの時は、邪竜と関係がないのなら大丈夫かな、って思えたものさ」
　モウルが小声で「箱舟」と復唱する。
　オーリの唇が、固く引き結ばれる。
「でもな、遺跡が見えてきたところで……、足が勝手にすくんでしまって……」
　宿の主人は、そこで一旦言葉を呑み込んで、ぶるりと身を震わせた。
「あの時のお客も、あんたらが捜してるって人も、遺跡に行って帰ってきてもピンピンしてたけどね、俺には――いや、俺だけでなく、あの時一緒に行った奴ら全員には、あれ以上近くに行くのは無理だった。心の奥のほうで、何かがざわめくんだ。あれは『善くないもの』だ、って。あれに近寄ってはならない、って……」
　宿の主人が口をつぐんだ途端、息苦しいほどの沈黙が周囲に降りた。
　隙間風が甲高い悲鳴を上げて部屋を走り抜け、ランプの炎が大きく揺らぐ。
　と、食堂の扉が突然開ひらいて、冷たい風が一気に中へと吹き込んできた。
　僅かも間を置かず、オーリが白刃はくじんを手に椅子を蹴って立ち上がる。
　ひきつれた短い悲鳴は、宿の主人が発したものか。ウネンもオーリに倣って席を立ち、闖入者を警戒する。
　四角く切り取られた夜の闇から、一人の壮年の男が吐き出された。
　男は、ランプの明かりの中へと歩みを進めると、意外にも丁寧な物腰で静かに扉を閉めた。
　暗色の外套に映える白皙はくせきの面おもてに、琥珀の瞳が光っている。柔和そうな、それでいて確固たる意思をも秘めた口元に、理知的な眉。そして何よりも印象的な、一切の光を映さない漆黒の髪――魔術師だ。
　ガタン、と椅子が倒れる音がした。
　モウルが、愕然と目を見開き、立ち上がるところだった。あくあくと唇を震わせ、声にならない声をこぼしながら、扉の前に立つ魔術師を凝視している。
「なんだ、アルトゥルさんか。驚かせないでくださいよ……」
　宿の主人が、大きく息を吐き出した。
　モウルが勢いよく宿の主人を振り返り、それから再度、アルトゥルと呼ばれた魔術師を見る。
　二度三度と目をしばたたかせたのち、モウルは深い溜め息をついてテーブルに手をついた。
「驚かせてしまったようで、申し訳ない」
　柔らかな声に似合う穏やかな口調で、アルトゥルが詫びた。
　オーリが、眉間を緩めて剣を鞘に仕舞う。
「旅の魔術師殿がお泊まりだと耳に挟んだので、ご挨拶でも、と思って」
　宿の主人に「こちらさんです」と手で示され、モウルが慌てて姿勢を正した。
「あ、ええ。僕はモウルといいます。風の魔術師です」
　何度かつっかえながらも、なんとか名乗りを終えたモウルに、アルトゥルがにこやかに微笑んで右手を差し出した。
「私は、アルトゥルといいます。豊穣を司る神の〈かたえ〉です。以後お見知りおきを」
　
　翌日、宿の食堂で朝食を待つ間、三人はテーブルの上に額を集めて、本日の予定を相談していた。
「勿論、ヘレーさんを追いかける、という目的は忘れちゃいないさ。でも、世界にはまだまだ解明されていないことが山ほどある。それらの謎を解き明かすためには、少しでも多くの情報が必要だ。せっかくのこの機会をみすみす逃す手は無い、と思わないかい？」
　アルトゥルという名の魔術師の訪問を受けてからの、塞ぎ込んだ様子はどこへやら、日の出とともにすっかり普段の調子を取り戻したモウルが、流れるような弁舌を披露する。
　オーリに続けて、ウネンも「異議なし」と小さく右手を上げた。一日二日出発が遅れるよりも、意見を却下されて不貞腐れたモウルの尻を叩いて歩くほうが、目的地に到着するのが遅くなるに違いない、と思ったからだ。
　それにウネン自身も、〈囁き〉と魔術、神と精霊の関係に、ひとかたならぬ興味があった。もともとはヘレーの行方を捜す手掛かりになるかと思ってのことだったが、彼の消息が判明した今、ウネンは、より強くこの謎に惹かれている自分に気がついていた。
「反対者はいないね」
　よし、と大きく頷きながら、モウルは両の手を忙せわしく擦こすり合わせる。気持ちが高揚した時の彼の癖だ。
「それじゃあ、選択肢は二つ。先にあの精霊使いの羊飼いに話を聞きに行くか、それとも先に遺跡を見に行くか」
「えっ、遺跡に行くの？　大丈夫？」
　ウネンが思わず眉をひそめれば、即座にあきれ顔が反駁した。
「大丈夫じゃない場所に、ヘレーさんが何度も通うと思う？」
「でも、実際に遺跡に行ったところを見たというのならともかく、もしかしたら、宿のご主人みたいに、手前で引き返していたかもしれないよ」
　モウルの主張の穴を指摘したウネンに、オーリが同意する。
「ウネンのほうが話に筋が通っているな」
「なんでオーリがそっち側に立つの!?」
　モウルが情けない声を上げたその時、食堂の扉が躊躇いがちに開かれた。
「あのー、こちらに、風の魔術師様がいらっしゃると聞いたんですが……」
　扉の陰からおずおずと顔を覗かせたのは、若い女性だった。茶色の髪を左肩のところでまとめ、あちこちに煤が付着したエプロンをつけている。エプロンのポケットから覗く作業用と思しき手袋も煤まみれだ。
「あ、はい、僕ですが」
　一瞬にしてよそゆき顔となったモウルが、席を立って来客を出迎えた。「何かご用ですか？」と愛想のよい笑みを向けられて、女性の青藍の瞳がほっと緩む。
「うちの工房のふいごに、祝福をいただけないでしょうか」
　ほんの少しだけ逡巡したものの、モウルはすぐに「いいですよ」と微笑んだ。
　依頼の詳細を聞き取るモウルを横目で見つつ、ウネンはオーリに問いかける。
「ふいごに祝福って？」
「効率が良くなる術をかけるんだそうだ。ふいご以外に風車なんかも頼まれるな」
「へー、そんなこともできるんだ」
「一年かそこらで効果が切れるようだから、恒常的な収入源になっていて助かっている」
　金銭の話となると、どうしてもウネンは肩身の狭い思いをせずにはいられない。「お世話になります」と身を縮ませれば、オーリが小さく鼻を鳴らした。
「利息込みでヘレーからむしり取るから、お前は気にするな」
「余計に気になるよ！」
　心なしか愉快そうに、オーリが口角を引き上げる。
　何が可笑しい、とウネンが頬を膨らませる。
　ほどなく、「お待たせしましたぁ」という声とともに、宿の主人が湯気の立つスープとパンをお盆に載せて現れた。
　
　朝食を食べ終えた三人は、依頼のあった鍛冶屋へと連れ立って向かった。モウルが仕事を終えたあとで、例の遺跡を見に行き、時間に余裕があればそのまま精霊使いに会いに行く、という計画なのだ。
「感じるねえ。視線」
「ああ」
　鄙びた街路を進みながら、モウルとオーリが小声で言葉を交わしている。
「片田舎ならともかく、主街道沿いではちょっと珍しいよね、この雰囲気」
「大きな町に挟まれて、鬱屈しているんだろう」
「君さ、時々、これ以上は無いってほど的確に急所を抉ってくるよね」
　そうこうしているうちに、三人は川縁かわべりへとやってきた。一番大きな橋から下流に二つ目の水車が、目的地の鍛冶屋ということだ。
　橋を渡り、工房の表側に回った三人は、一様に感嘆の声を漏らした。建物に沿った道の脇を始め、窓枠に置かれた鉢に、入り口の壁にさげられた籠に、と、今は盛りと咲き誇る色とりどりの花が植えられていたのだ。



　白に黄色、紫に赤。花屋と見紛うばかりの華やかな店構えを、水車の軋む音と甲高い槌の音が震わせる。深呼吸をすれば、甘い花の香りよりも鉄気かなけ臭が鼻を刺す。確かに鍛冶屋だ、と、互いに頷き合って、三人は工房の入り口に立った。
「魔術師様！　よく来てくださいました」
　今朝の女性は、この工房の若奥さんとのことだった。歓迎の声とともに戸口へ出てきた彼女は、朝とは違って長い髪をきっちりとスカーフで覆っていた。煤と木屑にまみれた手袋を脱いでエプロンのポケットに突っ込み、「どうぞこちらへ」と、モウルを誘いざなう。
　ウネンとオーリを戸口に残し、モウルは工房の奥へと歩みを進めた。年配の職人が黙々と槌を振るう横を通り過ぎ、部屋の中央にそびえる炉の傍へゆく。
　川に面した壁の前、大きな箱型のふいごの裏で作業していた若い男が、彼女に「シンドラ」と呼びかけた。
「来ていただけたのかい」
「ええ。風の魔術師のモウル様よ。モウル様、こちらが主人のレネーです」
　若き工房主は、シンドラの横に並ぶと、よろしくお願いいたします、と丁重に礼をした。
「こちらこそ、よろしくお願いします。ああ、ふいごは別に動かしたままで構いませんよ」
「ええっ？　でも、前の魔術師様は、ふいごの動きを微調整しなければならないと仰って……」
「まあ、確かに、水車を止めたほうが楽に施術できますけれど」
　戸惑いの声を漏らすレネーに向けて、モウルは自信たっぷりに微笑んだ。
「でも、動いていても何も問題はありませんよ。僕なら、ね」
　
　一仕事終えたモウルの後ろで、ふいごが軽やかに拍子を刻む。
　炉の様子を見ていた年配の職人――先代の親方が、厳めしい顔を微かに和らげて頷いた。それを受けて、レネーが満面に笑みを浮かべてモウルを振り返った。
「ありがとうございます」
　いえいえどういたしまして、と応えるモウルも嬉しそうだ。
「最近、少し風の通りが悪いような気がしていたんですよ。明日は槌が使えない日だから、その前にひと頑張りしたかったので、とても助かりました」
　朗らかに語るレネーとは対照的に、モウルの眉が、ついとひそめられた。
「槌が使えない？」
　ええ、とシンドラが、夫の横で浮かない表情を浮かべた。
「明日は、アルトゥル様――豊穣の魔術師様――の神庫ほくらで週に一度の礼拝がある日なんですけれど、槌の音が礼拝の邪魔になるから遠慮してほしい、って言われていて……」
「確かに、僕らの仕事は、ガンガンカンカンうるさいからね」
　そう言って妻を慰めるレネーを尻目に、モウルはシンドラに問いかける。
「アルトゥルさんが、そう言ったのですか？」
「いいえ、アルトゥル様はそんなこと仰らないけれど、礼拝に通かよっている皆さんがね……」
　シンドラの口から、一際大きな溜め息が漏れた。
「皆さんが、どうかしましたか？」
「なんと言えばよいのかしら。最近皆さん余裕がないな、って思って……」
　モウルに問われるがままに、シンドラは訥々と語り続ける。
「いいえ、余裕、というのとは少し違うかしら。一人が何か声を上げると、一気に大勢がそれに続いて、反対意見が言いにくくなるんです」
　またもこぼれ出す溜め息に、モウルの「ふぅむ」との呟きがかぶさった。
　
　モウルが鍛冶屋から出てくるなり、道の向かい側から一人の男がウネン達のところへ駆け寄ってきた。
　先刻からもうずっと、建物の陰をうろうろと所在なさげに歩き回っては、ちらちらとこちらを窺っていた男だ。オーリが軽く右足を踏み出すのを見て、怯えた表情で少し手前で足を止める。
「あ、あの、そちらの魔術師様は、風使いなんですよね」
「そうだけど」
「俺達んところの風車にも、祝福をお願いできないでしょうか！」
「えー、っと……」
　モウルの、完璧を誇るよそゆき顔の眉間に微かな皺が寄る。折角立てた「今日の予定」を変更しなければならなくなってくるからだろう。
　物に祝福を授ける、という術は、普段モウルがよく使っているような風を操る術とは違い、施術に手間がかかるものだった。先刻もふいごに術をかけるにあたって、モウルは、ふいごばかりかその先にある炉の構造までをも綿密に検分していたし、香油を筆に含ませて何やらふいごに文様を記す際も、たとえば写本工房で彩飾師が飾り文字に金箔を貼る時のように、慎重に、丁寧に、時間をかけて作業を行っていた。
「申し訳ないけど……」
　モウルが断り文句を口にのぼしかけた時、更に別の、今度は女性の声が、「風使い様！」とモウルを呼んだ。
「うちの竈と煙突に祝福を……！」
「ええと、その、まいったな……」
　モウルが覿面てきめんに言いよどむ。姉に弟という兄弟構成が影響しているのか、彼は、年上の女性からの頼み事には少しばかり弱いのだ。
「謝礼とは別に、お昼ご飯をご馳走しますよ！　勿論、お連れさんの分もね！」
　ここぞとばかりに、風車の男性が語気に力を込めた。
　思ってもみなかった申し出に、ウネンとオーリは思わず顔を見合わせる。
　モウルが観念したように両手を上げた。
「分かりました、お受けいたしましょう。ですが、お二方でおしまいですからね！」
　
　北門から町を出て少し行った先、川から農地へ水を汲み上げる風車の前に立ったモウルを、少し離れた所から五人の農夫がじっと見つめている。全員が依頼人の親戚で、この風車の恩恵を受けている農地の持ち主ということだ。
　そして、彼らとは別に何人もの町の人間が、風車を遠巻きにして、じろじろとモウルを見つめていた。
「魔術師様、何かお手伝いすることは……」
「そうですね、術を始める前に合図をしますから、そうしたら、次に合図するまでは僕に話しかけないでもらえますか？」
　合点承知、と、依頼人が親戚連中のもとへ走ってゆく。
　再び風車と対峙したモウルの口から、大きな溜め息が吐き出された。
「やりづらいな……」
　普段の傍若無人っぷりからは、およそ考えられない弱音が飛び出してきたことに、ウネンは驚いて「なんで？」と身を乗り出した。
「あの人達に何か問題が？」
「そっちじゃないよ、あっちだよ」
　モウルが目線で示したのは、部外者の野次馬達がいる方角だった。
　近隣の農地で働く人々や、通りすがりの通行人に加えて、わざわざ町なかから見物にやってきたと思しき人影も少なくない。小屋や灌木、茂みの陰から、こそこそとこちらを窺う人々を見やって、モウルはもう一度溜め息をついた。
　ウネンがオーリ達と知り合って四箇月、ともに旅をするようになって一箇月。「魔術師の黒」のおかげで、どの町でもモウルは他人の注目を集めていた。羨望に嫉妬、尊敬に畏怖、そして期待。だが、今、彼に浴びせかけられている視線は、それらの内のどれにも当てはまらないものだった。言うなれば、胡散臭いよそ者を見る目。ただ短簡たんかんに、「さっさとこの町から出ていけ」と。
「なんだかぼく達、嫌われてるっぽいね……」
　ウネンの囁きに、モウルがまたも嘆息する。彼らしからぬ弱気な態度が気になって、ウネンはもう一度同じ問いを繰り返した。
「でも、何がそんなにやりづらいの？　あんな人達、どうせ遠くから見てるだけなんだから、無視しておけばいいじゃない」
「神と心を通わせることができるのは〈かたえ〉だけだけれど、神は決して人々の祈りから耳を塞いでいるわけじゃないからね」
　モウルの口元に、苦い笑みが浮かび上がった。
「魔術師みたいに具体的に何かできるわけじゃない。でも、祈りはまったくの無意味ではない。だからこそ、昔からあちこちに神庫ほくらや礼拝堂が建てられているんだよ」
「てことは、沢山の人に一斉に邪魔されてしまうと、術の効果がなくなることがあるってこと？」
　苦笑いはそのままに、モウルがひょいと肩をすくめる。
「相当のヘッポコ術師なら、そういうこともあるかもね」
「モウルは？」
「僕？」
　ウネンがおそるおそる問いかけた途端、モウルの両眉が大きく跳ね上がった。
「僕がそこらへんの有象無象に後れを取る？　まさか。ありえない」
　はっ、と強く短く息を吐き出して、モウルが嗤わらう。
　尊大とも言えるその自信のほどに、ウネンはムッとしつつも安堵した。これでこそ、いつものモウルである。
「でも、今さっき、『やりづらいな』って言ってたじゃない」
「そりゃあ、邪魔が入らない環境に比べたら、多少は面倒だからさ」
「『魔術は万能ではない』ってわけ？」
　モウルの口癖をウネンが真似してみせれば、モウルが「そういうこと」と口の端はを上げた。
「昔話でも、『悪の魔術師』って、あまり出てこないか、出てきてもすぐに退治されるでしょ。圧倒的大多数の祈りは、時に魔術師に足枷を嵌める。まァ、良くできたハナシだよ」
　皮肉めいた笑みを深呼吸とともに消し去って、それからモウルは、「では、始めましょうかね」と両手を大きく振り開いた。
　
　二件目の依頼主であるパン屋は、ほぼ町の南端にあった。
「これ、風車よりも先にパン屋に行ったほうが効率が良かったよなー」
　目抜き通りを南下し、再び鍛冶屋の近くまで戻ってきたところで、モウルがぼやく。
「時間もないし、何より疲れちゃったし、今日はもうどこへも行けそうにないな……」
「でも、風車のおじさん達すごく喜んでくれてたし」
「昼飯にもありつけたしな」
　拗ねるモウルをウネンとオーリとで慰めていると、どこからともなく「いい気なもんだな」と刺々しい言葉が聞こえてきた。
　声のほうに目をやれば、禿頭とくとうに顎髭の男が、口元を歪ませて三人を……、いや、モウルを睨みつけている。
「よそ者のくせに、魔術師だからって偉そうにしやがって。どうせ人のいい奴らから金を巻き上げて、さっさと町を出ていくんだろう？」
　服装を見る限り、その男はそこらにいるごく普通の農夫のようだった。オーリのひと睨みを受け、「ひぃい」と情けない声を漏らす。
「なんだよアンタ、図星を突かれたからって、暴力に訴えようってのか？　丸腰の人間相手に、ひでぇ乱暴者だ。ええ？」
　こんな言いがかりは無視してさっさと行くべきだ。ウネンはそっとモウルの袖を引いた。
　だが、モウルは、どこか楽しそうにウネンを振り返る。
「こういう展開は、ちょっと新鮮だなあ」
「新鮮さをありがたがるのは、野菜だけで充分だよ」
　思わず言い返さずにはいられなかったウネンに、今度はオーリが話しかけてくる。
「魚も新鮮なほうがいい」
「今、魚、関係ないから」
「おい、てめえら、ふざけてんじゃねえよ、こンの、よそ者が！」
　当然のごとく顔を真っ赤にさせた男が、地団駄を踏んでこぶしを振り上げた、まさにその時、聞き覚えのある柔らかな声がウネン達の後方から投げかけられた。
「よそ者と言うのなら、私もよそ者ですけれども」
　昨晩に宿を訪ねてきた、豊穣の魔術師がそこに立っていた。
「アルトゥル先生はもうここに根を張っていらっしゃるではないですか」
　男が、一転して神妙な表情となって、アルトゥルの前へと駆け寄る。
「そう言ってくださるのはありがたいですが、でも、まだ二年ですよ」
「そ、そうですけれども……！」
　言葉に詰まる男にアルトゥルが、悪戯っぽく、ふふ、と笑いかけた。
「そう。大切なのは、ここに長く住むか否かではありません。ここで何を為したか。そうでしょう？」
　
　禿頭とくとう男が決まり悪そうに去っていくのを見送って、アルトゥルが小さく溜め息をついた。
「悪い人ではないのですが、少し思い込みの強い方でしてね……」
　大丈夫ですか、と気遣うアルトゥルに、モウルが訥々と言葉を返す。
「金を巻き上げる云々はともかく、僕らがまたすぐにここを出るのは事実ですから」
　それだけを言って、モウルは口をつぐんだ。彼らしからぬ遠慮がちな態度を見て、ウネンの眉間に皺が寄る。
　しばらく待っても一向にモウルが喋ろうとしないので、ウネンは、今のうちに気になっていた点を質問することにした。
「アルトゥルさんは、もともとこの町の人じゃなかったんですか？」
　ええそうなんです、とアルトゥルが微笑んだ。
「神の恵みを祈りながら各地を回っていたのですが、こちらがあまりにも居心地が良いものですから、それ以来この町に腰を落ち着けさせていただいております」
　そういうことか、と、ウネンは心の中で呟いた。
　パン屋の娘ワタカは、羊飼いのロミが精霊使いになったのは半年前だと言っていた。その際、町の人からは「とうとうこの町の人間からも魔術師が出たか」という言葉が寄せられた、とも。昨晩にアルトゥルの来訪を受けた際、その言葉とアルトゥルの存在との間に生じた矛盾が気になっていたのだが、要するにロミにかけられた期待は「この町出身の」魔術師ということだったのだ。
　ここで何を為したか。先ほどのアルトゥルの言葉は、何よりも彼自身に向けての言葉だったのではないだろうか。ウネンは漠然とそんなことを考えた。
「皆さんは、今日もこちらへお泊まりですか？」
　アルトゥルの問いに、一拍待ってからオーリが「ああ」と答える。
「そうですか。我が神の神庫ほくらは、ここから少し行ったところにあるのですよ。丁度、明日は週に一度の礼拝の日です。時間があれば、是非おいでになってください」
　
　もしや、と思っていたとおり、次の依頼のパン屋とはワタカの家のことだった。モウルを大歓迎する店主夫妻の少し後ろで、ワタカが居心地の悪そうな表情でそっぽを向いている。「ほら、お前も魔術師様にきちんと挨拶なさい」と父親に言われて、ワタカは渋々一本調子にお願いしますと口にし、そうして、ぷいっと奥に引っ込んでしまった。
　まず竈を、次に煙突を、と検あらためるモウルを、ウネンとオーリは邪魔にならないように店の外で見守った。
　北の風車の時と同様、やはりここでも、町の人間が店を遠巻きにこちらを窺っていた。とりわけ魔術師の動向が気になるようで、煙突を調べにモウルが外に出てきた時など、投げかけられる幾つもの視線が、まるで肌を刺すほどだった。



　モウルは、今度は特に愚痴をこぼすでなく、淡々と作業をこなしていた。だが、触れれば切れんばかりの眼差しは、施術に集中しているせいというよりも、何か他のことから意識を逸らそうとした結果のように、ウネンには感じられた。
「……一体、どうしたんだろう」
　知らず口をついて出たウネンの呟きに、オーリが溜め息で返した。
「似ているんだ」
　まさか返答があるなんて思ってもいなかったウネンは、驚いてオーリを振り返った。
「あの豊穣の魔術師が？　モウルの知っている人に？」
　オーリが静かに頷いた。
「あいつの姉の結婚相手に」
「前に言ってた、里を出たという十歳年上のお姉さん？」
　ああ、とオーリが首を縦に振る。
「モウルはそのお義兄さんが苦手だった、ってこと？」
「いや、物凄く懐いていたんだが……」
　言いよどむオーリを見ているうちに、ウネンの脳裏に、ふと、いつぞやのイレナの台詞が浮かび上がってきた。王都からイェゼロの町に戻る途中で、彼女は、塞ぎ込むモウル達を評して「何かやらかして叱られたあとのウチの弟どもの様子と、そっくり」だと言っていたのだ。
「もしかして、何かやらかして喧嘩別れしたとか」
「いや……喧嘩ではない、が……」
「オーリ」
　後方から、地の底より響いてくるような怨嗟の籠もった声が聞こえてきた。
　振り返った視線の先、これまでになく苦々しい顔をしたモウルが立っていた。
　モウルの、抜き身の剣のごとき気配にウネンがおののく横で、オーリが、涼しい顔で「来たか」と応える。さも当然のことのように。待ち構えていたとばかりに。
　虚をつかれたか、モウルが僅かに顎を引いた。それから、すぐに悔しそうに顔を歪ませた。
「お前の様子がおかしいことを、ウネンが心配している」
　モウルがオーリとウネンから顔を背けた。
「俺も、だ」
　モウルの喉から、声にならない唸り声が漏れる。
「心配しなくても、俺は、これ以上のことは、お前に黙って勝手にウネンに喋ったりはしない」
　たっぷり一呼吸の間、こぶしを握り締め俯いていたモウルは、やがて二人からくるりと背を向けた。
「晩だ」
　モウルの声が、酷く掠れて聞こえた。
「晩飯のあとで話すから」
　そう言い捨てて、モウルは再び店の中へと入っていった。
　
　無事に術を終え、三人はパン屋を辞した。
　西の空は既に赤く色づき始めている。今日はこのまま宿に帰り、探索や調査は明日にまわすこととなった。ぎくしゃくとした空気とともに三人が帰途についた時、後ろのほうからか細い声がウネンの名を呼んだ。
　物置の陰から、ワタカがウネンを手招きしていた。
「どうしたの？」
　ウネンが駆け寄るなり、ワタカがおずおずとパンの入った籠を差し出してきた。
「これ、うちの親から魔術師様に、『どうぞお食べください』って」
「それなら、ちょっとモウルを呼んでくるね」
　早速走り出そうとしたウネンの腕を、ワタカがむんずと掴んで引っ張った。
「顔を合わせたくないから！　ウネンから渡しておいてほしいの！」
「あ、うん……分かった」
　ウネンが頷けば、ワタカが安心したように大きな溜め息を吐き出した。
「それにしても、あの人、昨日の私の時と、今日のお父さんやお母さんを相手にする時とで、全っ然、態度が違うのね」
「ああ、まあ、今日の場合は特に、ほら、『仕事』だから」
　拗ねたように唇を軽く尖らせて、ワタカがまた大きく息を吐いた。
「仕事関係なくっても、普通は初対面の人にあんなこと言わないわよ。酷いって思わない？」
「あ、うん。確かにあの言い方は酷い」
　ウネンの返事を聞いて、ワタカがそっと形の良い眉を曇らせた。
「……言い方？」
「ええと、その、どうやらモウルは、ワタカに悪意をぶつけようとしたわけじゃないみたいで……」
　そこでウネンは、ハッと我に返った。悪気が無ければ良いというものではない、ということにようやく気がついて、慌てて「ごめん」とワタカに謝る。
「モウルの考えはともかく、やっぱりあんなこと言われたら、不快に思って当たり前だよ。言われたのがぼくなら、たぶん喧嘩になってたと思うし」
　ワタカは、しばらくの間、何も言わずにじっとウネンを見つめていた。それから、ぽつりぽつりと話し始めた。
「うちは、パン焼きを請け負うだけじゃなくて、自分達が焼いたパンで商売もしてるの。粉の配分を変えてみたり酵母を工夫したりした甲斐あって、うちのパンを贔屓にしてくれる人も沢山いてね……」
　ワタカの話に、ウネンは黙って耳を傾ける。
「けれど、小さい頃に一緒に遊んでいた子が、ある時に言ったの。『おまえんちは小麦を育てなくてもパンが食えるんだな』って。咎めるように」
　そこまで語って、ワタカは唇を引き結んだ。
「ごめんなさい、なんだかよく分からない話を聞かせちゃって。パン、皆で食べてね」
　エプロンの裾をひるがえして走り去るワタカに、ウネンは、「ありがとう！」と手を振った。
　
　晩御飯は、ベーコンと蕪のスープに、茸の煮込みだった。相変わらず宿にはウネン達の他に客は無かったが、仮に宿屋が潰れてしまったとしても、ここの主人の料理の腕前ならば、食堂一本で立派にやっていけるに違いない。
　ウネンが、椀に残った煮汁を最後の一滴までパンで拭いとっていると、斜向かいの席のモウルが、テーブルに頬杖をついて窓の外をぼんやりと眺めながら、「十六年か」と呟いた。
　ちらりと左手を見れば、オーリが我関せずな様子でパンの籠に手を伸ばすところだった。あまりわざとがましい態度をとらないほうがいいのだろう、と思い、ウネンもそしらぬ顔で煮汁の染み込んだパンを口に運ぶ。
「エレグ兄さんが姉さんと一緒に里を出てから、もう十六年も経っているんだよな……」
　今二十三歳だ、とモウルは言っていたから、単純に計算して、その当時彼は七歳だったということだ。
「兄さんは魔術師でね。水使いなんだけど、こう、手をさっと振るだけで水を集めたり、果ては凍らせたり、子供心にすっごく格好よく思えて、憧れててさ。僕は、始終兄さんのあとをついてまわっては、術をかける真似ばっかりしていたんだ。兄さんが教えてくれる色んなことを、片っ端から帳面に書きつけて、僕もいつか魔術師になるんだ、って言ってさ」
　モウルは、相変わらず窓のほうを見つめたまま、ウネン達と視線を合わそうとはしなかった。左手で頬を支え、右手で木の匙を玩もてあそんでいる。
「ある時、僕は、たまたま兄さんの術を帳面に写せてしまって……、僕はそのことにまったく気づいていなかったんだけど、兄さんが『もしや』って言って、自分の血を――〈たましい〉のしるしを――そこに垂らしたんだ。兄さんに言われるがままに、僕は術を発動させ……、里の史上最年少の、天才呪まじない師の誕生だよ」
　ウネンは思わず「すごい」と声に出していた。
　ここでようやく、モウルがウネンを見た。
「でも、僕は、魔術師になりたかったんだ」
　そう言ってモウルは、どこか寂しそうな笑みを浮かべた。
「魔術師は魔術師、呪まじない師は呪まじない師。二つの道が交叉することなどあり得ない、と思われていた。だいたい、魔術師は術を磨くのに手いっぱいで、呪まじない師の修行をする暇なんて無いし、そもそも呪まじない師になろうなんて思わない。そして、呪まじない師になれた時点で、大抵の人間はそこで納得もしくは妥協する。両方を兼ねる者なんて誰も聞いたことがなかったからね。だから僕は、もう魔術師にはなれないんだ、と絶望した」
　隙間風が窓をがたがたと震わせる。
　モウルが、手元に視線を落とした。
「でも、それ以上に落ち込んでいたのが、エレグ兄さんだった。自分が余計なことをしたせいで、僕の夢を潰してしまった、と、彼は自分を責めていたようだった。とても真面目な人だったからね」
　と、それまでのしんみりとした調子からは一転して、モウルは、にやり、といつもの笑みを浮かべた。
「で、まあ、ここまでなら、事態も比較的単純で良かったんだけどさ」
「あいつか」
「そう、あいつ」
　なにやらオーリと頷き合ってから、モウルが派手な溜め息をついた。
「里にはローという名の呪まじない師がいて、んで、ローはどうやら僕の姉さんのことが好きだったらしく、エレグ兄さんに突っかかってばかりいたんだよ。そんな奴が、こんな美味しい出来事を放っておくわけがないだろう？　『お前のせいで、モウルは夢を奪われたんだ』とか『ソリルにまとわりつく弟が邪魔で、わざと呪まじない師にさせようとしたのだろう、酷い奴だ』とか、それはもう、好き放題、言い放題だよ」
　依然として頬杖をついたまま、モウルは羽虫を追い払うように右手をひらひらと振る。
「ついでに僕にも『そもそもお前なんかが魔術師になれるものか。呪まじない師を、自分の力不足の言い訳に使わないでくれ』だってさ。笑っちゃうね」
　モウルの碧の瞳が、ランプの炎を映してぎらりと光った。
「呪まじない師であることを言い訳にしているのは、あいつのほうだ。エレグ兄さんに対抗して神を求め続け、どうやら叶いそうにないとみるや、せめて呪符だけでも使えるようにならないか、と、悪あがきの末にようやく呪まじない師になれたくせに。あれ絶対、僕が『天才』とか『史上最年少』とか言われてもてはやされたのが気に喰わなかったんだぜ」
　あからさまに鼻で嗤わらって、モウルは頬杖を解といた。身を起こし、正面からウネンを見つめ、口の端はを引き上げる。
「とは言え、それまで落ち込んでいた僕が『絶対魔術師になってやる』って発奮できたんだから、ローには感謝するべきなのかもね」
　そう言うモウルの視線は、氷のように冷たかった。ローという呪まじない師に感謝する気など、砂粒ほども無いに違いない。
「でも、僕が『いつか魔術師になるから』って言っても、兄さんは力無く微笑むだけだった。だから、そのうち僕もこの話題を持ち出さなくなって、そのまま兄さんは姉さんと里を出て行ってしまって……」
　食堂の扉をちらりと見やってから、モウルは静かに言葉を継いだ。
「アルトゥルさんを見た時に、ちょっと色々思い出しちゃってさ。それで、まあ、少しばかり調子が出なかった、ってわけ。以上、僕の話は終わり」
　最後はあっけらかんと言い切って、モウルが両手を打つ。
　ふと、不思議な気配を感じてウネンが左を見れば、オーリが驚いた顔でモウルを凝視していた。
　モウルもオーリの表情に気づいて、眉間に深い皺を刻む。
「なんだよ」
「……いや、お前がここまで語るとは思っていなかった」
「オーリが喋れって言ったんだろ」
　恨めしそうに口元を歪ませたと思いきや、すぐにモウルは爽やかな笑みを満面に浮かべた。
「こんなふうに、たまには自分の気持ちを整理するのもいいものだよ。ほら、オーリも色々と吐き出してみなよ」
「うるさい」
　すっかりいつもの調子を取り戻した二人を前に、ウネンもまた、頬が緩むのを抑えることができなかった。
　
　コォーン、と拍板の打ち鳴らされる音が静かな街路に響く。
　昨日訪れた鍛冶屋から通り二つ西に行った先、町の中心にほど近い場所に、豊穣の神の神庫ほくらはあった。背の高い鐘楼を備えた板葺きの建物は、木の柱も壁の漆喰もまだそんなにくすんではおらず、おそらくはアルトゥルがこの町に来てから建てられたものなのだろう。
　神庫ほくらの入り口へと寄れば、中から神への賛辞が聞こえてきた。大勢が声を揃え、一心に「神よ、実りよ」と唱えている。
　そして、また、拍板の音。人々の熱いきれを真っ直ぐ貫いて、ウネンの鼻先を突く、芯のある音。
　コォーン……。
　戸口から様子を窺っていたモウルが、するりと中へ入り込んだ。即座にウネンもあとに続こうとしたが、椅子にあぶれて立つ人々の背が邪魔で、それ以上奥に進むことはおろか、中を見ることすら叶わない。
「……持ち上げてやろうか？」
　少しだけ躊躇いがちに、だが真顔で、オーリが小さい子供を「高い高い」するような手振りをしてみせた。
「いや、さすがにそれはちょっと恥ずかしい」
　そうだな、と頷くオーリに苦笑を投げかけてから、ウネンはおとなしく部屋の外へと身を引いた。そうして、代わりに前に出たオーリに、小声で「何が見える？」と尋ねる。
「正面の祭壇に例の魔術師がいる。会衆席には、ざっと五十人ほど。ああ、昨日のパン屋の夫人もいるな」
　ほどなく人々の合誦がっしょうは終わり、神庫ほくらは見事なまでに静まり返った。しわぶき一つ聞こえぬ静寂の中、アルトゥルの柔らかい声が朗々と響き渡る。
「いいですか、皆さん。我々は、神の恵みに対して、常に謙虚であらねばなりません」
　神の前に、我々がいかに小さな存在であるか。神が偉大なればこそ、我々一人一人の声を全て漏らさず届けることは難しい。だから、我々は皆で協力し合わなければならない。アルトゥルは、相互扶助の重要性を何度も繰り返し説いていた。皆で力を合わせることで、初めて、人は神から恵みを賜ることができるのだ、と。
　アルトゥルが講話を終えたあとは、皆で豊穣の神を讃美する歌を歌って、ようやく礼拝はお開きになった。
　今しがたまでの静けさが信じられないほど、神庫ほくらの中は一気に賑やかになった。仕事に戻るのだろう、大勢が一斉に戸口へと殺到する。人々の波に呑み込まれる前に、ウネンはオーリに助けられてなんとか建物の外へ避難した。
　モウルはどこだろう、と首を巡らせば、パン屋夫人と朗らかに談笑しながら往来に出てくる姿がウネンの目に飛び込んできた。
「本当にお美しい声なのよ。残念だわあ」
　何の話だろう、とのウネンの声なき問いを察したか、パン屋夫人はウネンとオーリのほうを向くと、「今日は、アルトゥルさんはお歌いにならなかったわね、って言ってたのよ」と微笑んだ。



「いつもは、率先して讃美歌を歌ってくださるのよ。それはもう、こちらが歌うのを忘れて聞き惚れちゃうぐらいに、とっても歌がお上手で！　モウルさん達にも、是非お聞かせしたかったわあ」
　それは本当に残念だなあ、と、愛想よく相槌を打ってから、モウルがさりげない調子で質問を口にする。
「毎週、こんなに沢山の人が礼拝に来られるのですか？」
「そうね。午後にももう一度礼拝があるんだけど、どちらに出席しても大体いつもこれぐらいかしら。私もだけど、皆さん仕事がおありだから、毎回欠かさず、というわけにはいかないんですけどね」
　そう言って、パン屋夫人は、うっとりと視線を宙に彷徨わせた。
「アルトゥルさんのお話は、ためになるだけじゃなくて、聞いていて清々しい気持ちになるのよね。週に一度といわずに、もっと沢山、いいえ毎日でも、聞かせてくださらないかしら！」
　
　パン屋夫人の背中が向こう角に消えるなり、オーリがモウルを振り返った。
「何か引っかかっていることがあるんだろう？」
　問われたモウルは、一瞬言葉に詰まったものの、すぐにいつもの飄々とした調子で肩をすくめる。
「あ、まあ、気のせいみたいなものだし」
　だが、話題を流そうとするモウルに対し、オーリはまったく容赦しなかった。小さく鼻を鳴らすや、今度は通りの向こうへと視線を投げる。
「畑に祝福を授けに行く、と言っていたな」
　先ほど神庫ほくらを出てきたアルトゥルが、町の人に行き先を訊かれ、そう答えていたのだ。
「普段のお前なら、他人の施術を見たがるだろう？」
「『気のせい』程度の話でも、容赦なく喰いつくよね」
　オーリとウネンの指摘を受け、モウルの喉から唸り声が漏れた。
「君らさ、最近なんだか妙に僕に厳しくない？」
「日頃の行いかな」
「日頃の行いだな」
　二方から同時に同じ言葉を返され、モウルが「ああもう」と大きくかぶりを振った。
「ともかく、今は、例の遺跡に行くのが先だ」
　苛立たしげに言い切って、モウルが踵きびすを返す。
　ウネンとオーリは互いに顔を見合わせると、溜め息を道連れにモウルのあとを追いかけた。
　
　町の南門を抜けた三人を、黒々とした畑地が出迎えた。畝が描えがく縞模様が、緩やかに波打って遠くのほうまで広がっている。
　南の遠くを横切る杉並木の向こうは、牧草地となっているようだった。その更に遠くに見える丘が、二日前に羊飼いのロミの手伝いで羊を集めた場所だ。
　視線を右手――西に転じれば、北から南へと流れる小川が見えた。畑地は川の東岸で終わり、西岸から先は人の手が入っていない草原だった。その、風に波打つ草むらの向こう、遺跡があるという森が、小川と並行に横たわっている。
　ウネン達は、小川の縁へりを南へと進んでいった。
　見渡す限りのあちこちで、人々が畑仕事に精を出していた。何人かは作業の手を止め、野を行くよそ者を不思議そうに見やったが、ほどなく目的地を察したか、皆、何事も無かったかのように農作業へと戻っていく。
　畑地の南端を区切る杉並木を通り過ぎてから、三人は小川を西へ渡った。宿の主人曰く、ここから森に入って少し行った所に、邪竜の遺跡があるのだそうだ。
　ウネンの背丈ほどもある草が生い茂る中、オーリを先頭に獣道を辿る。木の枝が頭上を覆いゆくにつれ草むらの丈は低くなり、気がついた時には、三人は鬱蒼とした森の中を歩いていた。
　人が足を踏み入れることなど滅多にないのだろう、地面はふかふかの腐葉土に覆われており、足首近くまで土の中に沈み込んでしまうような有様だった。革脚絆をつけていなければ、一歩ごとに靴の中に枝や葉の欠片がどっさりと入り込んできたに違いない。木の葉に埋もれた石や木の根に何度も蹴躓きながらも、ウネンは黙々と足を動かした。
　そうやって緑の中を進むことしばし、不意に前方が開ひらけた。
　目の前に、木々が途切れた広場のような空間があった。
　こんもりと盛り上がった地面は、墨色の瓦礫と灰色の礫れきに覆われていた。ところどころに突き立つ赤茶色の柱は、雨風に削られ、折れ、崩れ、まるで荒野に捨て置かれた獣の骨のように見える。
「これが、邪竜の遺跡……」
　ウネンの喉が、ごくりと音をたてた。
　ウネンは、竜というものの存在を頭から信じているわけではない。勿論、ウネンとて竜が登場する昔話やお伽噺は幾つか耳にしたことがある。しかし、今現在、実際に竜が現れたという話は、残念ながら聞いたことがなかったからだ。
　ましてや邪・竜・に・よ・る・楽園追放の物語を知らなかったウネンにとって、件くだんの邪竜は、一箇月半前に突然降って湧いてきた新参者だ。とてもではないが、恐ろしさを実感するには至らない。
　だが。邪竜の「呪い」となれば、話は別だ。竜や邪竜が実在するか否かはさておき、呪いというものが言い伝えられているということは、そこに何か忌まわしいものが潜んでいる可能性があるからだ。原因はともかく、「呪い」に値する出来事が過去に起こったからこその「呪い」なのだろう。
　でも、と、ウネンは奥歯を噛み締めた。ヘレーが遺跡に足を踏み入れたかどうかは確認のしようがないが、仮に遺跡が危険なものだった場合、きっとヘレーは宿の主人に警告を残しているはずだ。
　ウネンは意を決すると、広場へ一歩踏み出した。
　足の裏で、砂利がキシキシと音を立てる。
　不自然に色味の揃った礫石礫土は、広場だけでなくその周囲にも及んでいるようだった。日当たりが良いにもかかわらず広場に近い所ほど下草の密度が薄いのは、落ち葉の下に痩せた砂利が隠されているからだろう。
　ウネンはおそるおそる足元の小石を手に取った。
　灰色の石は、思った以上に軽かった。手のひらが真っ白になるほど表面に粉を吹いており、少し力を入れて握るだけで、石は乾いた泥団子のように粉々に砕けて散ってしまった。
　墨色の石は、石英に似た質感があった。自然石にしてはどれも均質で、まるで磁器の欠片のように見える。
　これら黒に灰の礫塊が、遺跡がまだ遺跡ではなかった頃の、建材のなれの果てなのだろう。どれぐらいの厚さに堆積しているのかは分からないが、地表を覆う範囲を見るだけでも、相当大きな建造物だったに違いない。
　と、辺りをぐるりと見渡していたウネンは、思わず眉間に皺を寄せた。
　少し後方、広場の縁ふちで、オーリとモウルが足を止めて、じっとウネンを見つめていたのだ。
「二人とも、遺跡を調べるんじゃないの？」
　ウネンの問いに、モウルが静かに口を開いた。
「僕とオーリは・、別にこの遺跡を見たかったわけじゃないんだよ」
「えっ」
　あっけにとられて目をしばたたかせたのち、ウネンはハッと息を呑んだ。
「もしかして、ぼくに、この遺跡を見せるために……？」
　オーリもモウルも、何も言わず、ただ視線だけをウネンに返してくる。
　正解、だ。
　それを受け、ウネンの脳裏を一筋の光が走り抜けた。
「宿のご主人に、この遺跡を〈箱舟〉だと言ったのは、もしやノーツオルス……？」
　やはり二人は無言のままだ。
「〈箱舟〉は邪竜とは関係ない、っていうのは、ノーツオルスにとってはたぶん常識みたいなもので、だからヘレーさんも、そしてオーリもモウルも、この遺跡を怖がらなかったんだ」
　肯定の沈黙を経て、モウルがすまし顔でウネンに問いかける。
「〈箱舟〉って言葉に何か心当たりは？」
「ヘレーさんが教えてくれたお伽噺に出てきた」
　普段ヘレーが語ることといえば、得意分野である自然科学関係の内容が殆ほとんどだったが、風の強い夜など、不安がるウネンを寝かしつけようという時には、慣れないながらも空想的な物語を幾つか披露してくれたものだった。
「ええと、大昔、人間があまりにも自分勝手に悪いことばかりするから、神様が怒って洪水を起こして人間を滅ぼそうとしたけれど、行いの良かった一家にだけは事前にそのことを教えてくれて、それでその人達は大きな箱舟を作って、家畜や他の動物達と一緒に生き延びた、って話」
　ウネンが語り終えるなり、モウルが感心したように短く息を吐いた。
「いやはや、すごいな、ヘレーさんは」
「違うだろう。すごいのは、こいつだ」
　オーリの真顔の指摘に、ウネンは照れ臭さを誤魔化すべく、少し早口で「それよりも」と、広場を振り返った。
「これが、その〈箱舟〉だって言うの？」
　単彩色を敷き詰めた広場をゆっくりと見まわしてから、ウネンは、再度モウル達に向き直る。
「でも、ここに散らばる材料を見る限り、この〈箱舟〉が水に浮かぶように作られていたとは思えない」
「じゃあ、水とは関係ない船なんじゃない？」
　モウルの囁きが風に舞う。それに触発されるようにして、いつぞやのヘレーの声がウネンの耳元に甦った。
「まさか……空を往く船……？」
　返事は無かった。オーリもモウルも、黙ってウネンを見つめるのみ。
　ウネンは、全身の皮膚が一斉に粟立つのを感じた。急に目の前が広がったような気がした。あの時ヘレーと見上げた満天の星が、物凄い勢いでウネンに向かって押し寄せてくるさまを幻視した。
　足元が揺れたと思った次の瞬間、オーリの手がウネンの肩を支えてくれていた。
「大丈夫か」
「あ、うん。ちょっとびっくりしただけ」
　ありがとう、とオーリに礼を言って、ウネンはなんとか立ち直った。深く溜め息を吐き出し、〈箱舟〉の残骸を見やる。
「空を往く船が、まさか既に存在してたなんて……」
　イェゼロの森でヘレーは言った。いつか、ヒトは空を往く船を造るだろう、と。そして、彼は更にこう続けたのだ。ヒトは広い空に新天地を求めて旅立つだろう、と。
　それは、未来の話ではなかったのか。それとも、まさか――
「一体、どれぐらい前に作られたものなんだろう」
　過去の叡智など見る影もない瓦礫を前に、ウネンはぼそりと呟いた。
「作られた時期はともかく、邪竜の遺跡と謂われるものならば、二千年ぐらい前からあるみたいだね」
　例の口封じの術が発動したのだろう、モウルが顔をしかめると同時に、ウネンの耳元で泡のように〈囁き〉が弾けた。
『木の枝を振り回す子供に、鋭利な刃物を持たせるわけにはいかないだろう』
　遥か昔に存在した、現在では想像もできない高度な技術。これこそが、モウルの言う「鋭利な刃物」に違いない。
　しかし、二千年も前のこの朽ち果てた遺構が、即、人の世の脅威に結びつくとは、ウネンにはとても思えなかった。それに、そのことよりも重要な、考えるべき問題が他にある。
「でも、こんな高度な文明が、何故失われたんだろう。何故、誰も、覚えていないんだろう……」
　当然のごとく、二人から何も言葉は返ってこなかった。
　
　これ以上ここにいても意味は無い、次へ行こう。そう言って広場に背を向けたモウルの口から、素っ頓狂な悲鳴が漏れた。
　森の出口へと通じる木陰から、大きな白犬がのそりと姿を現したのだ。その後ろには、きまり悪そうな表情を浮かべたロミもいる。
「あー、びっくりした。小麦粉をかぶった熊でも出たかと思った」
　大袈裟な身振りで胸を撫で下ろすモウルの前で、ロミが、ちらちらと背後の森に視線をやった。今すぐにでもここから立ち去ってしまいたい、と顔に書いてあるようだ。
「どうしてここへ？」
　モウルの問いに、ぶっきらぼうな声が渋々応えた。
「散歩」
「邪竜の遺跡に？」
「ここなら誰にも会わずにすむから」
「すごいね。遺跡が怖くないんだ？」
「前は怖かったけど……」
「今は？」
　モウルの勢いに呑まれたか、ロミは躊躇いながらも律儀に言葉を返してゆく。
「風が、笑った、から」
「風が？」
「大丈夫だよ、って。それに――」そこでロミは、びっくりするほど優しい眼差しを、傍らの頼もしい相棒に向けた。「マフも何も言わないから。だから、もう、怖くない」
「だが、独りで森に入るのは危険だ」
　オーリの説教に、ロミは「マフがいる」と白犬の頭を撫でた。
「誰も付き合ってくれなくても、私にはマフがいる」
「この間のパン屋の子は？」
　あっけらかんとモウルが問いかける。
　ロミが、つい、と視線を逸らせた。
「ワタカは優しいから……無理をさせたくない」
「無理、ねえ……」
　皮肉混じりに口角を上げるモウルに対し、ロミが矢のような視線を突き立てる。
　だが、モウルは僅かとも怯むことなく、飄々と話し始めた。
「少し髪の色が変わっただけなのに、ほんの少しできることが増えただけなのに、皆の態度が劇的に変わる。勝手に期待して、その期待が満たされなかったというだけで、勝手に失望する。情けないとまでなじる。実に面倒臭い状況だよねえ」
　傍耳かたみみに聞く限り、モウルはロミのことを語っていると思われた。しかしウネンには、彼の眼差しが、ロミを通り過ぎてどこか遠くへ向けられているような気がしてならなかった。
『魔術師でも、その能力や腕前によっては、不遇な目に遭うことだってあるんだ』
　利益もたらす者への反感を口にすれば、それは不利益となって自分に返ってくる。しかし、それに値しないと思われる者が相手ならば、どうだろうか。
　期待外れ、役立たず。――おそらくは、自分には無いちからへの憧れの裏返しでもあるのだろう。この程度のちからなど意味が無い、持たなくて良かった、と、まるでおのれに言い聞かせるかのごとく。
　ウネンは、あらためてモウルをじっと見つめた。
　自由自在に風を操る、手練れの魔術師モウル。常に自信に満ち溢れている彼にも、当然駆け出しの時期はあったはずだ。昨夜の昔語りにて、彼は「魔術師は術を磨くのに手いっぱい」だと言っていたのだから。
　ウネンがぐるぐると思考を巡らせる間も、モウルの語りは滔々と続いている。
「『期待外れ』ってさ、こっちは別にてめえに期待してもらおうなんて毛ほども思っちゃいないし、『情けない』って、それこそ、一切の〈ちから〉を持たないてめえ自身のほうが情けないわ、ってなものさ」



　立て板を水が流れるごとくまくしたてて、それからモウルは、ロミを正面から見つめた。
「いやもう本当に、こいつら馬鹿なんじゃないか、って思わない？」
　率直過ぎるモウルの言いざまに、ロミは言葉もなく、ただ目を丸くする。
「実際、馬鹿なんだと思うよ。で、馬鹿に振り回されて一喜一憂している僕らも、間違いなく馬鹿だ」
　そう言い切ったモウルの表情は、いつになく真剣そのものだった。
「馬鹿は馬鹿同士、折り合いをつけてなんとかしていくしかない。それが嫌なら、馬鹿を振り切って前へ進むだけだ」
　ロミの喉が大きく上下した。
「でも、私は……」
　ロミが、言葉半ばに唇を噛んだ、その時、森の中から彼女の名を呼ぶ声がした。
「ロミ！」
　木々の陰からワタカが現れた。ロミを捜してここまで走ってきたのだろう、肩で呼吸を繰り返しながら、ゆっくりとこちらに歩いてくる。
　ワタカは、一度広場の手前で足を止めて、怯えたような視線を遺跡に巡らせた。きつく両目をつむり、蒼白な顔を伏せ、震えるほどに両のこぶしを握り締めて、そうして、とうとうワタカは広場に足を踏み入れた。
「ワタカ、どうしてここに」
「おばさんが、ロミは森のほうへ行った、って言ってたから」
　ワタカはロミの横に立つと、モウルを正面から、きっと見つめた。
「子供の頃、皆と遊んでた時に、一人の男の子が言ったの。『おまえんちは小麦を育てなくてもパンが食えるんだな』って。その時に、ロミがその子に言い返してくれたの。『竈の掃除をしたり、修理をしたり、薪をくべたり、そういった仕事を誰がやっていると思うんだ』って。おろおろするばかりだった私の代わりに反論してくれた。とっても嬉しかった」
　モウルは、何も言わず、静かにワタカを見つめ返す。
「ロミが精霊使いになって、町の皆がロミに対してよそよそしくなって、確かに私は、ロミのことを『かわいそう』って思った。だって、私が他の人から距離を置かれた時、ものすごく悲しかったから。だから、私だけでもロミの傍にいなきゃ、って思った。義務感とかそういうのじゃなくて、ましてや、優越感に浸るつもりでもなくて……ただ単に、ロミのことが心配で……今まで沢山ロミに助けられた分、お礼がしたいと思って……」
　話すほどに俯く顔を、息を継ぐと同時に勢いよく跳ね上げて、ワタカは再度モウルを見た。
「でも、結局は、私、自分のことしか考えてなかった。自分が安心したかっただけ。私がするべきことは他にあるのに」
　そう言ってワタカは、今度は傍らのロミに顔を向けた。
「来週の市いちの日に、うちに泊まりにおいでよ、て言ったでしょ。そのことで今日、礼拝帰りの隣のおばさんに、『あの子とあんまり付き合わないほうが』なんて言われたのよ……」
　ロミの唇が、きつく、引き結ばれる。
　ワタカもまた、つらそうに唇を噛み締めた。
「ねえ、信じられる？　お母さんまで、お泊まりはまた今度にしようか、って言うのよ。だから私、訊いたの。『どうして？』って。『どうしてそんなことを言うの？』って。怒ったり泣いたりしたら駄目だって思ったから、落ち着いてお話しして、きちんと理由を訊いて。じゃあね、最後にはおばさんも、『ロミちゃんは別に悪い子じゃないもんねえ』って、気がついて、ううん、思い出してくれたの！」
　心から嬉しそうに、ワタカがロミに笑いかけた。それから彼女は、今一度モウルを振り返った。両の眼まなこに決意を込めて。
「私がしなければならないことは、ロミの手助けをすること。あの時、何も言えなかった私のためにロミが反論してくれたように」
　モウルが、そらとぼけた表情で「言うねえ」と呟く。
　ロミが、耳まで真っ赤になって俯いて、そして小さな声で「ありがとう……」と囁いた。
　
　一息おいて、気が緩んだか、ワタカがふにゃりとその場に座り込んだ。
　大丈夫？　と慌てるロミの横で、マフがワタカをねぎらうようにその頬を舐める。
　マフを挟んで笑い合う二人の少女に、モウルが無遠慮に「あのさ」と声をかけた。
「今まで君がこの子の家に行っていたことを、そのおばさんは知らなかったの？」
「ううん。知っていたわよ」
　マフによだれまみれにされながら、ワタカがモウルを見上げる。
「てことは、今までは、あくまでもパンの配達という仕事のために行っていると思っていたとか？」
「ううん。仲がいいわねえ、って見送ってくれたりもしてたわよ。だから余計に、突然どうしたんだろう、って思って……」
　ふうむ、とモウルが右手を顎にやった。
「つまり、君が『行く』のは良くても、彼女が『来る』のは駄目、ってことか……」
　
　柔らかな旋律メロディが、慈雨のように大地に降り注ぐ。
　その歌声は、たっぷりと日の光を浴びた干し藁を思い起こさせた。山と積まれたふかふかの寝藁に身を投げだして、そっと目を閉じてしまいたくなる、穏やかな秋の日差しそのものだった。
　節奏リズムに合わせるかのごとく、緑なす葉々が風にそよいだ。豆は鈴なりの鞘を一斉に揺らし、南瓜の葉は丸々と肥え太った実を撫でた。芋の蔓は畝で身じろぎ、そして青菜の露が虹を作る。
　やがて歌は穏やかに終演を迎えた。名残惜しそうに身を震わせる蔬菜達の上を、風の音だけがそっと吹き渡ってゆく。静まりかえった畑の中央で、豊穣の魔術師アルトゥルの孤影が、胸の前に差し伸べていた両手をそっと下ろした。
「何故、皆に嘘をついているんですか？」
　モウルの声に、アルトゥルがゆっくりと振り返った。
「私が、嘘を？」
「ええ、あなたが。豊穣の魔術師――いいや、音の魔術師、殿」
　施術の邪魔にならないようにだろう、周囲の農地にはアルトゥルの他に誰もいなかった。動くものと言えば、風に揺れる一面の緑と坂向こうの風車ばかり。うら寂しい風景の中、ウネン達三人は、二メートルほどの距離を置いてアルトゥルと対峙した。
「もしかしたら、あなたには『音』を使っている自覚は無いのかもしれませんが、あなたの神が『豊穣』のみを司っているわけではないのは、あなた自身よく知っているでしょう？」
　モウルの言葉を聞いても、アルトゥルは眉一つ動かさなかった。ただ黙って、モウルをじっと見つめている。
「植物に音楽を浴びせて成長を促進させるの、って、明確な有意差は確認されていないんじゃ……」
　ウネンは、つい独りごちた。ここにきて初めてモウルに手の内を明かされ、驚きと疑問とを口にせずにはいられなかったのだ。
　溜め息とともに、モウルがウネンを見やる。
「ったく、何をどこまで教えたんだよ、ヘレーさんは」
「暇だったんだろう」
　オーリの寸鉄に小さく肩をすくめてから、モウルはウネンに苦笑を投げた。
「試行錯誤で最適値を探す、というのが、魔術における基本だからね」
　そう言ってあらためて正面を向いたモウルに、アルトゥルが涼しげな表情で首をひねってみせる。
「何を仰っているのかよく分かりませんが、我が神のわざが作物を良く育てるのは事実であって、それをして豊穣の神と名乗ることに、何か問題があるとは思えませんね」
「あなたが影響を与えているのは、植物だけではないでしょう？」
　モウルの声が、鋭さを増した。
「今朝の礼拝で、あなたは歌いませんでしたね。いつもは歌っているそうなのに」
　アルトゥルの表情が、微かにこわばったように見えた。
「それは、僕がいたから――自分が礼拝にて魔術を使用していることを、僕に感知されたくなかったから――ではありませんか？」
　アルトゥルは、何も答えない。
「あなたも魔術師ならば、僕から魔術の気配を感じるでしょう？　まあ、こうやって顔を合わせているうちに、だんだん慣れて認識しにくくなりますけれど。僕も、初めて会った時、あなたから魔術の気配を感じました。そして、ほんの微かにですが、あなたの周囲にいる人々からもね」
　目を伏せ、溜め息一つ。それからモウルはゆるゆると頭を振った。
「最初は、気のせいかと思った、いや、思いたかった。でも、色んな人から聞いた話が、次第にひとところに収束していく……」
　再び顔をあげたモウルは、真っ直ぐにアルトゥルを見つめると、一言ずつ力を込めるようにして口を開いた。
「あなた、そのちからで、人々の感情を誘導していますね」
　ウネンとオーリが、同時に勢いよくモウルを振り返る。
　糾弾する者とされる者は、ともに僅かたりとも動かない。
「鍛冶屋を休業させたのは、あなたが『礼拝』で使う『音』の邪魔になるからだ。『礼拝』に集まった人々に『音』で地ならしを施したら、あとは彼らに道筋を示せばいい。そうすれば、あなたの術に煽られた人々が、勝手に自・分・の・意・思・で・動いてくれる、ってわけだ」
　小さく鼻を鳴らし、モウルはなおも言い募る。
「精霊使いの娘を町から遠ざけるよう仕向けたのは、彼女に魔術の気配を読まれないようにするため。違いますか？」
　そこで一息おいて、モウルは、冷ややかな眼差しをアルトゥルに突き刺した。
「そもそも人の心をどうこうしようなどと考えなければ、そんな小細工をせずとも済んだのに。どうして名乗りのとおりに豊穣のわざだけで満足しなかったのですか」
　モウルが口をつぐむと同時に、一陣の風が甲高い声を上げて二人の魔術師の間を吹き抜けていった。
　緑が波打ち、砂塵が舞う。
　モウルの視線を振り払って、アルトゥルが大きく息を吐いた。
「豊穣の祈りは、万能ではないのです」
　アルトゥルは、ゆっくりと周囲の畑を見まわした。
「どんなに祝福を授けようと、作物が病気になることはあります。同じ作物でも、苗や株によって効果が変わってもきます。そして、人々は分かり易い答えを求めるんですよ」
　弱々しい笑みを口元に浮かべ、アルトゥルはモウルを正面から見つめた。
「私がペテン師呼ばわりされるだけなら、まだいいんです。効果が無かった、もしくは有った、その理由を、彼らは勝手に探し出してくるのですよ……。あいつの家はあんなだから豊作になった、あいつの家はこんなだから神に見放された。そこからどんなに醜い騒動が起こるか、あなたにも簡単に想像できるでしょう？」
　静かに息を継ぎ、そうしてアルトゥルは自分の右手に目を落とした。ゆっくりとこぶしを握りしめた。
「得られた者も、得られなかった者も、互いに支え合い、助け合う。この町で私が望んだのは、ただそれだけのことなのに……」
「あなたの目的がどんなに崇高なものなのだとしても、その手段を他人に――僕や精霊使いの娘に――知られたくない、と考えている時点で、それが誤りであると自ら認めているも同然だと解りませんか？」
　容赦ない追撃に、アルトゥルが小さく息を呑む。ややあって、これまでの穏やかな笑みから一転して、露骨な嘲りの色が彼の口元に浮かび上がってきた。
「理想論を振りかざして、裁きの神の使いでも気取っているのですか。さぞかし気分が良いことでしょうね」
「まさか！　それなら、こうやってあなたに直接文句を言いに来ずに、あなたを失脚させるべくさっさと町中にあることないこと吹聴してまわってますよ。人の心を操る術を使って、町を我が物にしようとしている悪の魔術師がいる、ってね。不信の種を蒔かれた人々が、各々の胸の中でいかに大切に苗を育てるか、一度試してみましょうか？」
　ぎり、とアルトゥルが歯噛みする。
「あなたは……あなたという人は……」
「ああ、僕もね、目的のためには手段を選ばない人間なので」
　モウルが、悪びれもせずに肩をすくめた。
「ただ、まあ、自分が他人の足を引っかける以上、他人から足を引っかけられても文句を言わない覚悟はしてますよ。常にね」
　モウルの視線は、まるで細身の剣のようだった。白銀の刃やいばを、彼は一直線にアルトゥルの眉間に突き立てる。
「あの精霊使いの娘に対する、不当な扱いをやめていただけませんかね。自分が他人に足を引っかけられたくないからって、他人の足を切り落とすようなやり方は、甚だ気に喰わない」
　二人の足元で、風が小さく渦を巻いた。
　長い沈黙のあと、アルトゥルの口から深い深い溜め息が漏れた。
「……分かりました」
「あなたの神に誓って？」
　だめ押しとばかりにモウルが付け足せば、言葉を詰まらせながらもアルトゥルがゆるりと頷いた。
「ええ。我が神に誓って」
　
「本当にやめてくれるのかな」
　川縁かわべりの小道を歩きつつ、ウネンは不安をつい声に出した。
　背後を振り返れば、畑の中に、微動だにしないアルトゥルの影が小さく見える。
「魔術師にとって、己おのが神に誓う、っていうのは、これ以上はないほど重いことだからね」
　先頭をゆくモウルが、前を向いたまま淡々と言葉を返してきた。
「ロミにも一緒に来てもらって、直接話をしてもらったほうが良かったんじゃないの？」
「だから君はコドモだって言うんだよ」
　意見を一刀両断に否定されて、ウネンは思いっきり鼻白んだ。どういうことだ、と、口を開きかけたところで、モウルがちらりとウネンを見やる。
「直接対決は最後の手段だよ。それに、さっきはパン屋の子もいたからね。あまり話を大きくしてしまうのは拙まずいでしょ。何しろ、彼らはこれからも同じ町で暮らすわけなんだから」
　先刻、遺跡での思わせぶりなモウルの呟きに、真っ先に喰いついたのがワタカだった。「ロミが『来る』のは駄目って、どういうこと？」と詰め寄る彼女を、モウルはお得意のよそゆき顔で「そのおばさんが言ったことをまとめただけだよ」と誤魔化し、「今日はパンの配達は無いの？」と、半ば強引に仕事に戻らせたのだ。
　一方ロミにはどうやら思うところがあったようで、モウルが「あとで精霊について話を聞かせてほしい」と頼んだ時に、彼女は、「その代わりに、誰とどんな話をしてきたのか教えてほしい」と交換条件を出してきた。ウネン達が、昼飯を食べに宿に帰る、としか言わなかったにもかかわらず、である。
「勘がいい子だよ。そりゃあ、あの魔術師も遠ざけておきたくなるだろうさ」
　そう言ってモウルは薄く笑った。



　
　一旦宿に戻った三人は、昼飯に昨日ワタカに貰ったパンを齧りながら荷物をまとめた。町を出る準備を終えてから、ロミに会いに行く計画なのだ。
　ロミは、今日は羊の放牧には午後からあたるとのことだった。いつもならば羊の世話は一日を通してロミの仕事らしいのだが、なんでも今朝は乳が出なくなった老羊を一頭屠ほふることになったため、午前の放牧を弟達に任せていたのだという。日が西の連山よりもこぶし二つ分上に来るまでは、三本楠の南側にいる、と彼女は別れ際に教えてくれた。
　首尾よく精霊についての聞き取りを終えたら、その足で次の町へ向かう。新月が近いが、急げば真っ暗になるまでには次の町に着くことができるだろう。そう言うモウルに、ウネンもオーリも「了解」と頷いた。
　
「もう出発しなさるんですか。もっとゆっくりしてらしたらいいのに」
　宿代の精算を終えたモウルに、宿の主人がすこぶる残念そうに唇を尖らせる。
「悪いね。でも、元々は一泊だけのつもりだったんだから、これで良しとしておくれよ」
「調べものとやらは、首尾よくいきなさったんで？」
「おかげさまで。実はあと一つだけ調べたいことが残ってるんだけど……」
　まるで旧知の仲のようにモウルと宿の主人が会話を弾ませていると、大音響とともに表の扉が開ひらき、仕立ての良い上着を着た中年の男が血相を変えて飛び込んできた。
「あんた達、一体、何をしてくれたんだ！」
　初対面のはずの男は、口角泡を飛ばして、ウネン達を順に見まわした。
「ゾルタンさん、どうなさったね」
　宿の主人が、男をなだめるように声をかける。それから、モウルに向かって男のことを紹介しようとした。
「この人は、町長まちおさの……」
「そんなことはどうでもいい！　あんた達、一体アルトゥルさんに何をした！」
　町長まちおさという男は、宿の主人を一蹴するなり、両のこぶしを振り回して咆えた。
「午後の礼拝の時間になっても、一向に出てこられないと思ったら、なんと、庫務所にこんな書き置きが……！」
　どれどれ、と、宿の主人が町長まちおさの手元を覗き込んだ。
「ああ、これなら俺にも読めるな。ええと、『残念ですが、私はもうこの町にはいられません。短い期間でしたが、お世話になりました。神の恵みが、常にあなたがたの上にありますように』って、ええっ、アルトゥルさん、ペリテを出ていったのかい？」
　驚きの声を上げる宿の主人に、アルトゥルの書き置きを押しつけて、町長まちおさは真っ直ぐにモウルに詰め寄った。
「あんた達、さっき北の畑で、アルトゥルさんと何か言い合っていたそうじゃないか！　一体アルトゥルさんに何を言ったんだ！」
　町長まちおさの言葉を聞いたウネンは、密かに安堵の溜め息をついた。アルトゥルの所へロミを連れて行かなくて、本当に良かった、と。
「何を、って、魔術について教えを乞うていただけですよ」
　モウルがしれっと口から出まかせを言う。
　根拠があるのか無いのか、町長まちおさが「嘘をつけ！」と反駁した。
「よそ者の言うことなど、信用できるものか！」
　どうやら根拠など何も無いらしい。
「アルトゥルさんは、自分だってよそ者だ、と仰ってましたけど」
「あんたは、ここで何も為しちゃあいないじゃないか！」
　どこかで聞いたことのある文言が町長まちおさの口から飛び出してきたことで、モウルの目が、刹那、見開かれた。
「あー、あれ、僕を排除するためのキーワードだったんだ……」
　大切なのは、ここで何を為したか。そう言って微笑むアルトゥルの顔がウネンの脳裏にも甦る。
「ああ、これからどうやって、何を頼りに生きていけばいいんだ……！」
　町長まちおさは、ひとしきり文句を言った次は、頭を抱えて嘆き始めた。
「近隣の町や村と同じように、普通に生きていけばいいんですよ。二年前はそうだったんでしょう？」
　モウルが律儀に応対するも、町長まちおさはまったく耳を貸さず、勢いよく顔を上げて、今しがた自分が入ってきた扉を振り返った。
「待てよ、そういえば少し前にコペッツの連中がアルトゥルさんに声をかけていたな……。もしかしたら奴らの仕業か……」
　コペッツとは、ペリテの南隣、三日前にウネン達が通ってきた町の名だ。
「奴らの仕業、って、証拠でもあるんですか？」
「そういうことなら、すぐにでもアルトゥルさんを奪還しに行かねば！　あの人のために礼拝堂まで建てたのに、冗談じゃないぞ！」
　モウルの言葉など聞こえていない様子で、町長まちおさは来た時と同じ猛烈な速度で宿屋を飛び出していった。
「なんだか全然話が通じてなかったけど、大丈夫かな、あの人……」
　ウネンの呟きにオーリの溜め息がかぶる。
「週に一度の『ご褒美』がもらえなくなったら、そのうち毒も抜けるでしょ」
　モウルが他人事といわんばかりに肩をすくめた。
　
「さて、これからどうしようか、ね……」
　物言いたげにモウルがウネンとオーリを交互に見やる。
　ウネンは傍らのオーリを振り仰いだ。
「この状況でぼく達がロミに会いに行けば、彼女に迷惑がかかるよね」
「だな」
　頷き合う二人に向かって、モウルが上ずった声を上げた。
「それはそうなんだけど、でも、ちょっとよく考えてみようか。髪の色が変化した精霊使いの話なんて、この機会を逃したら、もう二度と聞けないかもしれないんだよ？」
「ロミの家の農場が通り道にあるなら、『おや偶然』とか言えるかもだけど」
「進行方向とは反対側にあるからな……」
　ちょっと待ってよ何か打開策はあるはずだ、と、しばし考え込んだのち、モウルは「そうだ」と指を鳴らした。
「彼女にこっちに来てもらうとかさ」
「俺は使いには行きませんよ。ややこしいことになるのは御免ですから」
　即座に宿の主人が横から口を挟む。
　モウルが恨めしそうに唸り声を漏らした。
「神と精霊と魔術の関わりについて、新たな事実が判明するかもしれないってのに」
「それじゃあ、しばらくゆっくりとうちに滞在なさって、町の皆が落ち着いた頃に、ロミちゃんに会いに行くとか……」
　なんとも商魂たくましい申し出に、モウルが「そんな時間の余裕は無いよ」と呻く。
　と、躊躇いがちな靴音が表に聞こえたかと思えば、扉がおずおずと開かれた。
　宿の主人が、「こりゃあ、儲け損ねたなァ」と悪戯っぽく笑う。
「噂をすれば、だ。ご無沙汰だねえ、ロミちゃん。今日はわんこは一緒じゃないのかい。珍しい」
　ロミが、硬い表情で頷いた。
　
　ペリテの町を出てすぐ、街道の東側にある丘を越えた所へとロミは三人を誘いざなった。この辺りはロミの叔父の家の土地ということで、新芽の季節には時々ここまで羊を連れてくることもあるらしい。ここならばあまり人目や人の耳を気にせずに済むと思う、と、ロミは一面の草原を見渡した。
「あなたの言葉が気になって仕方がなくて、兄に羊の番を頼んで町へ来てみたら、アルトゥルさんがいなくなった、って、皆が大騒ぎしてて……」
　黒紅の髪を風になびかせて、ロミが正面からモウルを見つめた。
「やっぱり、アルトゥルさんが……？」
　やっぱり、と言うからには、ロミはウネン達が会いに行ったのはアルトゥルだと考えていたのだろう。モウルはいつになく神妙な顔で頷くと、遺跡で別れてからの出来事をかいつまんで彼女に説明した。
「それだけ君のことが、彼にとって脅威だった、というわけさ」
「こんな『役立たず』が？」
　淡々とした声は、自虐というよりも、ただ事実を述べているつもりのようだった。そうしてロミは、徐おもむろに坂の下に向かって大きく右手を振った。
　ウネンの耳が、か細い〈囁き〉を捉える。
　向こうのほうで草がざわりと揺れたかと思えば、斜面を風が駆け上ってきた。
「へえ、見事なものじゃない」
　モウルが楽しげに眉を上げる。
「風を呼んでも、必ず吹いてくれるとは限らないし、風を読もうにも、いつも教えてくれるとは限らない。いつだって気まぐれで、『期待外れ』て言われても仕方がないと思う」
「使い手は使い手、精霊は精霊、って、独立独歩な感じなのかな」
　そう言ってモウルが顎をさする。
　たまらずウネンは彼に問いかけていた。
「じゃあ、モウルと神様はどういう感じなの？」
「そうだねえ、真名まなを交わし合ったことで神とは一心同体、って言ったらいいのかな。術を使う時も、神にお願いをするというよりも、なんというか、頭の後ろから生えている三本目の腕を動かすみたいな感じ」
「皆目、見当もつかない」
　真顔で返すウネンに、モウルが「だろうね」と笑う。
　今度はロミが、少しだけ遠慮がちに質問を口にした。
「真名まな、とは？　真名まなを交わす、とは？」
「真名まなとは、その人の〈いのち〉みたいなものさ。神と魔術師は、相手の真名まなを知ることで、互いに〈いのち〉を預け合っている、と言えるかな」
　魔術の話をする時の常で、モウルは実に楽しそうに頬を緩ませた。
「僕の場合は、見晴らしの良い崖の上に立って、風に流れる雲を見ている時だった。突然、雑然とした世界が澄み渡って、『何か』が僕の中に入り込んできたんだ。
　胸の奥の、〈たましい〉とでも言うべき、僕の核を成すものに、『何か』が触れた瞬間、『何か』は震え、その振動が〈ことのは〉となって、僕の〈たましい〉に注ぎ込まれるのが分かった。それが、『何か』の――神の――真名まなである、と知ると同時に、僕の〈たましい〉もまた神の真名まなと共鳴し、響きが〈ことのは〉となって神へと伝わっていくのを感じた。
　誰に教わったわけでもないのに、ああ、今、僕は神と真名まなを交わしたんだ、って、確信した」
　熱に浮かされるように語り続けていたモウルが、そこでふと息を継いだ。それから、静かな眼差しをロミに向けた。
「以来、ずっと、傍らに神の存在を感じている。いついかなる時も」
　モウルの視線を、驚きに見開かれた黒紅の瞳が受け止めた。
「私の時と、似ている」
　喘ぐように大きく息を吸って、ロミは話し始めた。
「あの時、私は、羊の番をしながら、なんとなく西の空を見ていた。真っ赤に染まった大きな夕日に手が届きそうな気がして、思わず両手を差し伸べたら、突然、『何か』が自分にぶつかってきたような気がした」
　ロミの右手が、胸元で固く握りしめられた。
「『何か』が、私の中に入ろうとするのが分かった。怖かった。たぶん、来ないで、と叫んだと思う。酷く寂しそうな気配を感じた次の瞬間に、私は気を失ってしまったようだった。気がついた時には家の中で、『何か』はもうどこにもいなかった。でも、時々傍らに『何か』の存在を感じる……」
　微かな、微かな〈囁き〉が、ウネンの耳元で踊る。風がロミの髪を揺らすとともに、ロミの瞳が深みを増したような気がした。
「ちょっと思いついたんだけど」と一言断ってから、ウネンはおずおずと皆の顔を見まわした。「もしかしたら、精霊も神様も、実は互いに似たような存在で、ただ、人間との結びつき方によって、その人が精霊使いになったり、魔術師になったりする、とか……？」
　ロミは、「何か」と真名まなこそ交わさなかったが、傍らにその「何か」の存在を感じているのだという。しかも、その邂逅を経て、彼女の髪の色は黒に近い色に変わったのだ。
「〈かたえ〉ではないが、傍かたえにある者、か……」
　ふうむ、と、モウルが腕組みをする。
　ロミが、ぽつりと問いをこぼした。
「真名まなとは〈いのち〉みたいなものだ、って？」
「そうだよ」
「それでは神は、何人もの魔術師に〈いのち〉を預けている、と？」
　モウルは、まず目を見開き、それから愉快そうにウネンを見やった。「いつぞやの君と同じことを言っているよ」と。
　え？　と驚くロミに、ウネンは大きく頷いてみせて、そうしてあらためてモウルのほうに向き直った。
「だって、魔術師と神様が一心同体って言うのなら、なおさら、契約が一対一でないのは変だと思うよ」
　私もそう思う、と頷くロミに目顔で応えて、ウネンはなおも言葉を重ねる。
「クージェの城にいる時に、辞書を引いてみたんだけど、〈かたえ〉って言葉には『対になっているものの一方』という意味もあったよ」
「つまり、僕達魔術師は一人一柱の契約だと言うのかい？」
「分からないの？」
　ロミの問いに、モウルがそっと眉をひそめた。
「君は、お前はいかなる存在か、と問われて、明確に答えを出すことができるかい？」
　
　赤みを増した太陽が西の空を滑り落ちてゆく。
　街道に降りてきたところで、ロミがつと足を止めてウネン達を振り返った。
「昼に、遺跡から帰ったあとで少し考えたんだけど」
　茜色をほんのりと頬に映して、ロミは訥々と口を開いた。
「私は、魔術師みたいに込み入ったことや難しいことはできないけど、それでも誰かの役に立てることはあるんじゃないかな、って……」
　ロミは、三人から微妙に視線を外しながら語り続ける。
「収穫した麦の穂を乾かす時に、風を呼んだら、父さん達がすごく喜んでくれたんだ。だから、畑のことをもっとよく知れば、もっと役に立つことができるんじゃないかな、って……」
　唇を強く引き結び、それからロミは、真っ直ぐに視線を合わせてきた。ウネン達一人一人に、順番に。
「畑だけじゃなくて、それ以外のことでも。色んなことを、もっとよく知れば」
「ロミならできるよ、きっと」
　心の底からの思いを、ウネンは言葉に込めた。
　はにかんだ笑顔が、みるみる夕焼け色に染まった。
　
　農場へ帰るロミを見送ってから、いざ北へ、とウネン達は歩き始めた。
「町の人、早く元に戻ったらいいな……」
　ふとこぼしたウネンの呟きに、あっけらかんとしたモウルの声が応える。



「精霊使いの彼女に対する風当たりなら、元凶の音使いがいなくなったから、早々に収まるでしょ。パン屋の子も頑張ってくれるだろうし、心配することはないんじゃないかな」
「あの娘も、自分が独りじゃないということが分かったようだし、な」
　オーリが、そう言ってちらりと背後に目をやった。その眼差しが、ロミではなくどこか遠い所に注がれているような気がして、ウネンは内心で首をかしげる。
「それにしても、あの音使いには、本当にがっかりだよ」
　モウルが、鬱憤を晴らすように罵倒語を連発したのち、全身で溜め息をついた。
「兄さんと似てる、なんて、少しでも思った僕が馬鹿だった」
「そういや、お兄さん達とは十六年間一度も会ってないの？」
　ここぞとばかりに、ウネンは気になっていたことを訊いた。
「年に一、二度、里に手紙は送ってくるんだけどね」
「モウルから手紙は出さないの？」
「相手はあちこちふらふら旅しているんだよ？　こちらから手紙なんて送れるわけないでしょ」
　ああそうか、とウネンは素直に頷いた。
「どこかでばったりお兄さん達に会えたりしないかな」
　怪訝そうな表情を浮かべた二人を前に、ウネンは思いつきを披露する。
「そうしたら、お兄さんに、モウルが魔術師になったことを報告できるじゃない」
　目を丸くするモウルの横で、オーリがにやりと笑みを浮かべた。
「こいつは、まさしくそれを目的に、ヘレー探索の任務に手を上げたみたいだからな」
「僕の許可なく勝手に喋らないんじゃなかったっけね、オーリくん」
「俺の想像だったんだが、当たっていたのか」
　涼しげに嘯うそぶくオーリを、モウルが唸りながらねめつける。
　一際深い嘆息ののち、モウルはようやくいつものすまし顔を取り戻すと、「それよりも」と、話題を変えてきた。
「彼女が精霊を呼んでいる時、例の〈囁き〉とやらは聞こえたんだ？」
「うん。聞こえる、っていうか、感じる、っていうか、震える、っていうか」
「で、祈祷師の時も似たような感じだった」
「うん」
　ふむ、と少し考え込んでから、モウルがそろりと口を開いた。
「彼女が精霊使いになった時の話や、彼女の髪の色が変化したことを考えると、精霊使いと魔術師は、『それぞれ深さは違えど、ともに神と結びつくものである』という仮説が立てられる。その上で、祈祷師と精霊使いが似たような存在らしいとなれば、君が生まれた時に祈祷師が聞いたという言葉は、神に関わるものである可能性が出てくるわけだ」
　モウルのあとを引き取って、オーリが口重くちおもに言葉を継ぐ。
「『ウネン、エンデ、バイナ』というのは、里の古い言葉で『真実はここにある』という意味だ」
　その刹那、耳鳴りがウネンを襲った。
　――ここにあるは、我らを守りしもの……
　消えゆく声に重なって、もう一つの声が、パヴァルナの町外れで聞いた言葉が、今、明瞭にウネンの胸を貫いた。
　――そう、真実は、ここにある……！








第八章　　追いすがる過去




　
　曇天に水鳥の鳴き声が響き渡る。
　昼前にチェルナ王国最北の町ラーコスを出たウネン達を待ち受けていたのは、一面の葦原だった。
　街道の両側に生い茂る葦はウネンの背よりも高く、まるで迷路の中を歩いているかのようだ。辺りを風が吹き抜けるたびに、枯れ草色の壁が一斉に波打ち、葉擦れの音が泥の臭いをかきまわす。
　だだっ広い湿地の中を、乾地を辿るようにして曲がりくねって伸びる街道は、あちこちを盛り土や石で補修されていたが、町から遠ざかるにつれ、路面は轍わだちに切り刻まれ、ぬかるみが靴や脚絆を容赦なく汚した。
　途中、深い水たまりに荷馬車の車輪を取られ立ち往生している五人組を手助けした縁で、ウネン達は彼らとともに北を目指すことになった。
　五人の内、三人は商人が雇った護衛だという。年輩のほうの商人曰く「この辺りは足場が悪いせいか、さほどでもないが、次の町からその先の街道では、しょっちゅう山賊が出るんだよ」とのことだった。
　日が傾き始めた頃になって、足元の状態は格段に改善された。石積みが道の縁へりをしっかりと固め、目立つ水たまりは砂利で埋められている。そろそろラシュリーデン領に入ったのだろう。
　ほどなく、葦の壁が突然途切れ、目の前に眺望が広がった。
　広々とした草原の向こう、皿を伏せたような山が幾つも連なっている。黒々と茂る木々に黄や赤の葉色が僅かに交じる、その手前、高い城壁に囲まれた町が見えた。
　
　国境の町に相応しく、リッテンの町の城壁は実に堅牢だった。町の規模はともかく、守りのほどは、チェルナの王都クージェにも匹敵するかと思われた。
　町の門には、八人もの門番が詰めていた。全員が紋章入りの革鎧を着用しており、腰には長剣を携えていた。
「この辺りはズーデン辺境地区っていって、確か、ナントカっていう猛将が治めているんだけど、それにしても随分な気合いの入りようだね」
　相変わらずモウルは、地名は覚えても人の名前は覚えない。
　じっと門番を見つめていたオーリが、「いいや」とモウルに異を唱えた。
「王冠をかぶったヒグマの紋章――ラシュリーデン王家の兵だ」
「え？　それって、一体どういう意味？」
　ウネンが問うた時、二人の門番が三人のほうへと近づいてきた。
「お前達も、こちらへ来い」
　門番が指し示す門の横、城壁にへばりつくようにして建てられた詰所に、先ほどまで一緒だった商人一行が連れていかれるところだった。詰所の扉が開ひらくと同時に、中から「いつまで待たせるんだ」との苛いら立たしげな男の声が響いてくる。見れば、詰所の脇には二台の荷馬車が停められており、ウネン達とともに来た馬車が、今新たにその横に並べられようとしていた。
「通行手形って、前回はそんなもの必要なかっただろ。次の鐘が鳴ったら俺は行かせてもらうからな！」
「なんだと？　ベデカー様、いや、国王陛下に歯向かうつもりか！」
　詰所から聞こえてきた声を受けて、モウルが「ああそうそう猛将ベデカーだ」と小声でウネンに囁く。それから、傍にやってきた門番に、朗らかな笑みを向けた。
「先客がいるみたいだけど、もしかして、町に入る手続きの順番待ち？」
「そうだ」
「国境くにざかいの町ともなれば、手間もかかって当たり前だよねえ。本当にお疲れさまです」
　文句を言われこそすれ、まさかねぎらってもらえるとは思っていなかったのだろう、門番は大きく目を見開いてから、「ああ」と僅かに目元を緩めた。
「具体的に、僕達はどんな手続きをせねばならないんだい？」
「人数とそれぞれの名前、そして町に入る目的、商材や資材など持ち込む物を申告してもらう」
「それらを書類にまとめて、実際の荷物を確認して、通行手形を作る、って感じ？」
　流れるようなモウルの喋りに引きずられてか、強面こわもての門番の口調が少しずつ砕けてきた。
「ああ、まさにそのとおりだよ」
「で、もしかしてさっきの人は、それを待ちきれなくて怒ってるわけ？」
「そうなんだ」
　本当にお疲れさまです、と、モウルが溜め息をついて詰所を見やる。
「馬車いっぱいの荷物の確認なんて、ものすごく面倒な作業だよね。商人がひっきりなしにやってきたら、人手なんてすぐに足りなくなるだろうし。それぐらい解らないかねえ」
　二人の門番は、互いに苦笑を浮かべて顔を見合わせた。
「それが、なかなか解ってもらえなくてね」
「皆が君みたいに理解がある人間なら、助かるんだが」
　同情の眼差しで門番を見つめるモウルの横で、ウネンはひたすら真顔を意識していた。モウルの口の上手さに、感心半分あきれ半分で。
「それ以前に、書類を作るのも簡単じゃないですもんね。……って、そうだ、いいことを思いついた。せめて僕らの分の書類は、自分達で書きましょうか？　僕らは別に商売しに来たわけじゃないから、調べるべき荷物もありませんし。少しでも皆さんの手助けができたら、って思うんですけど……」
「何、君達は文字が書けるのか」
「それなら、書記殿の手間も少しは省けるな。何しろ、現時点でまだあと五組も残っているから……」
　
　かくして、五組分の順番を飛び越して、まんまと一足早く通行手形を手に入れたモウル御一行は、無事にリッテンの町なかへと足を踏み入れた。
　日はとっくに山向こうに沈み、一般の店屋は次々と鎧戸を閉め始めている。宿を探して大通りを颯爽と歩くモウルのあとをついていきながら、ウネンはきょろきょろと忙せわしく辺りを見まわした。
「どうした」
　やや後方から、オーリの声が降ってくる。
「門の警備がすごく厳重なわりに、内側はごく普通の町なんだなあ、って思って」
「二年前に通った時は、外側も普通の町だったな」
　オーリの言葉を補足するように、先を行くモウルがちらりと背後を振り返った。
「頑丈な城壁といった『器』は以前と変わりないけれど、確かに『中身』は随分強化されてるね。あんな沢山門番なんていなかったし、通行手形なんてものも無かったから」
「へえー。二年の間に何があったんだろう」
「さあね。でも、二十年前に今の王が国をまとめて以来、ラシュリーデンという国は随分目まぐるしく変化しているからねえ」
　モウルが心持ち歩く速度を緩めて、ウネンの横に並んだ。
「特にこの十年間で、この国は飛躍的に機械技術を発達させてきているんだ」
「機械技術？」
「水力を利用するのは今までとは変わらないけれど、全体的に大掛かりになってきたと言ったらいいのかな。五年前には、王都の少し下流に大きな製紙工場を建てていたね。カォメニ紙に比べたらまだまだ紙の質も悪いけれど、生産量が増えたせいで、じわじわと市場を占める割合も増えてきている。あとは、機織り工場や大規模な製材所を新設したとか、製鉄用の新型高炉を開発しようとしているとか……」
　と、そこで一度言葉を切ってから、モウルは思わせぶりに目を細めた。
「眉唾だけど、雷を使って金を創り出す研究もしているとかいないとか……」
「馬鹿な。神々の怒りに……ッ」
　うっかり例の口封じの術に抵触してしまったのだろう、オーリが呻き声を上げて頭を押さえた。
「大丈夫か」と気遣ってみせるモウルの目が、「計画どおり」と言わんばかりに得意げに輝いている。
「お前……、今の、まさかわざと俺に……」
「え？　何のこと？」
　怨嗟の籠もったオーリの声を、モウルが爽やかな笑顔で弾き返す。
　大きな溜め息を吐き出しながら、ウネンは二人の間に割って入った。
「ねえ、前にオーリが言ってた、人の世を滅ぼすのって、もしかして神々が？」
　途端に、二人が揃って口を真一文字に引き結んだ。
　是。
　そういうことか、と、ウネンは胸一杯に大きく息を吸い込んだ。
「ある特定の知識が、直ちに人の世を滅びに導くというわけではなく、神が、その知識を嫌って人の世に鉄槌を下すというのなら、ノーツオルスがやっきになって情報統制しようとするのも納得がいく」
　ウネンの言葉を聞き、オーリとモウルは互いに顔を見合わせると、にやりと笑う。
「これは……、ヘレーさんも楽しかっただろうな……」
「ああ。〈誓約〉をここまで迂回できるとはな」
「じゃあ、あのペリテの遺跡、空を往く船を造った文明は、神によって滅ぼされたってこと？」
　身を乗り出すウネンを右手一つで軽く押しとどめ、モウルが口の端はを引き上げた。
「君が更なる思索を続けられるよう、できる範囲で協力は惜しまないつもりだけどね、とりあえずその前に、今日の宿を探そうか」
　
　いつもどおりに大人二名に子供一名で中堅宿屋に部屋を一つ確保できた三人は、晩御飯と情報を求めて手頃な酒場に繰り出した。
　モウル曰く、町の門番達にヘレーのことを尋ねたところ、一名が「そう言えば」と心当たりを語ってくれたという。
『春ぐらいだったかな。薬売りではなくて医者だというから、珍しいなと思った記憶があるよ』
　とはいえ、彼らが日に何人もの通行人をさばいていることを考えると、その証言は甚だ心許ないと言わざるを得ない。
　おそらくヘレーは、路銀を稼ぐためにこの町でも診療行為を行っているはずだ。人の集まる場所で聞き込めば、きっと有意義な情報が手に入るだろう。そういうわけで三人は、大通り沿いにある「長靴に嵌まったヤマゲラ」亭へとやってきた。
　殆ほとんどの店屋が店を閉め、どっぷりと闇に沈んだ町角に、微かに響く賑やかな声々。鎧戸の隙間からは、明かりとともに酒と料理の匂いが漏れてくる。ウネンが「長靴に頭を突っ込んで足と尾羽しか見えなくなったヤマゲラ」の看板を見上げながら「この鳥がヤマゲラである必要はどこにあるのだろうか」と考えている横で、モウルが店の扉に手をかけた。
　扉をあけるなり、煌々とした明かりが街路に溢れだした。同時にウネンの顔面を打つ、大勢の喧騒、人いきれ。少し遅れて、むっとするほどの酒の臭いが、怒濤のごとく押し寄せてくる。
　思わず息を詰めたウネンを、モウルが気遣わしげにちらりと見やったその時、体格のよい髭もじゃの男が二人、戸口の向こうに姿を現した。
「いいか、明日の朝、赤星が沈むまでに広場前だ。少しでも遅れてみやがれ、ぶっ飛ばすからな！」
　髭男達は店の中の誰かに濁声でそう言い放つと、ウネン達のいる出入口へと肩をいからせて向かってきた。
　間一髪モウルが扉の陰へと身を避ける。だが、あとに続こうとしたウネンはあえなく先頭の髭男にぶつかられ、後方へと大きく吹っ飛ばされた。
　悲鳴を上げることすらできず後頭部から地面へ倒れ込むウネンを、オーリの大きな手が受け止める。
「ガキがこんなところでウロチョロしてんじゃねえよ！」
　気をつけやがれ、と口々に吐き捨てて、髭男二人は町の門のほうへと歩いていった。
「自分からぶつかってきておいて『気をつけろ』とか、随分いい度胸じゃない」
　モウルが昏くらい瞳で髭男達の背中を見やった時、店の中から「すまん、すまん」とやけに暢気な声が聞こえてきた。
　酒場の入り口に立ったのは、背の高い一人の青年だった。体格も髪型もオーリとよく似ているが、人懐っこい瞳や屈託のない笑みは、実にオーリと対照的だ。そして何より彼の髪は、戸口から溢れる店の明かりを僅かたりとも映していない。
　大柄な魔術師は、もう一度「すまんなあ」と繰り返して、それから中腰になってウネンの顔を覗き込んできた。
「勘弁してやってくれや。あいつら、ちょっと機嫌悪かったみたいでな」
「マルセル」
　どうやらマルセルというのがこの魔術師の名前らしい。背後から投げつけられた怒気を含んだ呼びかけに、反射的に背筋せすじを伸ばした魔術師は、悪戯を見つかった子供のような表情でそろりと戸口を振り返った。
　マルセルの後ろから現れたのは、モウルよりも一回り小柄な青年だった。薄い胸に細い腕。だが、彼の腰にさげられているのは、紛うことなき鋼の長剣だ。
「これから一緒に仕事をしようって人間が、寝坊する気満々で話を進めようとしたら、普通、機嫌も悪くなるだろ」
「だってよ、夜明け前から人捜し、って、捜す相手もまだ夢の中だぜ。ていうか、おい、テオ、見ろよ、魔術師に剣士だ、あいつらやめてこっちと組まねえ？」
「この人達が仕事を探しに来た人だとは限らないだろうが」
　テオと呼ばれた小柄な剣士が、冷ややかな目でマルセルを見やる。
　呆然と事態を見守っていたモウルが、我に返ったようによそゆき顔を作った。
「あー、ええ。残念ながら、僕らが求めているのは、食事と、あと、尋ね人の情報です」
「なんだよー、あんたらも人捜しかよー、最近流行ってんのか人捜し」
　マルセルが見事なまでに唇を尖らせた。
「あいつらも、こっちが野獣退治の人手を探してる、っつってんのに、『こちらの人捜しを手伝ったら、そっちの仕事も手伝ってやる』つってさ、気がつきゃあいつらの仕事を先にしなきゃなんなくなってるし、なんか足元を見られてるような気が……」
「足元見られまくってるね」
「やっぱ、こっちと組んで……」
「俺は、契約違反で『ぶっ飛ば』されたくないんで。ていうか、そちらさんは仕事を探しているわけじゃないって言ってただろ」
　ウネンもオーリも、モウルまでもが唖然と見守る中、大きな魔術師と小さな剣士は軽快に会話を繰り広げている。
「ほら、寝坊しないように、さっさと帰って寝てくれよな。さあ、ほら」
　お騒がせしました、と会釈をしながら、テオがマルセルの背中をぐいぐいと押して去ってゆく。
　ウネン達三人は、ただひたすらあっけにとられて風変わりな二人を見送った。
　
　朝まだき、宿の裏庭にある鶏小屋の前にウネンは立っていた。チェルナ王に貰ったあの杖を両手で身体の前に構え、真剣な表情で前方を見据える。
　彼女の視線の先にはオーリがいた。短剣を擬した、長さ四十センチほどの木の棒を左手に握り、挑戦的な眼差しをウネンに注ぐ。
「いくぞ」
　宣言と同時にオーリの右足が地を蹴った。またたく間も無く、躊躇いも無く、彼はウネンの懐へと踏み込んでくる。



　ウネンは反射的に後方へとあとずさった。だが、後退する速度が前進のそれに敵うはずもなく、ウネンは為すすべもないまま一撃を覚悟して身を固くする。
　王都クージェを発って以来、少しずつではあったがウネンはオーリから杖術を教わっていた。「敵が至近距離に踏み込んできた場合、後ろに下がって距離を保とうとするよりも、左足を軸に転身して間合いをとれ」というオーリの教えも、それなりに身についてきていた、はずだった、のに、これまでになく速いオーリの動きを前に付け焼き刃が露呈してしまったというわけだ。
　喉元に棒を突きつけられ、ウネンは唇を噛みながら両手を上げた。
「オーリの本気にぼくが勝てるわけないよ」
「本気を出してほしいのか？」
「ええっ、今の本気じゃなかったの？　昨日よりも倍ぐらい速いような気がしたけど」
　ウネンが心の底から驚きの声をあげれば、オーリの口角が微かに上がる。
「まあ、確かに今のは俺も少し調子に乗った」
　そうして、オーリは再び短剣ならぬ木の棒を身体の前に構えた。
　ウネンも慌てて杖を握り直す。
　一切の予告も予備動作もなしで、再度オーリがウネンに木の棒を打ち込んできた。
　先刻の一撃の直後だからだろうか、ウネンにはこの攻撃が普段よりもゆっくりと感じられた。これならいける、とウネンは一息に杖を振るう。
　杖の先が見事にオーリの籠手を打った。が、次の瞬間、木の棒を放したオーリの手が、手首を返すようにしてウネンの杖を掴み取った。
　そのまま杖ごと前に引き倒され、あえなくウネンはころんと地面に転がされる。
「攻撃を完全に殺すまでは、気を抜くな」
「は、はい……」
　おそらくオーリは、杖の引っ張り方にも何か配慮をしてくれていたのだろう。怪我一つ無くウネンはよいしょと立ち上がった。
「なんだか急に練習の難易度が上がったような気がするんだけど」
「昨日酒場でお前も聞いただろう。山賊の話を」
　このリッテンの町は、猛将ベデカーが睨みをきかしているお陰で比較的治安も良いが、次の町とその周辺には、十人から二十人ほどの規模の山賊集団が少なくとも二つは存在するらしい。
「大人数に一時いちどきに襲いかかってこられると、流石に厳しいからな」
「足手まといでごめん」
「そうならないために、今こうやって頑張っているんだろう」
　うん、と、ウネンは奥歯を噛み締めて頷いた。
「この一箇月半で、お前も随分と杖の取り扱いに慣れてきたと思う。そろそろ、実戦に向けた練習も交えていこう」
　そう言ってオーリは、木の棒を手に腰を落とす。
「とりあえず、今からの攻撃を片っ端から弾き返してみろ」
「え、あ、ちょ、そんな、急にっ」
　目を白黒させるウネンに向かって、オーリが心持ち楽しそうに口の端はを上げた。
　
「敵が長剣の場合は、まともに打ち合おうとするな。逃げろ。勝ち目がない」
　日の出を迎えて活気づく宿、ウネンとオーリは裏庭の隅に場所を移して一息ついていた。
「オーリでも逃げる？」
「いいや。俺なら剣を奪う」
　オーリは、うむ、と何事か思案したのち、短剣代わりの棒をウネンに手渡した。
「剣のつもりで構えてみろ」
　一方オーリはというと、棒と引き換えにウネンから受け取った杖の端を右手で、その端から三分の一の長さの所を左手で握った。そうして、右手を肩の高さに、左手を腹の前に、杖の先をやや下方に向けるようにして杖を構えた。
「思いっきり切りかかってこい」
　遠慮のないウネンの一撃を、杖で受け止めるのかと思いきや、オーリは右肩を引くようにして攻撃を右体側たいそくに流した。同時に、棒を握るウネンの両手の間に下から杖の先を差し入れ、間髪を入れずに杖をねじる。
　て・こ・の原理でこじあけられたウネンの両手から、乾いた音をたてて棒が地面に落ちた。
「凄い！」
　鈍く痛む両手首をさすりながら、ウネンは何度も感嘆の声を上げた。
「本当に凄いなあ、オーリは！」
「まぁ、経験だけは長いからな」
　心なしか照れ臭そうに、オーリが僅かにウネンから視線を外す。
「どれぐらい？」
「そうだな、七歳ぐらいから、ずっと、か」
「そんなに小さな頃から？」
　七歳といえば、ヘレーとともにイェゼロの森に移り住んで一年、薬の蒸留炉も出来上がり諸々が軌道に乗り始めた頃か。そうウネンが自分のことを振り返っていると、オーリがぼそりと呟いた。
「居場所を……作らなければならなかったからな」
「え？」
　ウネンが驚いて顔を上げる。
「そろそろモウルの奴を叩き起こそう」
　オーリが、静かに背を向けた。
　
　ヘレーについての昨夜の酒場での成果は、あまり芳しいものとは言えなかった。誰も彼も「そういう旅人を見たような気がするような、しないような」と語るばかりで、まったく要領を得なかったのだ。
　もしかしたらヘレーは、先を急いでここでは患者をとらなかったのかもしれない。少なくとも、大々的には。
　心許ないとはいえ、モウルが既に町の門番の証言を手に入れている。念のために午前中一杯は町なかで聞き込みを行うとして、新たな情報が手に入ろうが入るまいが、午後には次の町へ出発することにしよう、と三人は互いに頷き合った。
　
　ウネン達は先ず、宿屋の近くの、小ぢんまりとした商店が立ち並ぶ一画へとやってきた。
　一件目の雑貨屋では望む情報は得られなかったが、店の主人の頼みでモウルが煙突に引っかかっている麻袋の切れ端を取っ払う、という一幕があった。
「いやー、つい先日に煙突掃除をしてもらったばっかりでなあ、風使いさんが来てくれて助かったよ」
　謝礼金とは別に、店の主人はウネンに小さな袋に入った干し葡萄をくれた。店を出たところで、ウネンは「仕事をしたのはぼくじゃないから」とモウルに小袋を渡そうとしたが、「君が貰ったんだから、君が持ってたらいいじゃない」「お前が食え」と二人に口々に返され、「ありがとう」と素直に上着のポケットに小袋を仕舞い込んだ。
　一軒、二軒、と、ウネン達はこれといった収穫の無いまま聞き込みを重ね、そうして訪れた五軒目は、古ぼけた店構えの古道具屋だった。入り口の左手にある細長い窓はぴっちりと閉めきられ、その代わりに八つある桟の間の全てには、円く波打つガラスが嵌まっている。
　頑丈そうな木の扉を押し開き、三人は暗い店内へと足を踏み入れた。
　窓ガラスを通した淡い日の光と、奥のカウンターに置かれたランプの明かりとが、埃っぽい室内をぼんやりと浮かび上がらせている。部屋の中央には、大人の腰ほどの高さの陳列台が二列。四方の壁には一面の棚。皿や鍋といった日用品から釘や蝶番などの部品、古着や古靴、象嵌が施された工芸品、得体の知れない石像などなど雑多なものが、棚や台はおろか床を埋め尽くさんばかりの勢いで並べられていた。
「いらっしゃい！　何をお探しですか！」
　店内の薄暗い雰囲気とはまったくもって対照的な、朗らかな声が奥から投げかけられた。
　赤茶色の髪の若い男が、人好きのする笑顔でウネン達のほうへと近づいてきた。
「あ、それか、何か売りに来た人かな？　なんでも買い取るよ、とは言えないけど、良さげなものならなんでも買い取るよ！」
「ご主人ですか？」
　確認せずにはいられなかったのだろう、モウルが遠慮がちに問いを発する。
　若い男は得意げな表情を浮かべて、自分の胸をどんと叩いた。
「そうだよ。この春に爺ちゃんの跡を継いだばかりなんだ。だってさ、枕元に呼ばれて『レヒトよ、賢くて聡明なお前になら、安心してこの店を任せられる』なんて言われたら、引き受けるしかないでしょ？　父ちゃんは『面倒な仕事を押しつけられて気の毒に』なんて言っちゃってくれてるけど」
「確かに、これだけの種類と数の品を扱うのは骨が折れそうですが、でも、素敵な店ですよね。何しろ、ここには沢山の人の思い出が詰まっている……」
　うっとりとした眼差しで、モウルは店内を見まわした。
　他人と話をするに際して、モウルは先ず相手を褒める。最初は他愛もないことでいい、相手が心地よく思う言葉を探すのだ。それから相手に喋らせる。それによって次なる話題への取っ掛かりが手に入るだけではなく、相手が話し好きの場合は特に、相手の警戒心を解とくこともできる、といった塩梅だ。
　だが、今回ばかりは、その作戦は失敗だった。
「そう！　そうなんだよ！　ここにある品物達には、全て、物語があるんだよ！」
　レヒトという名の店主は、かち色の瞳を輝かせ、陳列台越しにモウルのほうへと大きく身を乗り出してきた。
「例えば、そう、この貝のボタン。このボタンは、竜巻たつまき貝でできてるんだ。お客さん、竜巻貝って知ってる？」
　レヒトの視線を順に受け、三人は一人ずつ首を横に振る。
「じゃあ、どんな貝だと思う？」
「竜巻みたいな形をした細長い巻貝だとか？」
　モウルの答えに、レヒトは「んー、惜しい」と指を鳴らした。
「それがね、実は二枚貝なんだよ」
　実に楽しそうにレヒトは語り続ける。身振り手振り交えて生き生きと。
「竜巻貝は目が悪くてね。ある時、大海原を旅していて、うっかり空に迷い込んでしまった。同じ青い色をしているから、境目がどこだか分からなかったんだよ」
　大気中の粒子による青い光の散乱と、水による赤い光の吸収について口を挟みたくなったものの、ウネンはなんとか我慢した。
「で、ある時、下に陸地が広がっていることに気がついて、竜巻貝はやっと自分が空の上にいることに気がついた。これは困った、早く海に、下界に帰らないと。焦った竜巻貝は、いつも海の中で砂に潜る時のように、グルグルと回転しながら真っ直ぐに下へと降りてきた。でも、あまりにも急いでいたものだから、回転がすごい勢いになっちゃって、周りの風を巻き込んで、そうして竜巻を作ってしまったんだ。竜巻が通ったあとに貝が落ちていることがあるのは、そいつが竜巻を起こした張本人の竜巻貝だからさ」
「魚も竜巻で降ってくることあるらしいけど」
　幾分冷ややかな眼差しでモウルが問うと、レヒトが大きく眉を上げた。
「それじゃあ、今度は『竜巻魚』の話をしようか？」
「結構です」
　遠慮しなくてもいいのに、と呟いたのち、レヒトは手元の陳列台をあらためて指差した。
「で、その竜巻貝で作られたのが、このボタンってわけ。そんな貴重なボタンが、今ならたったのこの値段！」
　そこに並べられている乳白色のボタンには、横にある木のボタンの、実に十倍もの値段がついていた。
「高価たかいなー」
「だって、竜巻貝のボタンだからね！　そんじょそこらの貝じゃないからね！」
「そもそも僕らはボタンを買いにきたわけじゃないんでね」
　ようやく本題に入れる、とモウルが大きく溜め息をついた。
　が、そこに投げかけられる不穏な声。
「それなら、ちょっと待ってて。いいものがあった」
　言うやレヒトは奥の棚へ取って返し、何やらがさごそ物入れを漁り始めた。
「いや、だから、僕らは買い物に来たわけでは、って、ちょっと、もしもし、聞いてます？」
　主導権を取り戻そうと声を張り上げるモウルの横で、オーリが棚に陳列されていた手袋を試着している。自分にはレヒトの相手は無理だと考えて、全てをモウルに任せることにしたのだろう。
　ウネンも、モウルとレヒトの会話に参加することをすっかり諦めていた。流石に、店内をあちこち動きまわるのはモウルに対して気が咎めるし、下手をすればレヒトの接客に引っかかってしまう可能性があるから、おとなしくその場に留とどまり続けてはいるが、首と視線を精一杯周囲に巡らせて店内の様子を観察している。
　ふと、ウネンの視線が左手の棚の一角に吸い寄せられた。
　そこには、ちょっとした装身具の類が集められているようだった。髪留めに櫛、ストールやマントの留め具やピンなどが、小さな籠や箱を使って見易く並べられている。
　ウネンがその棚を食い入るように見つめていると、レヒトが「見つけた！」と勝どきの声をあげた。
　レンガよりも一回り大きな、随分と重量のありそうな箱状のものを、レヒトは傍らのカウンターの上にどっかりと置いた。
「じゃあさ、じゃあさ、これはどう？　つい先月手に入れたばかりの掘り出し物なんだけど！」
　好奇心にあっさりと負けた三人は、揃ってカウンターの傍へと近寄っていく。
「この中には、とある盗賊団から足抜けした男が命からがら持ち出した、巨大な宝石が入っているんだ」
　どうやらその箱は、石を彫って作られたようだった。表面は丁寧に磨かれ、どの面も見事な平面を出している。蓋の精度は素晴らしいものがあり、本体との隙間は殆ほとんど無く、水も漏れないほどぴったりと閉められていた。前面には鍵穴、背面には蝶番。その全てが同じ石から削り出されたようだ。
　真剣な表情で箱を見つめる三人を、レヒトは満足そうに眺めていたが、やがて芝居がかった調子で、またも「物語」を語り始めた。
「その男は、病気の母親に肉を食べさせてやりたくて、郷士の農場から豚を盗もうとしたんだ。ところが、運悪くその屋敷に押し入った盗賊団とかち合い、そのままなし崩しに盗賊達と行動を共にすることになってしまった。ええと、この辺りにも色々と劇的かつ感動的な出来事があるんだけど、この箱とは直接関係が無いから割愛するね。
　ともあれ、ある日、ようやく男に機会が巡ってきた。ほぼ全員が大仕事に出払っていたその日、たまたま留守番の一人だった男は、たまたま鍵があいていた宝物庫から、たまたま目についた大きな青玉サファイアを盗ってそのまま逃げ出したんだ。今度こそ彼は『豚を手に入れた（Schwein haben : 思いがけない幸運に出くわした）』ってわけさ。
　でも、盗賊達もまるっきりの間抜けではなかった。男が逃げたことに気がつくや、彼らは大仕事を放り出して全力で男を追いかけた。おめおめと足抜けされたばかりか、獲物を奪われたとなれば、盗賊団の沽券に関わるからね。
　とうとう男は山一つ越えた山の中で盗賊達に追いつかれてしまった。夜陰に乗じて身を隠すも、大勢の追っ手の前に、見つかるのは時間の問題だと思われた。



　男が死を覚悟した時、向こうの木の蔭で何かが光るのが見えた。松明やカンテラの光ではない、青白くて、とても清らかな光だった。
　男は、ふらふらとその光のほうへと近づいてみた。
　そこにあったのは、山の神の神庫ほくらだった。小さな祠ほこらの前にあった石の祭壇が、まるで蛍石のように淡く光っていたのさ。
『山の神よ、どうかお助けください』
　少しばかり虫がよすぎるとは思うけど、お願いしたくなる気持ちは分からないでもないね。
　すると、なんと神様がその祈りに応えてくれたんだ。
『いいだろう。わたしの為に、お前の人生を捧げてくれるのならば』
『それは困ります！　俺はふるさとにいる病気の母さんを助けに帰りたいんだ！』
　そうこうしている間も、盗賊達の怒鳴り声があちらこちらから迫ってくる。絶体絶命というところで、しかし男は閃いた。
『神よ。俺のこれまでの人生は愚かしいものでした。俺は自分の愚かな行いのせいで人生の全てを棒に振ってしまい、手元に残ったのはこの宝石一つきりでした』
『そして、俺はこの宝石を使ってこれからの人生をやり直そうと思っていました。ですから、神よ。この宝石は、俺の過去であり、未来でもあるのです。俺は、これをあなたに捧げます』
　男が青玉サファイアを祭壇の上に置いた途端、祭壇がみるみる形を変え宝石を包み込んだ。それと同時に山鳴りが辺りに響き渡り、それを聞いた盗賊達は全員男のことを忘れてしまった。
　こうしてなんとか窮地を脱した男は、無事ふるさとへ帰って母親と再会することができた、というわけ。で、これがその青玉サファイアが封印された箱なのさ！」
　情感たっぷりな寸劇も交えてのレヒトの語りに、思わず聞き入ってしまっていたウネン達だったが、いち早く我に返ったモウルが顔をしかめて箱を指差す。
「でもさ、これ、よくできた石の彫刻じゃないの？　蓋の切れ目が少し奥で途切れているように見えるんだけど」
「そりゃあ、神様が、ほら、こう、石を粘土みたいにもりもりもりって変形させて作った箱だからね、本当の蓋である必要がないからさ」
「じゃあ、なんで鍵穴や蝶番があるのさ」
「神様は完璧主義だったんだよ。細かい所に迫真性を求め過ぎた。『神は細部に宿り給う』って言うだろ？」
　ああ言えばこう言う人間同士の舌戦ほど、不毛なものはないかもしれない。ウネンは密かに溜め息を押し殺した。
「ていうか、ここまで見事な加工技術のある石工いしくなら、その人の名前を出して売ってあげなよ」
「そりゃあ、俺だって知ってりゃそうするよ。でも、買い取った爺ちゃん自身も詳しく知らないみたいでさ」
　モウルの眉間に、一際深い皺が寄った。
「おじいさん？　先代の？　春に亡くなられたんじゃ？」
「生きてるよ？　この時間は父ちゃん達と畑に行ってる」
「ええっ？　でも、君、さっき『枕元に呼ばれて』って」
「え？　あんた、寝る時に枕使わないの？」
　レヒトが得意げににやりと笑う。
　ポカンと口を丸くあけたまま、モウルが絶句した。
　モウルのこぶしが小刻みに震えだすのを見て、ウネンはオーリとともにそうっと一歩あとずさる。
　張り詰めた空気に気づかないのか、気づくつもりがないのか、レヒトが屈託のない笑顔でモウルの顔を覗き込んできた。
「それよか、ねえ、今の話、どうだった？」
「……甚だ面白くない」
　モウルの声は、底の見えない淵を思い起こさせた。
「えー、この話、結構皆に好評なんだけどなー。じゃあさ、今の話のどこをどう直したら面白くなると思う？」
　レヒトの問いかけを振り払うようにして、モウルが勢いよく踵きびすを返す。
「ちょっと、お客さん。もう帰っちゃうの？　何か用があったんじゃ？　ねえ、お客さん、お客さーん」
　無言で扉に手をかけるモウルの代わりに、ウネンとオーリでレヒトに会釈を返し、そうして三人は古道具屋をあとにした。
　
「何なの。あいつ、一体何なの。『枕元に呼ぶ』って、普通は『いまわのきわに』ってことだろ。何が『寝る時に枕使わないの？』だ。勝手に毎晩死んでろ馬鹿」
　モウルが、ぶつぶつと文句を言いながら早足で角を曲がる。
　遅れないように小走りであとを追いかけていたウネンは、更に二ふた角進んだところで、とうとう我慢できずに足を止めた。
「ごめん、ちょっと待って」
　不機嫌極まりない顔でモウルが振り返る。
　オーリが「どうした」と話の先を促した。
「あのー、実はさっきの店で、ちょっと気になることがあって……」
「ぁあ？」
　モウルの口から怒気溢れる声が漏れるのを聞き、思わずウネンは背筋せすじをぴんと伸ばした。
「あ、いや、単なる勘違いかもしれないし、ぼく一人でささっと見てくるよ。すぐ戻ってくるから、モウルとオーリはここで待ってて！」
　早口でそう告げて、ウネンは来た道を戻りだした。
　薄暗い古道具屋の、装身具が並べられていた一角。ウネンはあの隅のほうに、見覚えのあるマントの留め具を見たような気がしたのだ。
　真鍮の台座に、小さな丸い緑色の色ガラス。モウルと店主のやり取りに気を取られたせいで確認せぬまま店を出てきてしまったが、もしかしたらあれはヘレーがいつも使っていたものかもしれない。
　息を切らして角を曲がれば、古道具屋の店の前に、さっきは無かった荷馬車が止まっているのが見えた。御者台には髭もじゃの男が一人、外套のフードを目深にかぶって俯いている。
　お客さんが来たのかな、と思いつつ、ウネンは馬車の横をすり抜けて古道具屋の扉をあけた。
　先刻と同じ薄暗い店の奥では、先刻とは違って、いかにもな悪人面をした男が二人、めいめい短刀を片手に壁際にレヒトを追い詰めていた。
　驚きのあまり声をあげることもできず、ウネンはただ息を呑む。
　次の瞬間、扉の陰に隠れていたもう一人が、ウネンの喉に短刀を突きつけた。
「騒いだら、殺す」
　カラン、と音を立ててウネンの杖が床に落ちた。
　男は邪魔そうに杖を部屋の隅へ蹴ると、レヒトを捕まえている二人に向かって顎をしゃくった。
「仕方ねえ、場所を変えるぞ。これ以上邪魔が入っては敵わねえ」
「了解」
「聞こえたか、兄ちゃんよ。そこの不運な小僧をぶっ殺されたくなければ、大人しく俺達と来てもらうぜ。ほら、両手を出しな」
　一人がレヒトを短刀で脅している間に、もう一人がレヒトの両手を縛る。それから同じようにウネンの両手も縄で縛り、仕上げに大きなマントを二人の頭からかぶせ、「外に出ろ」と脇腹に短刀を突きつけた。
　ウネン達が外へ出るなり、御者が荷馬車の脇に踏み台をおろす。
「黙って乗れ。余計な真似をすればズブリだぞ」
　レヒトが先に荷台に上がった。次いでウネンの番だ。
「おい、何か落ちたぞ」
　踏み台脇の土の上に、麻の小袋が落ちていた。開ひらいた口からは、干し葡萄が顔を覗かせている。
「ぼくの葡萄……」
「諦めろ」
　背中を小突かれて、ウネンはしぶしぶ荷台に乗り込んだ。これ以上時間を稼ごうとしても、力ずくで荷台に放り込まれるのがおちだ、と悟ったからだ。
「この兄さんが洗いざらい喋れば、二人揃って無事に解放してやるさ。そしたらご馳走をたらふく食べたらいい」
　何が楽しいのか、愉快そうに男達が笑う。
　ウネンに続いて男三人が荷台に座るなり、荷馬車は凄い勢いで走り出した。
　角を曲がる時に馬車が大きく揺れ、ウネンの脇腹にちくりと痛みが走った。短刀の切っ先が服の生地を突き破ったのだ。
「危ねえぞ！　気をつけやがれ！」
　御者が誰かに怒鳴っている。一縷の望みを抱いだいて、ウネンは顔を上げようとした。
「下を向いてろ」
　隣に座る男が、短刀を更にウネンの脇に押しつけてきた。
　切っ先が皮膚につぷりと刺さり、痛みと恐怖でウネンの身体が硬直する。
「死にたくなけりゃ、大人しくしておくんだな」
　激しく跳ね上がる荷台の上で、ウネンは唇を噛み締めた。
　
　ウネン達を乗せた荷馬車は、何度も角を曲がりながら忙せわしく走り続けた。
　使い古され荷台のあちこちが痛んだおんぼろの馬車は、ちょっとした路面の起伏にもぎしぎしと悲鳴を上げる。いっそこのまま馬車がばらばらに壊れてしまえばいいのに、とウネンは心の中で何度も呪いの言葉を吐き出した。
　深くかぶせられたマントの陰、俯かされているウネンの狭い視界の中、荷台の板の隙間から飛ぶように流れる地面が見える。
　ウネンは握り締めていた右手を慎重に緩めた。隣に座る男に分からないように、少し崩した胡坐あぐらの足の陰で、細心の注意を払って。
　実は、古道具屋で喉元に短剣を突きつけられた際、ウネンは隙を見てポケットの麻袋から干し葡萄を両手に握っておいたのだ。それを少しずつ、荷馬車が角を曲がるたびに荷台の隙間から落としていく。どうかこの葡萄が道しるべになりますように、と、祈りながら。
　古道具屋の店の前、まだ新しい轍わだちの横に残した麻袋。彼らならば、その袋の存在に、そして袋の中に殆ほとんど葡萄が残っていない意味に、気がついてくれるだろう。所詮は小さな干し葡萄、鳥に食べられてしまったり誰かに踏まれて土に埋もれてしまったりして、目印になる可能性が無いに等しいとしても、何もしないよりはずっといい。
　やがてウネンの両手が空になるのとほぼ同時に、馬車が何か大きな影の中に入って止まった。
「動くな。喋るな」
　左脇腹の短剣が、その存在感をいや増した。肌を刺す冷たい刃やいばの感触が、ウネンから勇気を奪い取る。
　悔しさから歯を食いしばるウネンの耳に、御者の、驚くほど愛想の良い声が聞こえてきた。
「お勤めご苦労さまですー」
「ああ、昨日に隣町から牛小屋の修理に来たって人達か。もう終わったのか」
「そのために人数集めて来たんですからね。おかげさまで叔父貴も大喜びでさぁ」
　ここが町の門であることにウネンが気がついた時には、馬車は再び動き出していた。影をくぐり明るい日の光の中へと、車輪を軋ませ躍り出る。
「さてと、悪いがちょいと目隠しをさせてもらうぜ。これは、お前らのためでもあるんだからな」
　いきなりマントをめくられて驚く間もなく、ウネンの視界はうす汚れたごわごわとした布で塞がれた。
「俺達のねぐらの場所をお前達に知られるわけにはいかないんでな」
「無用な殺生をしなくてすむように、協力してくれや」
　わざわざこんな手間をかけるということは、彼らは本当に用さえ済めばウネン達を無事に解放するつもりなのかもしれない。とは言え、何も確証がないまま安心するのは禁物だ。ウネンは封じられた視覚以外の全ての感覚を総動員して、周囲の状況を探ろうと試み続けた。
　
　延々と続く上り坂を走り続け、荷馬車はようやく目的地に辿り着いた。
　馬の足音が木の板――おそらくは橋――を渡る。前方からは、重たい物――これは門扉だろう――が巻き上げられる音が聞こえてくる。山道にさしかかって以来、木の葉や腐葉土を踏みしめ続けていた車輪が、久々に乾いた砂を噛む音がした。
　背後で門扉の下りる重々しい音が響き渡る。
　目隠しも両手の縛いましめもそのままに、ウネンは馬車から下ろされた。両脇を抱えられるようにして、何か建物の中へと連行される。
　段差に何度も躓きつつも進むことしばし、両脇の男がやっと足を止めた。
　ぐい、と頭を後方に引っ張られたかと思えば、目隠しが外される。
「ようこそ、黒龍団へ。俺が、団長のバルタザールだ」
　左目に眼帯をつけた壮年の男が、腕組みをした堂々たる姿勢でウネン達の前に立っていた。
「お前ら、ご苦労だったな」
　団長とやらは、壁際に下がった人攫い四人組を順に見回すと満足そうに口の端はを上げた。それから、不敵な笑みとともにレヒトの顔を覗き込んだ。
「あんたが、問題の古道具屋か」
　ウネン達が店を訪れた時はあれほど饒舌だったのに、レヒトは男達の襲撃を受けて以来、静かな眼差しでひたすら沈黙を守り続けている。
　ふん、と鼻を鳴らしてから、団長はレヒトに背を向けた。そうして正面の壁にかけられた黒龍の旗の前まで進み、誇らしそうに旗を見上げた。
「木の実が欲しいからって、俺は木ごと伐り倒すような愚かな真似はしねえ。実だけもげば、また次の実がなるんだからな。面倒がって殺しまくったり、根こそぎ盗みまくったりすれば、結局、回り回って俺達の懐に響いてくる。俺達は、白虎団の奴らみたいに馬鹿じゃあねえんだ。知性派の山賊だ。だから、あんたが俺の質問にきちんと答えてくれるなら、約束どおり家に帰してやろう」
　そう言って、山賊「黒龍団」の首領は再びレヒトを振り返った。
　凄みをきかせた低い声が、静まり返った部屋の空気を揺らす。
「マルコの奴はどこだ」
「それなんだけど」
　ここに至ってようやくレヒトが声を発した。気負いも何も無い、店でウネン達相手にさんざん喋りまくった時と変わらぬ朗らかな声で。
「店で訊かれてから、ずーっと考えていたんだけど、俺、マルコって奴、知らないかも」
　レヒトの答えを聞き、首領が苛いら立たしげに口元を歪ませた。
「お前に青玉サファイアを渡した奴だ」
「青玉サファイア？」
「とぼけてもらっちゃ困るぜ。しっかり調べはついてるんだからな。あんたの店が、裏切り者のマルコから青玉サファイアが入った宝箱を買い取った、ってな」
　その瞬間、ウネンとレヒトはともに目を見開いて顔を見合わせた。
「作り話じゃなかったの？」
　ウネンがひそひそと小声でレヒトに話しかければ、レヒトが同じくひそひそと言葉を返す。
「いよいよ現実が俺に追いついてきたか……」
「それより、目の前の現実をなんとかしようよ」
　無駄に前向きなレヒトの態度に、ウネンは溜め息を禁じ得ない。
「作り話でした、と言えば、許してくれるかなあ……」
　そう小声で呟いてから、レヒトはあらためて首領のほうに向き直った。
「ええと、とりあえず、そのマルコって人のことを教えてくれない？　もしかしたら、俺の知ってる話とは、たまたま似てるだけの違う話かもしれな」



「しらばっくれんじゃねえよ！　ここまで話の内容が一致していて、違うも何もあるものか！」
　レヒトの言葉が終わりきらないうちに、馬車でウネンの脇腹に短剣を突きつけていた男が、こめかみに青筋を浮かべて怒号を上げた。
「西の隊商を皆で襲うって日に、留守番のマルコが宝物庫から青玉サファイアをくすねて、そのまま逃げやがったんだ！　よりによって、もう買い手がついてた青玉サファイアを、な！　そのごたごたのおかげでその日の襲撃計画までパァになっちまったし、大損どころじゃねえんだぞ！」
　ああー、と、レヒトが声にならない声を漏らす。
　ウネンは、そうっとレヒトに囁いた。
「許す許さない以前に、この分だと、作り話だと絶対に信じてもらえないと思う」
　それこそ、持ち逃げした青玉サファイアとともにマルコとやらがこの場に現れない限り。これぞまさに「嘘から出た誠」。いや、「口は災いの門」のほうがこの事態にはふさわしいかもしれない。
「ちなみに、それっていつ？」
　レヒトが、怒鳴り声を上げた男を振り返った。
「三日前だ」
「じゃあ、俺は関係ないね。だって、例の宝箱が店に来たの、一箇月前だもん」
　レヒトの口調は普段どおりの飄々としたものだったが、よくよくその表情を見れば彼はやはり緊張しているようだった。こめかみのあたりには汗の玉が浮かび上がり、その瞳は時折微かに揺れている。
「嘘をつくな！　少なくとも五日前には青玉サファイアはまだ宝物庫にあったんだぞ！　ふざけるのもいい加減にしやがれ！」
　首領が「落ち着け」と、激昂する手下とレヒトとの間に割って入った。そうして、今度はやけに優しい声でレヒトに向かって語りかけた。
「なあ、あんた。あんな奴に義理立てすることなんて何もねえんだぜ。何しろあんたも立派な被害者なんだからな。あんたが奴に聞かされた話と違って、実際は山の神の祟りなんてなかったし、俺達はマルコのことを忘れちゃいねえ。山賊の上前をはねて追われているなんて言やあ、宝石が売れねえに決まってるから、あいつは口から出まかせで適当なことをフカシやがったんだ。あんたは騙されたんだよ」
　レヒトの眼差しが、また揺れる。
　唐突にウネンは気がついた。レヒトは緊張しているのではない、ということに。彼は今、山賊達の相手をすると同時に、何か考え事をしているのだ。
　レヒトの反応が今ひとつ薄いせいか、首領が一際大きな溜め息を吐き出した。それから、何やら目配せを一つ。
　即座に手下の一人がウネンの肩を乱暴に引っ掴んだ。これ見よがしに短刀を閃かせてから、その刃やいばをウネンの喉元に当てる。
　ウネンの唇からひきつれた声が漏れた。みるみる呼吸が浅くなり、心臓が早鐘を打つ。耳に膜でも張ったかのように、ざあざあと風が巻く音がする。こめかみで血管が脈動するたびに、その耳鳴りは大きく激しくなってゆく。
「無駄な殺生はしたくねえが、これであんたが口を割るってんなら、全然無駄じゃあねえよなあ」
　濁声が、男の胸元をつたってウネンの後頭部を直接的に震わせた。がらんどうになってしまったかのような頭蓋とうがいで、死神の嘲笑がこだまする。
「ちょっと待ってよ、せっかちだなあ」
　レヒトの声が、耳鳴りを押し退けてウネンの意識を軽くはたいた。
「最初に言っとくけど、俺の店に来たそいつはヴァルタって名乗ってたんだよ。だから、マルコって言われてもすぐに分からなくってさ」
　ウネンを捕まえていた腕が僅かに緩み、喉元から短刀が離れる。
　ウネンは驚きのままにレヒトを見た。
　レヒトの瞳は今や一切の揺らぎも無く、真っ直ぐに首領を見つめている。
「正直なところ、ちょっぴり変だとは思ったんだ。だって青玉サファイアを神様に捧げたのなら、青玉サファイアは神様が持ってなきゃおかしいもんね。彼がそれを俺の店に売りに来ることなんてできるはずない。そうか、俺、騙されたんだ……」
「分かればいいんだ、分かれば、よ」
　首領の機嫌が目に見えて上向きになった。
「でも、俺、その売りに来た人が今どこにいるのかなんて知らないよ」
　レヒトが申し訳なさそうに肩を落とすのを見て、首領が指を鳴らす。
　ウネンを拘束している男の右隣が、重そうなものを抱えて前に出た。
　ずしん、と音を立ててあの石の箱……の彫刻、が首領の前の床に置かれた。
「マルコの行方は山狩り組に任せるさ。あんたにはこの箱をあけてもらう」
　一体レヒトはどうやってこの状況を切り抜けるつもりなのだろうか。何もできないどころか彼の足枷にしかなっていない自分にほぞを噛みつつ、ウネンはじっとレヒトを注視する。
　床に屈み込み、ひとしきり石の「宝箱」を検分した首領は、得意気な顔で腰を上げた。
「俺の目は節穴じゃねえ。この鍵穴はただの『飾り』だ。こいつは『からくり箱』なんだろう？　あけ方を教えろ」
「知らないよ」
「嘘をつけ！」
「いや、だって、俺、この箱の中身見たことないもん」
　本当に、レヒトはここからどう話を続けるのか。ウネンの背筋せすじを冷や汗が何度もつたう。
「どこの世界に、宝石を見もせずに買い取る馬鹿がいるんだ！」
　当然のごとく首領が声を荒らげた。
　だが、レヒトはまったく動じた様子もなく、飄々と言葉を返す。
「きちんと最初から全部話すから、落ち着いて聞いてくれる？」
　渋々といった表情で、首領が顎をしゃくって続きを促した。
「その箱を売りに来た人が、俺にどういう話を聞かせてくれたか、ってのは、知っているんだよね？　山賊から青玉サファイアをくすねて逃げ出して、神様に助けてもらった、って話。彼は、血沸き肉躍る逃亡劇を俺に語り終わると、その宝箱をどっかりとカウンターの上に置いてこう言ったんだ。『この、青玉サファイア入りの箱を買ってくれ』と。
　いいかい、この『青玉サファイア入りの箱』ってのが重要なんだ。彼は『青玉サファイアを買ってくれ』とは言わなかったんだよ」
　どういう意味だ、と山賊達がざわめきだす。
　ウネンは、レヒトのかち色の瞳が、生き生きと輝くのを見た。
「当然、俺は彼に言ったさ。『青玉サファイアを箱から出してください』って。だって、そんな大きな青玉サファイアなんて、こんな辺境の小さな古道具屋で扱えるわけがないからね。そもそも、そんなものを買い取れるような大金、逆さに振っても出てきやしないし。
『外側の箱だけなら買い取らせてもらうけど、青玉サファイアは、もっと大きな町の宝石商に持ってってくださいよ』
　俺がそう言うと、彼は酷く困ったような顔になった。
『石の箱だけだと、幾らぐらいで買ってくれるんだ？』
『うーん、これだけの細かい細工がなされたものとなると……』
　彼は、俺が告げた金額を聞くなり、深い溜め息をついたよ。
『もう少し……いや、せめて今の二倍、もらえないだろうか』
『いくら作りが凝っているからって、ただの箱にそんなにも払えないよ』
『では、ただの箱ではなく〈青玉サファイアが入っているかもしれない箱〉なら、どうだ？』
　かもしれない、とか、ややこしい言い回しだろ？　俺も、一瞬彼が言っていることの意味が理解できなかったね。
　すると彼は、切羽詰まった調子で俺に訴えかけてきた。
『オレは、どうしても今すぐにまとまった金が必要なんだ。そりゃあ、可能ならばこの青玉サファイアに見合った全額が欲しいさ。けれども、あんたにはそれを払うだけの余裕は無いんだろ？　それなら、〈青玉サファイアが入っているかもしれない箱〉ならば……〈ただの箱〉の二倍ぐらいの金は出せるんじゃないのか？』
　さっきの金額の二倍でいいんだ、って彼はもう一度同じ言葉を繰り返した。それでオレはふるさとに帰ることができる、って。
『青玉サファイアは、箱の内部にぴったりと嵌まり込んでいる。この箱を力任せに壊そうとすれば、青玉サファイアも一緒に砕けてしまうだろう。そして、あけ方を知っているのはオレだけだ。さあ、あんたは、決して見ることのできない青玉サファイアに、幾ら出す？』」
　ここまで語って、レヒトは満足げに口を結んだ。聴衆の反応を確かめるように、ゆったりと辺りに視線を巡らせる。
　臨場感たっぷりな語り口にすっかり聞き入っていた山賊達は、一呼吸の間ののちにハッと息を呑んで互いに顔を見合わせた。
　首領が、躊躇いがちにレヒトに問いかける。
「あんた、まさか、そんな訳の分からない取引をしたのか？」
「したよ。だって、面白そうじゃない」
　レヒトが屈託のない笑顔を見せる。
　ウネンは、首筋を冷たい手で撫でられたような気がした。
　ウネンの背後と左右に控える四人の山賊達は、今のレヒトの話に明らかに納得がいかない様子だった。不平、不満、そして不服が、彼らの中で渦巻いているのがありありと分かる。
　レヒトが洗いざらい喋れば二人を無事に帰す、と彼らは言っていたが、それはあくまでも彼らが目的のものを手に入れることができた、つまり彼らの機嫌がよい状況での話だろう。現在の、彼らにとって不本意な事態において、果たしてその約束はどこまで効力を維持できるものだろうか。
「……青玉サファイアは取り出せない。それどころか、この箱の中に青玉サファイアが本当に入っているかもわからない、ってことか」
　首領が、苦々しげに吐き捨てる。
　それをきっかけに、山賊達が口々に怒りの声をあげた。
「ふっざけんなよ！」
「こんなに手間をかけさせやがって、どういうこった！」
「てめえ、ぶっ殺してやる！」
　堰から溢れ出した怒気と殺気が、ウネンの周りで渦を巻いた。
　絶望のあまり込み上げてくる吐き気を、ウネンは必死で呑みくだす。
　と、レヒトの口から、場の空気にまったくそぐわない涼しげな声が飛び出した。
「いや、取り出せるよ、青玉サファイア」
「はァ!?」
「てめえ、さっきと言っていることが違うだろ！」
「ぶっ殺されたくねえからって、適当なこと言ってんじゃねえぞ！」
　投げつけられる怒号をものともせず、レヒトは、両手を縛られた状態のまま器用に肩をすくめた。
「まだ俺の話は終わってないんだってば。最後まで聞いてくれない？」
「いいだろう。言ってみろ」
　眉間の皺を緩めることなく首領が顎を突き出す。
　レヒトは首領に軽く頷いてみせてから、壁際の四人を振り返った。
「俺達をここに連れてきたあんたらなら、もしかしたら見てたんじゃないかな。直前に、俺の店に魔術師が来てたことを」
　話の行く先が見えないのだろう、怪訝そうな表情で四人が首を縦に振る。
「彼さ、なんでも伝説の魔術師ノーツオルスのもとで修業した、超凄い魔術師らしくってね。その彼がこの箱を見て言ったんだ。『我が神は、錠前の神。この程度のからくり箱、僕なら簡単にあけることができますよ』って、得意そうに」
　あんぐりと口をあけるウネンの周囲で、山賊達がざわめき始めた。
「でも、すぐにこの場で箱をあける、っていうのは無理らしくて、『からくりをあけるためには、そのからくりに合うわざを見つけ、神のちからを宿した特別な〈鍵〉を作らなければなりません』なんだってさ。で、その〈鍵〉とやらを作る材料費やら手間賃やらを前金で払ってくれ、って言うんだよ」
　前金だよ、前金。と、レヒトは大袈裟に眉をひそめてみせた。
「しかもそれ、そこそこな金額でね。だから俺は『〈鍵〉とやらを受け取ってから払う』って言ったわけ。だって、お金だけ持ち逃げされたら嫌だからね。でも、向こうさんも『手持ちがないから』つって全然まったく譲ってくれなくてさ。二人でしばらく押し問答してたら、魔術師が、『じゃあ、君が前金を払う代わりに、僕は大切な弟子を君に預けておくから、〈鍵〉が出来上がったら交換しよう』って」
「弟子？」
　左端の山賊が、おうむ返しに問いを口にする。
　レヒトが、にいっと満面に笑みを浮かべた。
「うん、弟子。今、あんたらが『殺す』とか物騒なこと言って捕まえてるその子が、その魔術師が大事にしてるっていう弟子」
　やべっ、と小さな声とともに、山賊がウネンから手を放した。
　依然として縛られている手首はともかく、一応は自由を取り戻したウネンは、山賊達を刺激しないように注意しながら、レヒトの傍へと寄る。
　レヒトは今度は首領のほうを向いて、殊更に申し訳なさそうな顔をしてみせた。
「つまり、この箱をあけるためには、俺も、この子も、俺の店に戻らなきゃなんないんだよね……」
　首領が、うむむむ、と唸り声を漏らす。
　手下四人が困惑の表情で「どうしましょう、お頭」と首領を取り囲む。
　その時、建物の外のほうから、何やら物が壊れるような大きな音が響いてきた。
　
　樵きこりが木を切り倒す時もこんな音がしたものだ。ばりばりと生木が裂ける音に、倒れゆく木が周囲の枝や下草を押しのける音、そして木の幹が地面にぶつかる重い音。
　地響きと相前後して、何人もの叫び声が小さく聞こえた。やめろ。とまれ。ふざけんな。なにをする。
　首領と四人の手下達は、しばし呆然と立ち尽くしていたが、鬼気迫る悲鳴が聞こえてくるに至って、「なんだ、何が起こっているんだ」と大騒ぎを始めた。
　そこへ血相を変えてまろび入ってくる、五人目の手下。
「お、お頭、殴り込みだ！」
　その一言で、山賊達の顔色が一瞬にして紅潮した。
「白虎団の奴らか！」
「とうとう来やがったか！　いいぜ、ここらで一番は誰なのか、今日こそはっきりさせてやろうじゃないか！」
　袖をまくり、こぶしを宙へ突き上げ息巻く四人の横で、五人目が小刻みに首を横に振る。
「そ、それが、どうも違うみたいなんでさぁ」
「はァ？」
「違うって、何が」
　詰め寄られた五人目は、喘ぐように息を継ぐと声を絞り出した。
「魔術師と剣士が、たった二人で」
　魔術師と、剣士。
　ウネンは大きく息を呑んだ。もしかしたら、モウルとオーリが助けに来てくれたのでは、と。
「たったの二人？」



「下に十人はいるだろ？　二人相手に何を慌ててんだ」
「でもよ、それが滅法強くてよ！　足止めしようにも全然止まんねえんだよ！」
　悲鳴にも似た五人目の叫びに、残る四人の顔から笑みが消えた。
「城門はどうした」
「そんなもん、魔術師の奴にあっという間に壊されちまったよ！」
「魔術師ってことは、まさか、この箱をあけると言っていた奴か？　さてはお前ら、下手を打ちやがったな」
　首領は四人をぎろりと睨みつけてから、レヒトとウネンに向き直った。
「仕方ねえ。こうなったからには、とにかくこいつらを盾にその魔術師どもの足を止めて……」
「ですがお頭、そいつら、『攫ってきた娘を返せ、無事に返すまでは容赦しない』って叫んでて、もう誰にも手がつけられねえ感じで……」
　きっと彼らだ。嬉しさのあまり、ウネンの胸の奥が燃えるように熱くなった。込み上げてくる熱にのぼせそうになりながら、ウネンは手のひらに爪が食い込むほど両手を握りしめる。
「娘？　娘なんて誰か攫ってきてたか？」
　首領が、眉をひそめて傍らに問うた。
「もう三箇月ぐらいご無沙汰ですが」
「まさか、白虎団の奴らと間違えてるとか……」
「どうしましょう、お頭」
「ああ、くそっ！　こいつらはもういいから、さっさとその二人を叩きのめしてこい！　いくらそいつらが手練れだといっても、全員でかかれば、あっという間だ！」
　了解！　と五人が一斉に戸口へと走る。
　と、窓の外、先刻とは逆の方角から、扉が閉まるような大きな音と馬のいななきが聞こえてきた。
「なんだ？　今度は裏門か？」
「リッテンの山狩りに出ていた奴らが帰ってきたみたいでさぁ」
　そう言って最後の一人が飛び出していくと、部屋の中はウネンとレヒト、そして首領の三人だけとなった。静まり返った室内で、首領の苛いら立たしげな足音が拍子を刻む。
　ややあって、荒々しい足音が物凄い勢いで近づいてくるや、新たな二人が部屋の入り口に姿を現した。
「お頭、大丈夫ですか！」
「見慣れない奴らが凄い勢いでここを目指しているのを見たんで、心配になって戻ってきやした。殴り込みですか！」
　二人の顔を飾る立派な髭にウネンは見覚えがあった。この髭は、確か昨晩、リッテンの町の酒場でウネンを突きとばしたいけ好かない髭だ。
　ということは、もしかして。と思う間もなく、聞き覚えのある暢気な声が部屋の外から響いてきた。
「へぇー。こんなところに、こんなでっけぇお屋敷があるなんて知らんかったなー」
　見た目肉体派な魔術師マルセルが、戸口をくぐって姿を現した。その後ろには、非常に居心地の悪そうな表情をした小柄な剣士テオもいる。
「お前、なんでよそ者を連れて来てるんだ！」
「ついてくるな、って言ったのに、勝手についてきやがったんですよ！　あれこれ言い合う時間も惜しくて、仕方なく」
　早口でそう弁解してから、髭は、マルセルに聞こえないようにそっと声を潜めた。
「それに、お頭、あの魔術師、相当頭の中身がおめでたいから、上手いこと言えば手助けしてくれそうですよ」
「そうか」
　髭二人と目配せし合った首領は、戸口に立つマルセルに向かって芝居がかった調子で両手を広げてみせた。
「魔術師殿、実は今、悪の魔術師がこの城を襲ってきているんだ。どうか力を貸してくれないか。このままでは、俺達が今まで人生をかけて築き上げてきた全てを奴らに奪われてしまう」
　ウネンの隣でレヒトが「全然上手いこと言ってないじゃん」と呟く。「悪の魔術師を出すなら、囚われのお姫様ぐらい付けないと、全然盛り上がらないって」
　だが、マルセルはレヒトほど贅沢な嗜好をしてはいないようだった。
「なに、それは大変だな！」
「そう、とても大変なんだ」
「じゃあ、危険手当上乗せしてくれるか？」
「ああ、たっぷりと報酬をはずんでやる」
　よっしゃー、と気勢を上げるマルセルの服の裾を、渋い顔のテオが引っ張った。
「なんだよ、邪魔くさいなテオ」
　深い溜め息を吐き出してから、テオがウネン達を指差した。
　マルセルが目陰まかげの下で目を細めた。
「ありゃ。昨日酒場で会ったお嬢ちゃんじゃん。それに、レヒトも。どうしたん、こんなところで」
　状況が理解できないのだろう、髭二人が部屋のあちらとこちらをきょろきょろと交互に見やる。
　その横で、首領が目を剥いてウネンを指差した。
「なんだって？　お嬢ちゃん？　女？　じゃあ、例の二人組が言ってた『娘』って……」
「え、ちょっと待てよ、なんでレヒトもお嬢ちゃんも手ぇ縛られてんの？　ていうか、もしかして、こいつらのほうが悪い奴なんじゃね？」
　素っ頓狂な声をあげるマルセルに、テオがまたも深い深い溜め息をついた。
「だから、さっきからずっと言ってただろ」
「小声過ぎて聞こえねえよ！」
「大声で言ったらヤバいだろうが！」
　口喧嘩を始めた二人に対し、半ば捨て鉢な勢いで髭二人が剣を抜く。
「てめえら、ふざけてんじゃねえぞ！」
「覚悟しやがれ！」
　髭二人が突撃してくると見るや、マルセルとテオは瞬時に言い合いをやめた。マルセルが両手を前に突き出すと同時に、テオが腰を落として剣の柄つかに手をかける。
　ウネン達から見て右側の髭男が、部屋の端まで吹っ飛んで壁に叩きつけられた。男を吹き飛ばした突風は勢いのままに壁に沿い、部屋の中で渦を巻く。
　逆巻く風に鮮血を散らしながら、左側の髭男が床に崩れ落ちた。その向こう、右手に細身の長剣を、左手には小刀しょうとうを握ったテオが、油断のない眼差しを首領に向けて立っている。
「残るはあんた一人だな」
「テオ、それ俺の台詞！」
　首領は、何が起こったのか信じられない様子で、返り討ちにあった二人の手下を交互に見つめていたが、やがて蒼白な顔で喚きだした。
「だっ……誰か！　誰かいないか！　曲者だ！　誰か……！」
「お前が最後の一人だ」
「オーリ、それ僕の台詞」
　聞き慣れた声とともに、オーリとモウルが戸口に姿を現した。
　
　古道具屋の扉があけっ放しになっているのを見た時に、オーリは嫌な予感がしたのだという。
　店の床にウネンの杖が転がっていたことで、その予感は確信に変わった。杖を掴んで外に飛び出せば、モウルが店の前の地面から見覚えのある麻袋を拾い上げていた。
「葡萄が殆ほとんど残っていない」
　オーリはちらりとモウルの手元を覗き込んでから、足元に視線を落とした。
「この轍わだちはさっきは無かったな」
「あの荷馬車か！」
　二人は同時に走り出した。ついさっき角を曲がる時にすれ違った荷馬車が、不自然なほど道を急いでいたことを思い出したのだ。
「やっぱりあそこで『お前のほうが気をつけろ！』って喧嘩を買うべきだったんだ」
　モウルが盛大に舌打ちをする。
　問題の馬車が通ってからまだ間があいていないおかげで、路面にはその痕跡がくっきりと残っていた。この分だと、他の馬車や通行人に轍わだちを踏み消される前に追いつくことも可能かもしれない。
　歩幅と体力にものを言わせて、オーリがモウルを引き離した。「お前はあとから来い」と言い放ち、更に速度を上げて角を曲がったところで、オーリは息を呑んで足を止めた。
　左右に伸びる大通りには、くまなく石が敷かれていた。車輪がこぼしたと思しき土も、二メートルも行かない先で路面の砂と完全に同化してしまっている。
　形相が変わるほどに奥歯を噛み締めたオーリに、息も絶え絶えなモウルの声が投げかけられた。
「葡萄、だ。ここまで、の、曲がり角、にも、幾つか、落ちて、いた。たぶん、目印に、彼女が、落として、いった、んだ」
　終いまで聞かずにオーリは地を蹴った。次の角まで来たところで、左右の岐路を目を皿にして調べる。角を曲がってから干し葡萄を落とすまでの時間差を考えて、数メートル先まで探してみたが、石畳の上にはそれらしきものは見つからない。
「どっちにも無いなら、次の角だ！」
　モウルが肩で息をしながら、大通りから声を張り上げる。
　オーリは即座に踵きびすを返すや、返事をする間も惜しんで再び走り出した。
　
　次の次の角を右に曲がった先に、二人は道の真ん中に散らばる四粒の干し葡萄を見つけた。その先も、人通りの少ない道を選ぶようにして馬車は何度も角を曲がっていた。
　乾いた石の上の干し葡萄は思いのほか見つけやすかった。そして、舗装されていない路地には轍わだちがくっきりと残っている。二人は難なく追跡を続け、とうとう町の西門へとやってきた。
　国境に面した南門と違い、西門は比較的警備が緩めだった。ベデカー家の紋が入った革鎧の門番をモウルが口八丁で口説き落とし、二人は自分達の通行手形を担保に馬を借りて町を出た。
　先ずは地面に残る車輪の跡を手掛かりに。そうしてモウルが魔術で片っ端から音を拾い、彼らはほどなく、北側の山の中腹を行く馬車を発見することができたのだ。
　
　テオが町へ応援を呼びに戻っている間に、ウネンやレヒトも手伝って、五人は山賊達を縛り上げた。気を失ったままの者や、傷の痛みに呻く者、その数実に二十一名。オーリ達の見事な手際に、マルセルが何度も口笛を吹いた。
「あんたら凄いな！　たった二人で十八人もやっつけたのかよ！　こりゃあ、間違いなく領主様から褒美とか貰えんじゃね？」
「それなんだけど」
　照れ笑いとも苦笑ともつかない笑みとともに、モウルが口を開いた。
「僕らは旅の途中でね、あまりのんびりとリッテンに滞在するわけにはいかないから、これ、君達の手柄ということにしてくれないかな。僕らはそのお手伝いをした、ってことで」
「えー、面倒臭ぇなあ」
「領主様からの褒美とやらも、君達で好きにしてくれたらいいから」
　うーん、と唸りながら腕組みをしたマルセルは、ほどなく「そうだ」と朗らかに両手を打った。
「じゃあ、ついでに、俺達の仕事手伝ってくれよ」
「なんでそうなるの」
　間髪を入れずにモウルが異議を口にした。
「いや、でもさ、あんたらがいくらお手伝いだっつっても、役人と何も話をしないで終わり、ってことにはならねえと思うわけよ。そしたら、たぶんあんたらが出発の準備を終えるのって夕方過ぎるだろ？　こいつらの残党だって潜んでいるかもしれないし、たった三人で夜に街道を行くのはヤバいんじゃないかと思うわけよ。となると、あんたらがリッテンを出発するのは明日ってことになるだろ？」
　モウルが唇を引き結んだ。
「そこで、だ。明日に俺達の仕事を手伝ってくれたら、そのあとで俺達があんたらを次の町まで馬車で送っていってやるよ。勿論、無料タダでな！　歩くよりもずっと速いし、なんなら寝てる間に目的地に着けるぜ。どうだ、お得だろう！」
　仕事内容は、とある農場近くの森に住みついた赤狼を退治すること。報酬は折半。リッテンを発つのが当初の予定よりも遅れることにはなるが、その代わりに無料の荷馬車を使うことができる。しかも、腕のいい剣士と魔術師の護衛つき。
「赤狼、か……」
　思いのほか渋い表情で、モウルが考え込む。
「俺なら別に構わないが」
　オーリの言葉を聞くなり、マルセルが上機嫌でオーリの背中をばんばんと叩いた。
「おー、話が分かるねえ、兄弟！　お嬢ちゃんは……あれか、二人の決定に従う、ってやつか。となると、あとは魔術師の兄ちゃん、あんたが首を縦に振れば契約成立だ」
　
　次の日の朝早く、装備を整えたウネン達は、町の東門前でマルセルとテオと合流した。結局モウルも、マルセルに押し切られるかたちで赤狼退治を承知したのだ。
　これまでもオーリとモウルが似たような依頼を受けたことは何度かあった。そのたびにウネンは宿で留守番をしていたのだが、今回ばかりは少々状況が違っていた。
　というのも、昨日の「殴り込み」の際に、山賊が一人あの場から逃げおおせていたことが分かったからだ。しかもその逃げた一人というのが人攫い四人組の一人となれば、面識のあるウネンを町に置いていくと報復される危険がある。そんなわけで、ウネンも彼らについて行くことになったのだ。
「あとで詳しく説明するけど、今回は開ひらけた場所におびき出しての狩りとなるはずだから、なんならウネンちゃんはずっと俺の後ろにいてくれれば、危ないことなんて何も無」
「さっき渡した呪符は持ったね？」
　マルセルの語りを遮って、モウルがウネンに問いかける。万が一赤狼に襲われた時の目くらまし用に、と、モウルは火花の呪符をウネンに預けてくれていたのだ。
「あ、うん」
「ええっ、ウネンちゃん、呪符が使えんの？」
「簡単なものなら、なんとか」
　実はウネンは、この旅の間、オーリから杖術を教わる一方で、モウルからは呪符の使い方を教わっていた。最初の頃こそまったく勝手が分からず、ただひたすら、モウルの「〈囁き〉とやらを感じられるぐらいなんだから、君には素質があるはずだ」という言葉に縋る思いで練習を繰り返していたところ、十日ほど前にやっと灯火の呪符を起動させることに成功したのだ。
　尤もっとも、呪符が使えるようになったと言っても、対象や効力を調整するような込み入った術が、魔術師ではないウネンに使えるはずもなく、ただ符を起動させるだけでよいという簡単な術に限られてはいるのだが。
「へえー！　すげえな！」
「教え方がいいからね。ちなみに、オーリも簡単な呪符が使える。勿論、教えたのは僕」
　得意げにマルセルに微笑んでから、モウルはウネンに向き直った。
「さっきも言ったように、それはあくまでも緊急事態用だからね。オーリ直伝の杖さばきとやら、見せてもらおうじゃない」
　ウネンはごくりと唾を呑み込んだ。
　旅は常に危険と隣り合わせだ。ウネンがオーリとモウルに杖術や呪符の使い方を教わっているのは、自分で自分の身を守るためである。
　だが、「いつまでも二人に頼ってばかりではいけない」と口ではいっぱしのことを言っておきながら、いざという今、腰が引けている自分に気がついて、ウネンはすっかり情けなくなった。なんとか勇気をふりしぼろうと、杖を握る両手に力を入れる。
　と、モウルが、ふ、と微笑んだような気がした。



「とは言え、変なところをうろちょろされたら迷惑なことこの上もないから、君は基本的に僕の後ろに控えていればいいさ」
　他人を小馬鹿にしたようなモウルの言いざまに少しだけムッとしたものの、ウネンは内心でホッと胸を撫で下ろした。
　
「くそっ、やっぱり罠には引っかかんねえなあ」
　牧草地を見下ろす森の中、不発に終わった罠を確認してマルセルが地団駄を踏む。
　赤狼に対して毒づくばかりの相棒を横目に、テオがウネン達を振り返った。
「どうやらかなり賢い群れのようで、罠に引っかからないばかりか、少し難儀な狩りの方法を覚えてしまったようでね」
「難儀な方法？」
　モウルとウネンの声が揃う。
　テオの眉がそっとひそめられた。
「野生の鹿を捕るよりも、牧草地の羊を狙ったほうが効率が良い、ってね。それでも最初は、奴らも羊が群れから外れるのを待つだけだった。けれど偶然が重なった結果、奴らは知ってしまったんだ。牧童を襲えば羊が散り散りになる、ということを」
　ウネンは大きく息を呑んだ。
　その横ではモウルも、いつになく蒼白な顔で唇を一文字いちもんじに引き結んでいる。
「大人がいると、奴らは姿を現さないか、せいぜいはぐれ羊を狙うぐらいだ。それで安心して今までどおりに子供に任せれば、途端に襲いかかってくる。奴らにとって人間の子供は既に羊と同じ『餌』なんだ。……って、これ、マルセルが説明するんじゃなかったっけ？」
「いや、テオが話してくれてるから、いいかなーって」
「いいかなー、じゃないだろ」
　じろりとテオに睨まれても、マルセルはまったく臆した様子が無い。何事もなかったかのように、しれっと話の続きを引き取ってゆく。
「ま、そんなわけで、罠を設置しても空振り、大人数で森に踏み込んでも、奥のほうに引っ込んでしまって見つからねえ。じゃあ少数精鋭で待ち伏せするしかないっつって、俺とテオに声がかかったんだけど、さすがに二人だけじゃあどうにもなんねえ。なのに、こういう時に限って他の連中も全然手があいてなくてよ。これ以上犠牲が出る前になんとかしてくれ、ってせっつかれるわ、藁を掴む思いで組んだ一見さんは山賊だわ、ほとほと困ってたんだ。ありがとうな」
　マルセルはそう言って、先ずはオーリに笑いかけた。それから少し改まった調子で、モウルと視線を合わせてきた。
「あんたも、承知してくれて助かったよ。同じ神と契約しているよしみで、よろしく頼むわ」
「こちらこそよろしく」
　いつものよそゆき顔で応じたモウルが、一拍のちに、つと眉を寄せる。
「……でも、本当に同じ神なのだろうか」
　独り言にも似たモウルの呟きを聞き、マルセルが大きく眉を跳ね上げた。
「は？　あんた、俺と同じ風使いだろ？」
「そうだよ。でも、一口に『風の神』と言うけれど、君の神と僕の神は本当に同一の神なのか、それとも別個の存在なのか、一体どちらなのだろう、と思ってね」
　マルセルは、二度三度と目をしばたたかせてから、盛大に首をかしげた。
「あんた、ムズカシイこと考える奴だな。あまり悩んでいたら、ハゲるぞ」
「考えるのが、僕達魔術師の仕事でしょうが」
「あー、なんか、みんなそう言うねえ。でも、俺はいいや」
「はァっ？」
　モウルの声が面白いほど裏返った。
「考えるのは他の奴に任せるわ。そもそも俺、そういうの向いていないんだよねー。字ぐらいは読めるようになれ、ってテオの奴に怒られてるけど」
「字、読めないのか……」
「算術もできないぜ！」
　一点の曇りもない笑顔で、マルセルが胸を張る。
　信じられない、といった表情で、今度はモウルがまばたきを繰り返した。
「どうやって魔術師になったんだ？」
「どうやって、って、なんか木に登ってぼんやり空を見てたら、ヒュンって来て、バーンってなって、気がついたら黒髪だった」
「はァ……」
「てか、俺のことなんてどうでもいいから、さっさと仕事に取りかかろうぜ！」
　気持ちがいいほどあっさりと話題を切り替えるマルセルに、モウルはもうため息すら出ないありさまだ。
「分かった。君の言う『ムズカシイこと』については脇に置いておくとして、今日はどういう作戦でいくつもりなんだ？」
「テオの奴が牧童のふりをして、赤狼をおびき出す」
　自信たっぷりに言い切ったマルセルの横で、テオが諦めたように肩を落とした。
「まあ、他に良い手が浮かばないんで。不本意ながら」
「君一人で大丈夫かい？」
「こう見えても、テオはうちの町で一、二を争う腕前の剣士なんだぜ！」
　マルセルが我がことのように得意げに胸を張るが、モウルの眉間には依然として深い皺が刻まれたままだ。
「あのねえ。相手は嗅覚の優れた野獣だよ。僕達の存在を気取られないようにするには、充分な距離をあけて待機する必要がある。ということは、僕達が彼の援護に向かうにも時間がかかるというわけだ。いくら彼の剣の腕前が素晴らしくとも、十頭からの群れに一斉に襲いかかられたら無事では済まないでしょ？」
「そんな時は、俺やあんたが風をビュンってすればいいじゃん」
　途端に、テオが血相を変えてマルセルに食ってかかった。
「敵と近接している時は術を使うなって言っただろ！」
「テオを狙うわけじゃねえって」
「それで結局俺にも当たるんだから、同じことだ」
「まあ、確かに、僕達風使いのわざは、乱戦向きではないけれど……」モウルがあきれかえった眼差しをマルセルに注ぐ。「流石に、味方に当てるのは無・い・でしょ」
　すると、これまで黙って三人のやり取りを聞いていたオーリが、ぼそりと口を開いた。
「少し前に山犬退治で俺が使った水の球の呪符はどうだ。確かまだ二枚ほど残っていただろう？　あれなら、巻き添えを喰らっても濡れる以外に被害はないが、敵を一瞬怯ませることができる」
「パヴァルナでノルさんに作らせてもらった呪符だね」
　懐かしさのあまり、思わずウネンも横から口を挟む。ダーシャ王女の付き添いであの高原の町へ赴いたのも、もう二箇月も前のことなのだ。
「それがね、あの呪符、使うごとにだんだん効力範囲が狭くなってきているみたいなんだよねえ。どれもまったく同じように作ったつもりだったんだけど。待ち伏せする場所によっては、囮役の所まで届かないかも」
　君は呪符は使えないんだよね、とモウルがテオに確認すれば、若干不貞腐れた顔が「悪いね」と肩をすくめる。
「皆が俺のことを心配してくれるのはありがたいけれど、囮というからには、危険があるのは承知の上だから。とりあえず、皆が助けに来るまでは持ちこたえてみせるさ」
　入念な打ち合わせののち、テオは農場へ向かった。牧笛ぼくてきと木の杖を手に、ただ一人で羊を連れて森の傍まで出てくるのだ。
　残る全員は、少し離れた草むらに身を潜めて待機した。その際に二人の風使いが、自分達が風下になるように風を操っていたのは、言うまでもない。
　
　テオが羊とともに牧草地の端へとやって来てから、鐘一つ、およそ二時間が経過した頃、森近くの草むらに不自然な波が立った。
　十はくだらない数の影が、草むらの中をテオのいるほうに向かってゆっくりと進んでいく。
「来たぞ」
　モウルの囁きを聞くなりオーリが駆け出した。上り坂も向かい風をもものともせず、低い姿勢で一直線にテオの援護に向かう。次いでマルセルが、これまたしなやかな身のこなしで草をかき分けて、赤狼の背後をとるように回り込んでいった。
「僕らはこっちだ」
　モウルはウネンを誘いざなって、数メートル先にあるテーブル状の岩へと走った。腰の高さほどの岩の上に飛び乗り、広い視界を確保する。
　今回の仕事の最終目標は、当該の群れの殲滅だ。テオが囮であることに気がつけば、ほどなく赤狼はこの場から逃げ出してしまうだろう。その退路を断ち確実にとどめを刺すのが、魔術師二人に割り振られた役割なのだ。
　モウルのあとをついて岩の上によじ登ったウネンは、息を詰めて赤狼の動きを目で追った。
　幾つもの影が向かう先、丈の長い牧童の上着を跳ね上げて白刃はくじんが閃いた。ぎりぎりまで引きつけた一頭を、テオの刃やいばが串刺しにする。間髪を入れず飛びかかってきたもう一頭を、左手の小刀しょうとうが薙ぎ払う。
　テオの背後の草むらが大きく揺れた次の瞬間、三頭目がテオの左脇腹目がけて牙を剥いた。
　テオは右手の剣を赤狼の死骸から引き抜いた。その動きのままに右方向に身体をひねる。間一髪、上着に噛みついた三頭目の脳天に、左肘を思いっきり打ち下ろす。
　しかしそれは充分な打撃とはならず、三頭目は痛みと怒りで狂ったように頭を振りまくった。その牙をテオの上着に引っかけたまま。
　体勢を大きく崩しながらも、テオはなんとか三頭目の首筋に小刀しょうとうを突き立てた。そのまま地に倒れ込むテオに、四頭目が飛びかかる。
　白銀しろがねが空くうを走り、緋色がはぜた。
　大きく形状を変えた四頭目の体が、切っ先が描えがく弧の向こうに落ちる。朱あけに彩られた長剣を握るは、息一つ乱さずに立つオーリ。
「助かった！」
「次が来るぞ！」
　オーリの言葉が終わりきらないうちに、草むらから二頭が同時に飛び出してきた。
　まだ体勢を整えきっていないテオを庇うようにして、オーリが一歩前に出る。
　それまで黙って戦闘の行方を見守るだけだったモウルが、やにわに右手を閃かせた。
　ウネンの耳元を〈囁き〉がくすぐる。
　少し遅れて、オーリのすぐ後ろで赤狼が弾け飛んだ。鮮血を振り撒きながら崩れ落ちる赤狼を一切顧みることなく、オーリは前方の獲物を一刀両断にする。
　ウネンは、感嘆の声を呑み込んだ。
　モウル自身が言うように、風使いのわざは確かに乱戦向きではないに違いなかった。風を作りだすのが空気の動きである以上、敵のすぐ傍、同じ空間にいる味方も術の影響を受けずにはいられないからだ。
　だが、モウルはそれを見事にやってのけた。しかもこれだけ離れた場所に居ながらにして。
　六頭目を屠った瞬間が、潮目だった。背中合わせに立つ二人の剣士を中心に、草の中を影がばらばらと引いてゆく。
　と、「うりゃー！」という威勢のよい声が、〈囁き〉を蹴散らしてウネンの耳に飛び込んできた。見れば、マルセルが気合い充分に両手を身体の前に突き出している。
　彼の手のひらから、見えない何かが放たれるのが分かった。その何かは、真っ直ぐに草原を貫いてゆく。
　乾いた衝突音とともに、赤狼が宙を舞った。まるで見えない巨人に蹴られたかのように、ありえない方向に体を曲げ、空の高くに放物線を描えがく。
　七頭目がどさりと地に落ちると同時に、マルセルが二発目を放った。草の葉を散らしながら、空気の塊が八頭目を空に跳ね上げる。
　モウルが、あんぐりと口をあけた。
「なんて大雑把な術なんだ……」
「確かに、あれの巻き添えは、勘弁してほしいかも……」
　敵と近接している時は術を使うな、と訴えかけるテオの心情が痛いほど理解できて、ウネンも思わず苦笑を浮かべる。
「おりゃーっ」というマルセルの雄たけびが、風に乗って牧草地をどこまでも吹き渡っていった。
　
　マルセルの力技とモウルの狙いすました風の刃やいばがひとしきり辺りを席巻し、やがて一帯は再び静けさを取り戻した。
　テオとマルセルが散り散りになった羊達をまとめに走り、ウネン達は赤狼の死骸をひとところに集める。
　えっちらおっちらとオーリの手伝いをしていたウネンは、五頭目を運び終えたところで、非難の目をモウルに向けた。と言うのも、彼は先刻からずっと、目をつむって草原の中に突っ立っているだけだったからだ。
「少しぐらいはモウルも手伝ってよ」
「やはり、違う、な」
「は？」
　何を言っているのだ、と顔をしかめるウネンに、モウルが静かな眼差しを返してきた。
「胸の奥に微かな共鳴は感じたが、彼は僕とは違うちからを使っていた」
「マルセルのこと？」
　ウネンはちらりと背後を振り返った。緩やかな坂を少しくだった先で、大柄な魔術師が実に楽しげに羊を追いかけている。
「そう。僕も彼も同じ『風使い』ではあるけれど、どうやら僕と彼の契約の神は『違う』みたいだ」
　モウルはマルセルのほうに向かってそっと目を細めてから大きな溜め息をついた。
「前にも少し言ったことがあるけどさ、『魔術師になる方法』なんてものは明確には存在しないんだ」
　視線をゆっくりとウネンに戻し、モウルは話し続ける。
「でも、なんとなくの道筋は言い伝えられている。勿論、その方法を実践したからといって、必ず魔術師になれるわけではない。確率もかなり低い。でも、魔術師になれた者は皆、口を揃えて同じことを言う。本を読め。話を聞け。世界を見ろ。ってね」
　ウネンは思い出していた。魔術師になりたいと言っていた少年に、モウルが語っていたことを。本を読んだり世の中を見たりして、よく考え、感覚を研ぎ澄ませておくのはとても大切なことだ、と。猫がヒゲを立てるように、と。
「知識を積み、視界を広げ、物事の理ことわりを探る過程で神を見出す、神に見出される。僕が聞いた限り、全員がそうやって魔術師になっていた。そして、それは到達点ではなく出発点に過ぎない。なぜなら、神のちからを使う際も知識は必要不可欠だからだ。風が何によって、どのようにして起こるのかを知らなければ、風は操れない。恐らく炎だろうと水だろうと同じことだ」
　そこまで語ったところで、モウルは横目でマルセルを見やった。何とも言えない、恨めしそうな目つきで。
「だが、どうやら彼は、知識よりも感覚でそれを行っている」
「オーリがよく言う、『考えるよりも先に身体が動く』とか、そういう感じ？」
　たぶんね、とモウルが嘆息した。
「彼の神は、そんな彼のことが気に入って、彼を〈かたえ〉に選んだんだろうね」
「世間の、魔術師を目指して苦労している人々が、嫉妬に歯噛みしそうな話だね」
「まったくだ」
　ウネンとモウルは互いに苦笑を交わし合った。



「で、話を戻すけど、仮に魔術師一人につき一柱の契約だとすると、呪符の効力が弱まったことも説明がつくような気がするんだ。たぶん、呪符の元となった術者との距離が影響を及ぼすんじゃないかな……」
「そういえば、前に追い剥ぎならぬ暗殺者を泥で拘束した時もそうだったな」
　それまで聞き手に徹していたオーリが口を開く。ウネンとオーリ達が知り合って間もなく、王都に召喚されたウネンを狙って追い剥ぎもどきが夜襲をかけてきた時、モウルが賊の足を地に沈ませたその深さが、以前に同じ呪符を使った時よりも浅くなっている、とオーリは指摘していた。
「ということは、風だの水だの神々の属性を切り分ける意味はあまりない、ということなのか？　単純に、我々人間のように、神にも得意不得意があるだけ、ということなのか。それとも……」
　顎をさするモウルの声が、次第に独り言の色を増す。
　そこへ、話題の主の能天気な声が聞こえてきた。
「おいおい、あんたらこんなところで頭突き合わせて、一体何の話をしてるんだ？」
　マルセルが手を振りながら、なだらかな斜面をのぼってきた。
　向こうの牧草地では、テオが羊達を連れて農地のほうへと移動を開始している。
「っていうか、死骸まだ全部集められてないじゃん」
　そうだった、と我に返るや、ウネンは大慌てで背後の草むらへと向かった。
「俺も手伝うからさ、さっさと終わらせて一杯やろうぜ！」
「次の町まで馬車を出してくれるんじゃなかったのか」
「まあ、そう堅いこと言うなって、兄弟。一杯飲むぐらいの時間はあるだろ？」
　マルセルが豪快に笑って、オーリの背中をばしばしと叩く。「酔っ払いの御者とか、勘弁してもらえませんかね」と、モウルが非難がましくマルセルをねめつける。
　ふと、ウネンの視界の端で何かが動いた。
　大人の腿ほどまでの高さに生い茂る草の根元、緑色を押し分けるようにして深い茶色の影が現れた。
　ウネンは咄嗟に腰のベルトに挟んでいた杖に手をやった。
　ほぼ同時に、影が草むらから一直線に彼女の喉笛を目がけて飛びかかってくる。
　ウネンは必死で杖を握った手を前へ突き出した。
　衝撃が、杖を、杖を握る手をつたい、ウネンの身体に襲いかかった。踏みこらえることができず、ウネンはあえなく背中から草むらの中へと倒れ込む。
　背を打つ痛みに呻きながら、それでもウネンは視線を逸らさなかった。全身全霊のちからを込めて、目の前の敵を睨みつける。
　それは、赤狼の生き残りだった。まだ成獣になったばかりと思しき小柄な個体が、口腔に捩じり込まれた杖先から逃れようと、牙を剥き、涎を飛ばして暴れている。
　もがく赤狼の爪がウネンの左手首を引っかいた。肉を抉られる痛みに、ウネンの喉から悲鳴が漏れる。
〈囁き〉の合唱が聞こえた、と思う間もなく、凄まじい勢いの風がウネンの鼻先を掠めていった。一瞬にして赤狼が横ざまに吹き飛び、ウネンは自由を取り戻す。
　首を巡らせば、蒼白な顔のモウルとマルセルが、ともに右手を身体の前に差し出した姿勢で肩で息をしていた。彼らが魔術でウネンを助けてくれたのだ。
　安堵の溜め息を吐き出したウネンは、赤狼が飛ばされた草むらの向こうに、地の底から響いてくるような咆哮を聞いた。
　モウルの目が、見開かれる。
　ウネンは驚いて立ち上がった。
　モウルの視線の先、言葉にならない叫び声をあげながらオーリが赤狼に切りかかっていた。目を血走らせ、眉を吊り上げ、噛み締めた歯を剥き出しにして、一刀のもとに赤狼を薙ぎ払う。
　赤狼が血しぶきとともに地に落ちても、オーリの咆哮はやまなかった。頬についた返り血を拭おうともせずに、もう動かなくなった赤狼を狂ったようにめった刺しにしている。
「おちつけ、オーリ！　ウネンは無事だ！」
　オーリに近づくことができないまま、モウルが叫ぶ。唇を噛み、吐き捨てるように独りごちる。「こんな時に思い出したっていうのか」と。
「オーリ！　ここは里じゃない！　ここにいるのは、お前の母さんじゃないんだ！」
　モウルの絶叫が、風とともにオーリの身体を打った。
　オーリの動きが止まった。
　ぼろぼろになった肉塊に剣を突き立てたまま、オーリはゆらりと顔を上げた。それから、まるで糸が切れた人形のように、どさりとその場に倒れ込んだ。
　マルセルが「大丈夫か！」とオーリへと駆け寄っていく。
「まさか……」
　ウネンの問いに、モウルが奥歯を噛み締めた。
「そうさ。野獣に襲われたヘレーさんの子供とは、オーリのことなんだ」
　
　　　　*　*　*
　
　何も、見えない。
　自分が目をあけているのかどうか、それすら分からない真の闇。月はおろか星明かりも何も無い、まったき暗闇が辺りを包んでいる。
　――眠ったのか。
　聞き覚えのある声が、どこか遠くのほうから聞こえてきた。少ししわがれた、歳をとった男の声。
　――どうやら、山で迷ってから助けられるまでのことを全く覚えていないようですな。
　彼よりは幾分若い、年配の男の声が応じる。
　――それがいい。それがこの子にとって何よりだ。
　声が、急速に那辺へと遠ざかってゆく。
　粘り気を増した闇が、ざぷりと全てを呑み込んだ。
　
　　　　*　*　*
　
「いいかげん泣き止んでくれないかなあ。ね、モウル」
　ぐすぐすと鼻をすすりながら、モウルが何度もしゃくり上げている。
　根気よく弟の頭を撫でていたモウルの姉、ソリルは、やれやれと肩をすくめると栗色の長い髪を揺らして立ち上がった。
「オーリ、モウルをよろしく頼むわね」
　宝石みたいな碧の瞳に覗き込まれ、オーリは思わず息を呑んだ。それから、力一杯「はい」と頷いてみせた。
「うん、いい返事。それに比べて、モウル。あなたはオーリよりも一つ年上でしょ、しっかりしなさいよ」
「一つ、じゃなくて、半年だけ、だもん」
　べそをかいていても減らず口は忘れないモウルに、ソリルの溜め息が降りかかる。
　そこに、「まあまあ」とソリルの夫のエレグが割って入った。
「君だってモウルと別れるのを寂しがっていたじゃないか。しかも彼はまだ七つなんだから、そう厳しいことを言ってやらなくてもいいだろう？」
　魔術師の証しである漆黒の短髪を風になびかせ、エレグが微笑んだ。モウルが姉の次に慕い懐いている義兄は、水使いのわざを生かしてオーリの父の診療所にもよく手伝いに来てくれていたため、オーリにとっても心安い「お兄ちゃん」なのだった。
「それはそうなんだけど……」
　ソリルが不貞腐れたように頬を膨らませる。
　エレグが悪戯っぽく口の端はをあげた。
「それか、もういっそのこと、このまま里で暮らしても……」
「だめよ！」
　即座にソリルがエレグの口を手で塞いだ。
「折角頑張って皆を説得したのに、そんなこと言ったら、全部無駄になっちゃうじゃない」
　声を潜めて迫るソリルに、エレグもまた小声で応える。
「冗談だよ。たとえ地の果てだろうと、この命ある限り、僕はどこまでも君とともにゆくよ」
　ソリルは頬を薄紅色に染めたのち、もう一度モウルとオーリの前にしゃがみ込んだ。
「じゃあ、お姉ちゃんは、ちょっと海を見てくるから」
「海？」
　涙と鼻水で大変なことになっているモウルの代わりに、オーリがソリルに聞き返した。
「そう、海。鰊にしん売りがやってくる灰色の冷たい北の海じゃなくてね、ずっとずっと南の、空の色よりも鮮やかな青色をした温かい海で目いっぱい泳ぐの」
「また、次のお祭りの時に、報告に戻って、くるんでしょ？」
　ひきつれる呼吸の合間に、モウルがぽつりぽつりと問いかける。
「よし、泣きやんだね、偉い偉い」
　ソリルが嬉しそうにモウルの髪――姉弟でそっくりな栗色の髪――をくしゃくしゃと撫でた。
「長おさ様の探索者として里を出るわけじゃあないからねえ。気が向いたら、かな。でも、その時はお土産いっぱい持って帰ってくるから、楽しみにしてて」
　ソリルとエレグの二人は互いに幸せそうに頷き合うと、大きな荷物を背負った。見送りの大人達とも挨拶を交わし、またね、と手を振って里の門をくぐる。
　二つの背中が、みるみるうちに小さくなってゆく。
『オーリ、モウルをよろしく頼むわね』
　オーリの耳の奥で、ソリルの声がこだました。
　そうだ、ぼくが泣いてはいけないんだ。オーリはきつく唇を引き結んだ。鼻の奥がツンとなるのを、深呼吸でやり過ごす。
　と、傍らから再び鼻をすする音が響いてきて、オーリは横目でモウルを見た。
「もう泣くなよ」
「泣いてないよ、くしゃみをしたから鼻水が出てきただけだよ」
　くしゃみの音なんて聞こえなかったけどな、と思ったが、オーリは何も言わずにおいた。
　
　ソリルとエレグが里を出ていってから一年が過ぎ、また春がやってきた。
　いつも頼っていた姉や義兄がいなくなったせいだろうか、泣き虫だったモウルがこのところめっきり泣かなくなった。以前はことあるごとにオーリにも泣きついてきていたのに、最近は静かなものである。
「絶対に魔術師になって、兄ちゃんが帰ってきた時にびっくりさせるんだ」
　そう言ってモウルは、今日も一人、里長さとおさの住む神庫ほくらへと出かけていった。里の神の神庫ほくらには、人が一生かかっても読みきれないほどの沢山の書物が保管されていて、モウルは毎日のように書庫に通かよっては朝から晩まで本を読み続けているのだ。
　町並みの向こう、礼拝堂の丸屋根が、春の日差しを受けて輝いている。
　籠をさげてのお使いの途中だったオーリは、しばし足を止めてその威容を見つめていた。それから短く息を吐き出して、籠の持ち手を握りなおした。
　
「お昼ご飯、いつ食べる？」
　オーリは、テーブルに置いた籠から小鍋を取り出すと、背後の寝台を振り返った。
　寝台に腰かけたオーリの祖母が、お礼の言葉とともに「今からもらうよ」と枕元の松葉杖を引っ張り寄せる。
「歳はとりたくないもんだねえ。まさか、畑で転んだだけで骨を折ってしまうなんてねえ」
　足首のギプスを恨めしそうにさすりながら、祖母が溜め息をついた。
「お母さんは夕方に来るって。今日はこっちで晩御飯作って、ここでみんなで一緒に食べましょう、だって」
「ヘレーさんも来るのかい？」
「お父さんはご飯の時間には間に合わないと思う。気にせず三人で食べておいて、だって」
「いつも遅くまで大変だねえ」
　祖母はまたも溜め息を吐き出してから、よっこいしょ、と立ち上がった。
「オーリ、今日は畑の仕事はしなくてもいいよ。水やりぐらいならばあちゃんにもできるから、お前は神庫ほくらに勉強に行っておいで」
　知識はちからなり。里に連綿と伝わるその言葉どおり、常日頃から里長さとおさは勉強の大切さを人々に説いていた。礼拝堂の脇にある学び舎やには、「控ひかえ手て」と呼ばれる二人の里長さとおさ補佐が常に詰めており、里の子供達は家の手伝いの隙をみては、読み書きや算術などを教わりに行っていた。
「いいよ。今はそんな気分じゃないから」
　籠からパンの包みと水筒を出し、棚から取ってきた皿をテーブルの上に置き、フォークやスプーンを並べる。祖母の家のテーブルは家のものよりも幾分低いため、子供のオーリでも難なく手伝いができるのだ。
「でも、お前、ヘレーさんみたいな立派なお医者になりたいんだろう？　だったら……」
「神庫ほくらへはお母さんがやってきたら行くよ。だから、おばあちゃんは心配しないでゆっくりしてて」
「お前は本当に優しい子だねえ」
　祖母が目を細めた。そうして今度は、どことなく悲しそうに眉をひそめた。
「うちにもっとお金があれば、人を雇うなりしてお前にこんな苦労をかけなくてもすむんだけどねえ。ほれ、ヨーラスさんのところの坊は、一日中神庫ほくらに入り浸っているんだろう？　いい御身分だねえ」
　この間までお前とずっと一緒だったのに、と呟く祖母の声を振り払うようにして、オーリは入り口へと踵きびすを返す。
「畑に行ってくるから、何かあったら呼んで」
「色々すまないねえ。ありがとうねえ」
　どうってことないよ、と笑ってみせると、オーリは扉をぱたんと閉めた。
　
　午後三時半の鐘の音とともに、オーリは祖母の家に帰りついた。水桶と鍬を乗せた手押し車を裏の物置に仕舞ってから、表へとまわる。
「あの人が、明日にでもまた足を診てくれるって。調子が良いようだとギプスを外せるかもって言ってたよ」
　炊事場横の窓から、オーリの母の声が聞こえてきた。思っていたよりも到着が早いのは、きっといつものように「もう診療所こっちの手伝いはいいから、早くお義母さんのところへ行っておいで」とオーリの父が送り出したからだろう。
　お父さんが忙しくしているのは、お父さんが優しすぎるせいだと思う。と、オーリは唇を尖らせた。手伝いに来てくれる人は時間どおりに帰すくせに、病気や怪我を看てもらいに来る人は時間が過ぎていても診療所に招き入れる。前にお母さんも「馬鹿だよねえ」とぼやいていた。
　でも、その馬鹿なところがイイんだよね。そう言葉を継いで笑みを浮かべた母のことも、そして母にそう慕われている父のことも、オーリは大好きだった。なんとなく照れ恥ずかしいから、一度も言葉にしたことはなかったけれども。
「ギプスがとれたら、山へ行けるかねえ」
　突拍子もない祖母の言葉を聞き、オーリは大慌てで表の扉をあける。
　幸い、オーリが何か言うよりも早く、母が「まさか！」と祖母に食ってかかっていた。
「完全に骨がくっついたわけじゃないんだから、しばらくは安静にしてなきゃ」
「もう治ったからギプスを外すんじゃないのかい？」
「ずっと動かさないままなのも足に良くないから、様子を見ながら少しずつ動かしていこう、ってだけよ」



　色々と面倒くさいものなんだねえ、と祖母が溜め息をつく。
「それにしても、どうしてそんなに山へ行きたいのよ」
「ほれ、毎年恒例のばあちゃん特製山菜餅、お前達もだけど近所の人らも楽しみにしててくれてねえ……」
「山菜なら明日にでも私が取りに行ってきてあげるから」
「そんな、お前、ただでさえ忙しくしてるのに、そんなこと頼めないよ」
　と、そこで母が戸口に立つオーリに気がついた。
「あら、お帰りオーリ。畑仕事お疲れさま」
「ただいま」
　母はカップに湯冷ましを注いで、「お手伝いありがとうね」とオーリに手渡した。
「今から神庫ほくらに勉強しに行ってくるんだって？　晩御飯ができたら呼びに行こうか？」
「いいよ。自分で時間を見て戻ってくる」
　母が、頼もしいね、と微笑んだ。
「じゃあ、気をつけて行ってらっしゃい」
「うん」
　オーリは湯冷ましを飲み干してから、「行ってきます」と祖母の家を出た。
　
「あっ、オーリだ」
「おーい、オーリー！」
　オーリが神庫ほくらの在る広場の手前までやって来た時、道の向こうから二人組の少年がオーリの名を呼んだ。それぞれオーリよりも一歳と三歳年上の、少しやんちゃなご近所さんだ。
「今から学び舎やに行くのか？」
「今行っても意味ねーぞ。なぁ」
　思わせぶりに目配せし合う二人に、オーリは内心で溜め息をつきながら仕方なく詳細を問うた。
「どうして？」
　途端に二人は生き生きと目を輝かせて、オーリのほうへ身を乗り出してきた。
「ヨーラスさんとこのチビが、質問があるとか言って書庫から出て来て、控ひかえ手て様を独り占めしてんだよ」
「史上最年少の呪まじない師だかなんだか知らないけどよ、いい気なもんだよな」
「だからさ、チビが巣穴に引っ込むまで一緒に遊ぼうぜ」
「ぼくはいいや」とオーリが口にするや、裏切り者、という眼差しが二人から一斉に返ってくる。オーリは慌てて適当な理由をでっち上げた。
「今から山菜を取りに行ってくるから」
「山菜？　そっか、オーリのばあちゃん、今、怪我してんだよな」
「そうかー、気をつけろよー」
　
　二人組と別れたオーリは、そのまま広場を通り抜けて真っ直ぐ里の北門へと向かった。深く考えずに口走ったものの、山菜を取りに行くというのは案外良い考えのように思えたからだ。日没までまだ三時間近くあるとなれば、祖母を納得させられるぐらいの山菜は手に入れられるだろう。そうすれば、忙しい母の手を煩わせる必要もなくなるに違いない。
　オーリは門を出ると、去年に祖母に連れられて山菜を摘みに行った里山に足を踏み入れた。脱いだ上着のボタンを留め直し、袖を括って山菜を入れる袋代わりにして手に持つ。道からあまり離れないように注意しながら下草を踏み分け、祖母に教わったとおりに葉の形やにおいで目的の野草を探し出しては、若芽を上着の中に入れる。
「お前は本当に覚えがいいねえ」との去年の祖母の言葉を思い出し、オーリはにんまりと微笑んだ。「これは食べられる。こっちは毒」と互いによく似た草の見分け方をすぐに会得したオーリを、祖母ともう一人が少し大げさなぐらいに褒めちぎってくれたのだ。
『やっぱりオーリはすごいよ！』
　そう、もう一人。ぼくも一緒に行く、とついてきたモウルが目を輝かせてオーリに言った。「これで、うっかり山で迷っても、オーリが一緒だったら食べ物を見つけられるね！」と。
　摘んだ若芽を手に、オーリは里のある方角を振り返った。鬱蒼と立ち並ぶ木々の向こう、里の神の神庫ほくらの堂々たる姿が見えるような気がした。
『先生、質問があります』
　陰口を叩く者のことなどまったく意に介せず、真っ直ぐに控ひかえ手て達を見つめる眼差しが、オーリの瞼の裏に甦った。一年前、「モウルをよろしく頼むわね」と目を合わせてきたあの碧とそっくりな、貴石のごとく輝く深い瞳が。
『この間までお前とずっと一緒だったのに』
　先刻聞いた祖母の声がオーリの脳裏にこだまする。少し前までオーリと同じものを見ていたはずのあの瞳は、今は神庫ほくらの深奥にて、オーリには窺い知れない世界を映しているのだ。
　オーリは急に心細くなった。今、自分がたった一人でいるということに不安を覚え、慌てて道へ戻ろうとした。
　しかし。考え事をしていたせいで足元への注意が散漫になっていたのだろう、方向転換をしようと踏み出した右足が、落ち葉の下の朽ち木を踏み砕いた。
　あ、と言う間もなく天地がひっくり返った。
　オーリの身体はそのままごろごろと斜面を転がり落ちてゆく。右肩に、左足に、身体のあちこちに木の根や石がぶつかるたびに、痛みと衝撃で息が詰まった。なんとかして転がるのを止めなければ、と、オーリは無我夢中で腕をかく。
　次の瞬間、背中に大きな一撃を受け、オーリの意識は暗転した。
　
　すぐ近くに鴉の鳴き声を聞き、オーリは目を覚ました。自分がどこにいるのか理解できず、身を起こそうとして腕に走る痛みで、ようやく滑落の恐怖を思い出す。
　オーリはゆっくりと深呼吸をした。そうして慎重に手足を動かしてみた。
　あちこちがずきずきと疼くが、どうやら骨には異常がないようだった。助かった、と息を吐き、背後の灌木を支えになんとか立ち上がる。
　日は沈んでしまったのだろう、周囲はすっかり薄暗くなっていた。空を仰げば、正面の空の尽きるところが熾火のように光っている。反対側の空は夜色に染まり、黒々とした木の葉の隙間からは、真円に近い月が顔を覗かせていた。
　オーリが立っているのは小さな谷だった。確かこの少し先には沢があるはず。だが、何度か来たことがあるにもかかわらず、夕闇に閉ざされたこの景色は、今のオーリには初めて訪れる場所のように見えた。
　さて、どうしよう。痛さと心細さに涙ぐみながらも、オーリは必死で考えを巡らせた。転げ落ちてきた経路を辿って、来た道を戻れば里に帰ることができるわけだが、ひとたび道を見失ってしまうと、山に迷うことになる。夜の山を彷徨うことがどんなに恐ろしくかつ無謀なことかは、オーリにも充分に理解できた。
　かといって、まだまだ朝晩の冷え込みが厳しいこの季節、上着を無くした状態で助けを待っていられるものだろうか。口の中に溢れてきた苦い唾を、オーリは一息に呑み込んだ。目の周りが一気に熱を持ち、視界がみるみる滲んでゆく。
　その時、上のほうから微かに声が聞こえた。
　聞き間違いでも気のせいでもない、オーリの名を呼ぶ母の声だった。
「お母さーん！」
　オーリは全身全霊の力を込めて叫んだ。
「お母さん！　お母さん！　お母さんお母さんお母さんお母さん！」
「オーリ！　オーリ、どこ!?」
　母の声がぐんと近くなった。
　オーリは服の袖で目元を拭うと、胸一杯に息を吸い込んだ。
「沢のほうに落ちた！」
「オーリ！」
　薄闇の中、斜面の上で小さく影が動くのが見え、オーリは必死で両手を振り回した。
「ここだよ！　ここ！」
「大丈夫？　動ける？」
「うん、動ける！」
　真っ直ぐ届いた母の声に、オーリは嬉しさのあまり泣きそうになった。
「今行くから、待ってて！　いいね、そこでじっとしてて！」
　そう言うや、母は慎重に斜面をおり始めた。灌木から灌木へとつたうようにして、足元を確かめながらゆっくりとくだってくる。
　ようやくオーリの傍へとやってきた母は、荒い息のまま、何も言わずに先ずオーリをそっと抱き締めた。
「無事で良かった」
　痛む身体をものともせず、オーリは力一杯母にしがみついた。それから「ごめんなさい」と心の底からの声を絞り出した。
「言い訳もお説教もあとで。おばあちゃん達も心配してるから、早く帰ろう」
　二人は固い抱擁を解き、斜面の上を見上げた。
「オーリが先に登って。母さんは下で支えるから。あそこの、バンザイしているような形の木が目印だよ」
　さあ早く、とオーリを急かしてから、母が不安げな眼差しを周囲に走らせた。
「さっきね、獣の声を聞いたような気がしたのよ。あまり遠くないところで。しかも複数」
　母の言葉が終わりきらないうちに、左斜め前方で唸り声が聞こえた。
　大きく息を呑む二人の目の前、闇に溶ける茂みの中から、小さな影が月明かりの中へと進み出てきた。
「赤狼……」
　母の喉がごくりと音をたてた。
　左手からも、もう一頭。そして背後の沢のほうからも、がさりと下草を踏む音が聞こえてきた。
「こんな里の近くにいるなんて……」
　オーリを庇うようにして、母が前に出た。赤狼から視線を外すことなく、足元に落ちている一メートルほどの長さの木の棒を拾い、唯一残された右手の方向へとじりじりと退しさってゆく。
「いいかい、オーリ、向こうにあるあの楠まで行こう。あの木に登って助けを待とう」
　それは、この辺りで一番大きな、しっかりとした枝ぶりの木だった。あの木ならば、オーリと母の体重にもびくともしないだろう。
　ゆっくりと距離を詰める三頭の赤狼を、棍棒と気迫で威嚇しながら、二人は慎重に楠へと向かった。
　だが。
　このまま無事に切り抜けられますように、との願いも虚しく、楠まであと七、八メートルというところで、すぐ右手の草むらから四頭目が勢いよく飛び出してきた。
　大きく口をあけ牙を剥きだしにした赤狼が、母の太腿にかぶりつく。
　母の口から悲鳴がほとばしった。
　四頭目は力一杯頭を振って、母を引き倒そうとする。
　母の身体が大きくかしいだ。かしいだが、母は気合いの一声とともに踏みこらえた。
「おまえ、なんかに、まけるものか！」
　血を吐くような母の叫びに頬を張られて、オーリは我を取り戻した。足元に落ちていた小鍋ほどの大きさの石を両手で持ち上げ、赤狼の背中に思いっきり打ち下ろす。
　苦悶の鳴き声が響き、赤狼のあぎとが母の足から離れた。地に倒れてのたうちまわる赤狼の、朱あけにぬめる鼻先を狙って、オーリは必死で石を打ちつける。「よくも、よくも」と喚きながら、何度も、何度も。
　仲間が動かなくなったのを見て、包囲の輪を縮めていた三頭があとずさった。
「オーリ、今のうちにあの木に登りなさい」
「お母さんは？」
「母さんはあとから行くから」
「嘘だ！」
　月明かりにも、母の右足が逃げるどころではない状態なのが分かった。おそらく、立っているだけで精一杯に違いない。オーリは溢れる涙を拭うことすらできずに、ただひたすら首を横に振る。
「馬鹿だよねえ」
　苦痛などまったく窺わせないいつもの母の声を聞き、オーリはびっくりして顔を上げた。
　だいすきだよ。噛み締めるようにそう呟いて、母がにっこりと笑った。
　何か言わなきゃ、とオーリが息を詰めるのと時を同じくして、母が動いた。歩けるような怪我ではないはずなのに、母は、物凄い力でオーリを引きずって、すぐ近くにあった立ち枯れた大木へと寄った。
　その根元、地表すれすれのところに、子供が腹這いで入り込めるぐらいのウロが穿たれていた。母はそこへオーリを問答無用に押し込むと、ウロの入り口を塞ぐように、持っていた木の棒を地面に突き立てた。
「絶対、母さんが守ってあげるから」
　闇の中で母が微笑む気配がした。
「『いい』って言うまで、絶対に出てきちゃ駄目だよ！」
　母が踵きびすを返すと同時に、赤狼の咆哮が聞こえた。
　落ち葉を蹴散らす幾つもの足音。
　一つ、二つ、確実に近づいてくる足音。
　入り乱れる獣の唸り声。
　地を蹴る音。
　押し殺した悲鳴。
　重たいものが倒れる音。
　獣の牙が発するおぞましい音。
　喘ぐような声ならぬ声。
　か細い、とてもか細い、すすり泣き。
　
　そうしてオーリは意識を失った。
　
　　　　*　*　*
　
　窓に下ろされた鎧戸がかたかたと震え、隙間風が悲鳴を漏らす。壁のランプの炎に合わせてそこかしこで影が揺らぐが、寝台に横たわるオーリの身体はぴくりとも動かない。
　赤狼に襲われるウネンを見て錯乱状態に陥ったオーリは、憎き敵かたきを文字どおり完膚無きまでに切り刻んで、そのまま意識を失った。マルセルに荒っぽく介抱されても、彼の背に担がれて宿に運び込まれても、オーリが目を覚ます気配は一向になく、以来二日もの間、彼はただひたすら眠り続けている。
「ツェウさん――オーリのお母さん――のお陰で、オーリは殆ほとんど無傷で助かったんだ。でも、あまりにも強い衝撃を心に受けたとかで、オーリは何日も目を覚まさなかった。やっと意識が戻った時、オーリは山での出来事をすっかり忘れてしまっていた」
　空いているほうの寝台に腰をかけたモウルが、眠るオーリを見つめながら淡々と話し続ける。ウネンはそれを、窓の前の椅子に座って聞いていた。
「目を覚ましたオーリが、何事も無かったかのように『お母さんは？』と訊いた瞬間の、ヘレーさんの表情は、今でも忘れられないよ……」
　ウネンはきつく唇を引き結んだ。オーリの状況もヘレーの気持ちも、ともに痛いほど理解できたからだ。
「僕はオーリに、しばらく僕の家に来るように言ったんだけど、オーリは『お母さんが帰ってくるのを待たなきゃ』って言って、聞いてくれなかった。だから、僕がオーリの家に泊まることにした。あの親子を二人きりにしてはいけない、って思ったんだ。普段はとても優しいヘレーさんだったけど、その時は、今にもオーリをぶん殴りかねない様相だったから」
　夜風がまた鎧戸を揺らした。吹き込む冷気が、ウネンのうなじを舐めていく。
「オーリの精神状態が落ち着くまではツェウさんのことは黙っておこう、って長おさ様が言ったもんだから、ヘレーさんは本当につらかったと思うよ。オーリの奴、『お母さん、早く帰ってこないかな』とか無邪気な顔で言うんだもん。子供の僕にも、ヘレーさんが日に日に消耗してゆくのが分かったぐらいだ」
　幾度目か知らぬ溜め息を吐き出し、モウルは腿の上で組んだ自分の両手に視線を落とした。



「でも、僕が大人達にそのことを言っても、皆『大丈夫だ』としか言ってくれなかった。『ヘレーはしっかりしているから、大丈夫だよ』って。それに、僕だって、オーリがツェウさんの死を知ったら今度こそ目を覚まさなくなっちゃうんじゃないか、って思うと、怖くてとてもそんな気にはなれなかった」
　そっと息を継ぎ、モウルはゆるりと顔を上げた。そうして昏くらい眼差しをウネンに向けた。
「一週間ほど経ったその夜、僕はふと夜中に目を覚ました。月明かりを遮る何かに気づいて、オーリのほうを見ると、ヘレーさんがオーリの首に両手をかけていた」
　モウルの碧の瞳が、ランプの光を映して翡翠色に煌めいた。
「僕が起きたことに気づいて、ヘレーさんは驚いて手を引いた。途端にオーリが咳き込んだ。ヘレーさんは、愕然とした顔で自分の手を見つめていた。それから、部屋を飛び出していった。そのまま、彼は二度と戻ってこなかった……」
　ああ、とウネンは息を吐いた。ああ、と呟くことしかできなかった。
「一人取り残されたオーリは、おばあさんに引き取られた。けれど、まだ足の骨折が治りきっていないのに無理をしたせいで、今度は大腿骨を折る怪我をしてしまって、おばあさんは次の冬が来る前に天に召されてしまった。オーリは独りぼっちになったんだ」
　と、そこまで語って、モウルは弱々しいながらも微かに悪戯っぽい笑みを浮かべた。
「君の存在を知った晩の、オーリの様子はなかなかの見ものだったよ。寝つくまでに何度『妹か』って呟いていたか」
　いもうと、という響きがあまりにも新鮮で、気恥ずかしくて、ウネンは思わず口元に力を込めた。それでも頬がむずむずするのを止められなくて、それを誤魔化すべくモウルに問いかける。
「でも、独りぼっち、って、他に親戚の人はいなかったの？」
「ヘレーさんもツェウさんも兄弟がいなくてね。ヘレーさんのご両親はヘレーさんが子供の頃に亡くなっているし、ツェウさんのほうもオーリが四歳の時におじいさんが病気で亡くなってるし。実は、今の里長さとおさはオーリのひいおじいさんではあるんだけど、何しろ里長さとおさはあくまでも里長さとおさであって、誰かの父母である前に里全体を取りまとめる存在だから、数に入れるには微妙でね」
　ウネンは唇を噛み締めた。人々の輪から離れてただ一人ぽつんと佇む少年の姿が、見えたような気がしたのだ。
『居場所を作らなければならなかったからな』
　先日の杖術稽古の際に、オーリはそう言っていた。僅か七歳にしてたった一人で生きていかねばならなくなった彼は、医者になりたいという夢を諦め、より分かり易い力を求めたのだろう。
『剣の世界の基本構造は、どこに行っても大して変わらない。強い者が、強い。それだけだ』
　チェルナの王城で聞いたオーリの言葉が、まざまざとウネンの胸に甦る。強い者たるために、彼は一体どれだけの努力と苦労を重ねたのか。たまらずウネンは、自分の服の胸元を握り締める。
　深い溜め息一つ、モウルが再び正面に顔を戻した。眠り続けるオーリの顔をじっと見つめた。
「ヘレーさんがいなくなってしばらくして、オーリは長おさ様からツェウさんが亡くなった事実を告げられたけど、オーリは何も思い出さなかった。大きくなって、山に入ることも、野獣退治にかりだされることもあったけど、ずっと平気だった。だから、僕はすっかり油断してしまってた。彼の傷は、覆いをされて見えなくなっていただけで、少しも癒えてなんかなかったんだ」
　絞り出すようにして言い切って、モウルはがっくりとうなだれた。両膝に肘をつき、おのれの足元を見つめながら、両のこぶしを固く握り合わせる。
「このままオーリの目が覚めなかったら、どうしよう」
　普段のモウルからはとても想像できない、酷く頼りなげな声が隙間風に震えた。
　ウネンは唇を噛んだ。
「ぼくのせいだ」
　目を閉じれば、あの時のオーリの絶叫が聞こえるようだった。底知れぬ怒りと、憎悪と、そして何よりも激甚なる恐怖がそこにあった。その端緒を開いたのが他ならぬ自分だということに、ウネンは胸をかきむしる思いだった。包帯の巻かれた左手首を右手で握り締めれば、二日前に赤狼につけられた傷がずくんと疼く。でも、オーリが心に受けた痛みは、こんなものではなかったろう。もっと酷く、ずっと激しく、オーリを苛さいなみ続けていたに違いない。
「あの時、ぼくがきちんと反撃できていれば」
「あれは誰にだって無理だ。ウネンは何も悪くない」
　下を向いたまま、モウルがゆるゆると首を横に振った。
「赤狼と聞いて、嫌な予感はしたんだ。僕が無理にでも依頼を断れば良かったんだ」
「でも、あの時ぼくが襲われるまで、オーリは全然平気だったじゃないか！」
「そもそも、僕がきっちりと術で周辺を探査しておれば、君が襲われることもなかったんだよ！」
　ひとしきり声を荒らげ、二人は互いに睨み合った。
　怒りを、それもおのれ自身への怒りを他人にぶつけたところで、事態が好転するわけがないのは二人とも充分に解っていた。解ってはいたが、そうでもしないと気がおかしくなってしまいそうだったのだ。
　鎧戸の隙間を抜ける風が悲鳴を上げる。
　と、それとは別な、もっと微かな擦過音が、窓とは違う方角から聞こえてきた、ように感じられた。
　ウネンもモウルも、ほぼ同時に勢いよく寝台を振り返った。
　眠るオーリの唇が、僅かに震えていた。
　二人は一旦互いに顔を見合わせて、それから揃って身を乗り出し、オーリの顔を覗き込んだ。
　今度は、瞼が、震えた。
「…………さい」
　掠れた声が、風の音を押しのけてウネンの耳に届く。
　オーリがもう一度同じ言葉を繰り返した。
「……うるさい」
　ウネンも、モウルも、目を丸く見開いて再度顔を見交わした。
「もう少し静かにしてくれ」
　オーリの瞼がゆっくりと開ひらき、澄みきった碧が二人を映した。
「それに、全ての元凶は、赤狼だ」
　二日間眠り続けていたために、喉がこわばってしまっているのだろう。何度も息を詰まらせながら、訥々とオーリが言葉を紡ぐ。
「そして、俺が取り乱したのは、俺自身のせいだ。誰のせいでもない」
　オーリは、一言一言を噛み締めるように言い切ったのち、大儀そうに息をついた。
　モウルが茫然とした表情で呟いた。
「起きた」
　それに応えるでなく、ウネンもまたぼそりと言葉を漏らす。
「目を覚ました」
　再びモウルが、そしてまたウネンが、「目を覚ましたよ」「起きたよ」と交互に呟く。最後に声を合わせて「よかった」と吐き出すや、ウネンとモウルは二人してその場にずるずるとへたり込んだ。へたり込んだまま大きな溜め息を吐き出して、もう一度「よかった」と心の底からの呟きを漏らす。
　オーリが目をしばたたかせた。一瞬だけ照れくさそうな笑みを浮かべると、ふいと視線を逸らし、「心配をかけてすまなかった」と囁いた。
　
　寝台の上に身を起こしたオーリが、パン粥を休み休み口に運ぶ。夕食の時間はとうに過ぎていたが、宿の厨房が特別に用意してくれたのだ。
　おまけで淹れてもらった豆茶のカップを手に、ウネンとモウルはもう一つの寝台に並んで腰かけた。
　ランプの光が湯気にけぶる。熱いお茶が五臓六腑に染みわたり、手足の先や心の中までもが温かくなるようだった。
「ヘレーさんが里を飛び出した翌朝には、ヘレーさんととても仲が良かったボロゥって薬師が中心となって、大勢の大人達がヘレーさんを捜しに行ったんだ。何しろ、ヘレーさんは里一番の優秀な医者だった上に、嗣つぎ手て――次の里長さとおさになる人を里ではこう言うんだ――の最有力候補だったからね。ヘレーさんがいなくなるのは、里にとって大きな損失だったんだよ」
　お茶をすすりながら、モウルが十五年前の出来事の始末をウネンに語ってくれていた。口封じの術のもと、どこまで語れるか分からないが、君も知っておくべきだろう、とのことだった。
「ヘレーさんが川を渡った形跡があったことから、皆は川向こうの隣町へ向かった。そして、ほどなく彼らは、失意と怒りとボロゥさんの亡骸を抱えて帰ってきた」
　まさか、と、ウネンは奥歯を強く噛み締める。
　オーリがちらりとウネンを見やった。
「誰もボロゥさんが刺されたところは見ていないんだけど、ボロゥさんは、いまわのきわにヘレーさんの名を口にしたらしい。ボロゥさんもまた、嗣つぎ手て候補の一人だったこともあって、里は大騒ぎさ。他に嗣つぎ手てになれそうなエレグ兄さんは、姉さんとともに里を出て行ってしまってたしね。もはや事は里の存続に関わる大問題だ。まあ、皆、ヘレーさんのことを裏切り者っつって怒る怒る」
　カップを両手で握り締めたまま硬直するウネンに、モウルが殊更に軽い調子で肩をすくめてみせた。
「でも、実際にヘレーさんがボロゥさんを刺した現場を見た者はいないんだ。ボロゥさんの最期の言葉とやらも、『ヘレーさん』だとか『気をつけろ』だとか『里の秘密』ってなふうに断片的で、どうともとれるような文言らしいし、正直、僕は本当にヘレーさんが下手人なのかを疑っている」
「実の子供の首を絞めようとした奴だ。分からないぞ」
「そんなこと本気で思っていないくせに」
　モウルにさらりと言い返されて、オーリが決まり悪そうに口をつぐむ。
「それからほどなく、何か宝物を隠しているだの、自分達だけいい目をみているだの、里に関して良からぬ噂が外から聞こえてくるようになってね。ボロゥさんの遺した言葉に、『里の秘密』なんて単語があったことから、『これもきっとヘレーの仕業だ、ヘレー許すまじ』ってことになって、本格的に追っ手が繰り出されるようになったというわけ」
　何よりも優先すべきは、ヘレーが里の情報や知識を拡散するのを止めさせること。そして可能ならばヘレーを里に連れ帰ってきてくれ。現時点において、彼が最も嗣つぎ手てにふさわしい。落ち着いて話し合えば、ヘレーもきっと理解してくれるはずだから。里長さとおさの命を受けて、何組もの探索者が新たに里を出発した。
　だが、その捜索の手は、今から十年前に一旦止まることになる。というのも、ロゲン近郊でヘレーの足跡そくせきがぷっつりと途絶えたからだ。ヘレーは漂泊の果てに死んでしまったのだろう。里の人間はそう考えた。
「それが覆されたのが、三年前だ。たまたまチェルナの王都に滞在していた探索者が、地震の被害に遭った町で奇跡の技をふるう医者の噂を耳にした。彼らはさっそくイェゼロを訪ね……、そこで何があったかは、君もよく知っているよね」
　あの時の、ヘレーを捜しにやってきた二人組のことだ、とウネンは大きく頷いた。
「彼らは探索を切り上げて真っ直ぐ里へ戻ってきて、ヘレーさんが生きている旨、長おさ様に報告した。再びヘレーさんの捜索隊が召集され、それに僕達も立候補し、現在に至るというわけさ」
　モウルの視線を受けて、オーリがそっと目を伏せる。
「ヘレーは本当にボロゥさんを殺したのか。殺したのなら、何故そんなことをしたのか。俺は真実が知りたいんだ」
　空になった器に匙が置かれた。
　深い溜め息ののち、オーリがさも意外そうに眉を上げた。
「随分色々と喋ることができたな」
「ここに至るまでに、少しずつウネンに情報を手渡してきてたからね。これぐらいまでなら大丈夫だと思ってたよ」
　モウルが得意げに口の端はで笑う。
　これぐらいまでなら、と言うからには、彼らがウネンに言えないことはまだまだ存在するのだろう。ウネンは苦笑とともにちょっとした疑問を口にした。
「少し気になったことがあるんだけど、里の人が里の外の人と、もっと密に関係を持つ――例えば結婚する、とか、そういう場合ってどうするの？　結婚相手に対してずっと内緒事を抱えて接するわけ？」
「当人の立ち位置によるかな」
　事も無げな口調でモウルが答えた。
「そいつが里と関わらずに生きていくつもりならば、里の秘密を胸の奥に仕舞っておけばいいだけのことだからね」
「じゃあ、里で生活するつもりだったら？」
「配偶者を里の神に認めてもらう必要がある」
「そんなこと、できるの？」
　驚くウネンに「できるよ」と微笑んで、モウルは話し続けた。
「具体的には、嫁ないし婿をとろうって本人の家族全員に加えて、立会人として二名以上の里人さとびとが、嫁ないし婿入りしてくる外部の人間を受け入れることによって、里の神がその人物を新たなる同胞はらからとして認めるんだ。仕上げに里長さとおさによって里の秘密を守る旨の〈誓約〉をかけられ、新しい里人さとびとが誕生する、ってわけ」
「へー。きちんと方法が確立しているんだね」
　まあね、とモウルが口角を上げた。
「その昔、初代里長さとおさの書庫……」
　と、言葉半ばにしてモウルが呻き声とともに身体を折った。頭を押さえて「くそっ」と毒づく。
　同時に、まるで空気がひび割れたかのような鋭い〈囁き〉がウネンの鼓膜に突き刺さった。例の〈誓約〉が発動したのだ。
「ここまでか」
　オーリが溜め息を漏らす。
「まあ、気長にやるさ」
　荒い息の合間に、モウルが挑戦的な眼差しで顔を上げた。
　
　翌朝、出立の前にウネン達三人は古道具屋レヒトの店を訪れた。誘拐事件でうやむやになっていた、マントの留め具を確認しにきたのだ。
「やっぱり、これ、ヘレーさんのだ」
　件くだんの留め具をためつすがめつ調べたウネンは、確信を持ってオーリとモウルを振り返る。
　レヒトが、いつになく静かな声でウネンに語りかけてきた。
「枯れ草色の三つ編みの人なら、山賊避けに隊商と一緒に北へ行くって言ってたよ。出発まで日が無くてお金を稼ぐに稼げない、ってことらしくて、この留め具以外にも幾つかの品を買い取らせてもらったんだ。それらはとっくに売れてしまったんだけど」
　ウネンは手のひらに載せた留め具をじっと見つめた。
　記憶の中、見上げた胸元に光る、真鍮の台座と小さな緑色の色ガラス。
　ウネンは、もう一度オーリを、モウルを、順に振り仰いだ。
　二人がゆっくりと頷いた。
「あの、これ、お幾らですか？」



　ウネンの問いを聞き、レヒトが笑って両手を振った。
「お金はいいよ。あんた達には色々迷惑かけちゃったし、それ、あげるよ」
「本当に？」
「本当、本当。俺は嘘はつかないからね！」
　
　何度も礼を言って、三人は古道具屋をあとにした。
　表に出たところで、ウネンはあらためて日の光のもとで真鍮の留め具をじっと見つめた。それから、おずおずとオーリを見上げた。
「これ、ぼくが持っててもいい？」
「ああ」
　オーリがぶっきらぼうに首を縦に振った。「八つ当たりしたくなった時に、そんなものが手元にあったら壊しかねんからな」と付け加えて、ふいと踵きびすを返す。
　ウネンはしばしオーリの背中を見つめた。次いで手のひらの留め具に目を落とし、そうしてそれを外套の中、上着の胸元に大切に留めた。
　ウネンが顔を上げるのを待って、モウルが「あのさ」と口を開く。
「以前に僕がヘレーさんの髪のことを尋ねたの、憶えてる？」
「うん」
　かつて〈不在の神の教会〉の前でモウルに「ヘレーはずっと髪を伸ばしてたのか」と訊かれた時から、ウネンはその問いの意味がずっと気になっていたのだ。勢い込んで頷けば、モウルが僅かに唇をほころばせる。
「僕らの里ではね、家族を、大切な人を亡くした者は、忌いみが明けるまでは髪を切らないんだよ」
　そんなならわしがあるのか、と相槌を打ってから、ウネンはモウルの言葉が指し示すことに気がついて息を呑んだ。
　モウルの眼差しが、そっと緩む。
「そりゃあ、何年もの間まったく散髪しないとなると日常生活にも激しく支障が出るだろうから、適度に整えざるを得ないわけだけど……、恐らく彼は、今もずっとツェウさんのことを想い続けているんだろうね」
　モウルの言葉が終わりきらないうちに、オーリが派手に鼻を鳴らした。「行くぞ」とだけ言い置いて、すたすたと大通りのほうへと歩いていく。
　モウルが苦笑とともに「行こうか」とウネンを促した。
　町の門では、マルセルとテオが馬車を用意して待っているはずだ。
　いざ、北へ。ヘレーが向かったという王都ヴァイゼンへ。三人は互いに頷き合うと、混み合い始めた往来に足を踏み出した。
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